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・
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開
始
３
分
で
子
供
が
熱
中
す
る
授
業

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

東京教育技術研究所

令和元年8月15日発行（毎月1回15日発行）第513号

特別支援教育にも対応
医師の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる言語療法” …… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

カラーページができ、よりビジュアルに、
より分かりやすく生まれ変わりました

トークラインがリニューアル！

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「夏休み明けの発表」 算数「３つの数の計算」
小学２年　国語「いろんなおとのあめ」 算数「かけ算九九」
小学３年　国語「紙ひこうき」 算数「時刻と時間」
小学４年　国語「忘れもの」 算数「一億を超える数」
小学５年　国語「話す・聞く／書く」 算数「偶数と奇数」
小学６年　国語「随筆を書こう」 算数「拡大図・縮図」

中学校の授業実践
音楽 「自分たちでアレンジ」
国語 「意見が分かれる発問」

特集 二学期 開始3分で
子供が熱中する授業
―クラス全員を“わしづかみ”にする授業の始め方―



がいっぱい！ががががいいいいいいっっっっっっぱぱぱぱぱいいいいいい！！

「難しいけど美しい」
彼岸花に、どう挑戦するか
酒井臣吾

酒井式に自信が付いたクラスに
は、手応え十分なシナリオ。

（本誌Ｐ６）

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

h4aw3n
（エイチ・よん・エー・ダブル・さん・エヌ）

※有効期間：
　2019年8月15日～ 11月14日ID：TL9ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「本物の校内研究をつくる」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、松崎力氏の
「職場の人間関係調整術②」

3

デジタ
ル・トークライン

＜アクセス方法＞
PC・スマホで右記サイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

TalkLine09H2-3_入稿.indd   1 19/07/31   11:51



1  2019. 9

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

盛
ん
な
所
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
」
と
地
図
帳
を

広
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、「
で
は
、
な
ぜ
、

青
森
な
の
で
し
ょ
う
か
。
気
候
風
土
が
適
し
て

い
る
所
な
ら
、
ほ
か
に
も
あ
る
は
ず
で
す
」
と
、

ど
ん
ど
ん
追
究
し
て
い
く
の
で
す
。
そ
う
い
う

授
業
を
す
る
た
め
に
、﹃
青
森
県
史
﹄
ま
で
ひ

も
解
き
、
徹
底
的
に
教
材
研
究
を
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
元
来
、
大
変
知
的
で
す
。
突
っ

込
ん
だ
質
問
を
す
る
と
、
き
ち
ん
と
反
応
し
て

き
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
子
供
た
ち
と
一
緒
に
追

究
し
て
い
く
こ
と
が
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
の

で
す
。

　

ま
た
、
大
田
区
立
田
園
調
布
小
学
校
で
の
教

育
実
習
の
際
、
私
は
、
指
導
し
て
く
れ
た
先
生

か
ら
「
た
く
さ
ん
の
実
習
生
が
来
た
け
れ
ど
、

向
山
君
が
一
番
優
秀
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
徹
底
的
に
教
材
研
究
を
し
た
か

ら
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
中
学
高
校
と

も
に
生
徒
会
長
を
務
め
た
こ
と
で
、
大
勢
の
前

で
話
す
こ
と
が
身
に
付
い
て
い
た
か
ら
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

出
だ
し
か
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
を
話
す
の
か

を
考
え
ま
す
。
人
は
、
ど
う
で
も
い
い
つ
ま
ら

な
い
こ
と
か
ら
話
し
て
も
聞
き
ま
せ
ん
。
そ
う

や
っ
て
、
人
を
引
き
付
け
る
話
し
方
を
自
然
に

身
に
付
け
て
い
た
こ
と
が
、
子
供
た
ち
を
引
き

込
む
授
業
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

①
教
材
研
究
を
し
て
子
供
に
教
え
る
の
が
面
白

か
っ
た
か
ら
。

②
授
業
が
う
ま
い
と
褒
め
ら
れ
た
か
ら
。

　

教
育
実
習
を
や
る
と
き
に
は
、
知
的
な
要
素

が
必
要
で
す
。
例
え
ば
青
森
県
の
り
ん
ご
に
つ

い
て
学
習
す
る
と
き
、「
気
候
や
風
土
が
適
し

て
い
た
か
ら
」
な
ど
と
い
う
こ
と
を
最
初
か
ら

や
る
授
業
は
全
く
面
白
く
な
い
で
す
。「
青
森
、

東
京
、
名
古
屋
。
こ
の
中
で
、
り
ん
ご
栽
培
が

　
向
山
先
生
が
教
育
実
習
に
行
っ
て
、
教

師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
理
由
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

向
山
先
生
は
、
最
初
は
教
師
に
な
る
つ
も
り

は
な
か
っ
た
の
に
、
教
育
実
習
に
行
っ
て
「
教

師
に
な
っ
て
も
い
い
か
な
」
と
思
わ
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。
ど
う
し
て
そ
う
思
っ
た
の
か
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。

教師になろうと思った理由

向山洋一に聞く　　教育　 ＆
第１回



12「説明しない」「まずやらせてみる」
 田丸義明

13 注意ゼロで集中度100％　授業開始の
最強アイテム「1分間フラッシュカード」 西尾　豊

14 最強の「つかみ」ツールは百玉そろばん。教室でいつでも
どんな場面でも注目させられるアイテム  鈴木恭子

15 百玉そろばんで小数や分数の概念を
身に付ける 小倉達也

16 特に汎用性が高い３つのパターン
 石坂　陽

17 毎日、国語の「あかねこ漢字スキル」
（光村教育図書）から授業は始まる 松崎　力

18 理科授業でのプログラミング教育の
実践  家根内興一

38 国語 「なつやすみのことをはなそう」
 勇　和代

39 算数 「３つのかずのけいさん」の指導
 関澤陽子

40 国語 「いろんなおとのあめ」
 溝端久輝子

41 算数 一番のお薦めは「かけ算九九の助」
（東京教育技術研究所） 小松裕明

42 国語 詩を読もう「紙ひこうき」
 石橋禎恵

43 算数 時刻と時間は「数直線」で
 黒滝誠人

44 国語 「忘れもの」
 安江　愛

45 算数 ４桁ずつ区切らせれば解ける
 河野健一

46 国語 「話す・聞く単元」「書く単元」を
攻略するポイント 石坂　陽

47 算数 偶数と奇数の学習は教科書どおりで
いこう 村野　聡

48 国語 「書く」単元で大切なこと
 竹岡正和

49 算数 「拡大図・縮図」時間差を埋める
３つの手立て 林　健広

32 「TOSSメモ」によるフローチャート化で
トラブル対応  塩谷直大
クラス全員が熱中するこの教材！

34 増えていく量が一目で分かる「かけ算九九の助」
（東京教育技術研究所） 毛利康子

35 あっという間に楽しく音読「話す・聞くスキル」
（正進社） 黒滝誠人

35 2019年度 決定版！「ラグビーワールドカップ
2019™ 推進教育テキスト」 平山　靖

36 学年主任日記　学年の動きを「見える化」する
教師向けの〈学年教師限定通信〉  清田直紀

60 校内研究のエビデンスレベルをアップさせる
三つのポイント 片桐　功

61 社会科の「調べ学習」でプログラミング的思考を
授業する  許　鍾萬

62 子供の「怒り」に対応する「四原則」
 青山智士

63 跳び箱論争で新たな論点を見出す（後編）
 板倉弘幸

64 授業のベーシックスキル６
「授業での対応・応答」⑱ 谷　和樹

65 技量の低い教師の授業は犯罪行為である
 伴　一孝

66 理想を現実化する
 長谷川博之

67 会議での発言時間は一人何分？
 門間政博

68 『飛翔期 向山洋一 実物資料集』（明治図書）
圧巻指導案  河田孝文

69 算数でトップ集団が退屈しない手立て
 Ⓐ 井上好文

70 師尾喜代子
71 向山恵理子
72 美崎眞弓

73 特別連載  脳科学と教育　第六回
直観と情動の道徳基盤からのパラダイム転換を
迫るジョナサン・ハイト 髙橋史朗

78 地域と学校をつなぐ社会貢献教育　教育コミュニティ
小さな一歩も志と覚悟があれば、夢はかなう
 吉原尚寛

56 「教室で困っているあの子」へのアプローチの仕方
 安原昭博

57 行事を嫌がる子供の原因と対策
 小嶋悠紀

58 九九やかけ算がうまくできない
 小野隆行

59 場面緘黙を考える　実践編②　
教師がやってはいけないこと 下妻玄典

37 SNSに授業風景の写真をアップしたところ
クレームが来た場合 Ⓐ 中井　光

50 理科 教えることを明確にし、繰り返して
習得させる  上木朋子

51 理科 物を使って考えながら活動させ、
実感を伴った理解を目指す  上木朋子

52 道徳 「自然愛護」を考えさせるための、
もう一歩の突っ込み 堀田和秀

53 英語 Unit5［My Summer Vacation. 夏休みの
思い出］を授業するときのポイント！ 木村理子

54 音楽 自分たちでアレンジするまで
 豊田雅子

55 国語 意見が分かれる発問を仕組む
 伊藤圭一

26 特別連載
新時代の学校物語 18
学校のエアコン工事 向山行雄

28 オピニオン
今、教育界で起こっていること
SDGsの考え方を教育に
取り入れよう 谷　和樹

30 向山洋一が教育界に
創ってきたもの
向山洋一氏が創ったT・Tの
「しくみ」 雨宮　久

19 夏休み明け読みの変化で「五色百人一首」
（東京教育技術研究所）のレベルアップ 戸村隆之

20 変化のある繰り返しで体幹を鍛える
 辻　拓也

21 体育にもシステムが必要
 河田孝文

22 楽しい上にも楽しい合唱
「はじめ」の指導 大鳥真由香

23 「五色ソーシャルスキルかるた」（東京教育技術研究所）は、
道徳の授業開始を楽しく演出する教材である 堀田和秀

24 ドクターの言葉「フラッシュカードは、
子供たちが安心して正解できます」 林　健広
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警
告

2019
月号

人気女性ライター
トークライン
だけの裏話

道標：教師としての高みを目指して

１
年

６
年

２
年

３
年

４
年

５
年

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

[国算]　現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

「基礎・基本の授業例」と
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

新学習指導要領対応　道徳・英語の授業実践

中学校の授業実践

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「本物の校内研究をつくる」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

特集



子供が変わる！　
授業が変わる！

超
凄
腕

板書術 ノート術・

4 2019. 95

家や

根ね

内う
ち 

興こ
う

一い
ち

大
阪
府
大
阪
狭
山
市
立
南
第
二
小
学
校

ノ
ー
ト
ま
と
め
の
指
導
の
ス
テ
ッ
プ

①
「
優
秀
ノ
ー
ト
」
を
見
せ
る　

　

上
手
に
か
け
て
い
る
ノ
ー
ト
ま
と
め
を
、
お

手
本
と
し
て
子
供
た
ち
に
提
示
す
る
。

　

そ
の
と
き
に
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
い
い
か
、

子
供
た
ち
か
ら
意
見
を
出
さ
せ
る
。

　

そ
の
上
で
、ノ
ー
ト
ま
と
め
の
ポ
イ
ン
ト（
観

点
）
を
子
供
た
ち
に
示
す
。

　

次
の
七
点
で
あ
る
。

⑴
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
ま
と
め
る

⑵
タ
イ
ト
ル
を
工
夫
す
る

⑶
カ
ラ
フ
ル
に
（
色
鉛
筆
で
色
を
塗
る
）

⑷
一
マ
ス
に
一
文
字
（
丁
寧
な
字
で
書
く
）

⑸
絵
や
図
・
表
を
入
れ
る

※
苦
手
な
子
に
は
「
理
科
の
ノ
ー
ト
に
書

い
た
結
果
の
表
の
部
分
を
写
す
と
い
い

よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

⑹
感
想
を
書
く
（
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

書
く
）

⑺
＋
α
の
読
者
を
引
き
付
け
る
工
夫

（
例
：
ク
イ
ズ
や
四
コ
マ
漫
画
な
ど
）

②「
優
秀
ノ
ー
ト
」
の
コ
ピ
ー
を
一
人
一
枚
渡
す

　

最
初
は
、
部
分
的
に
ま
ね
を
し
て
も
よ
い
こ

と
に
す
る
。

　

ど
の
よ
う
に
か
け
ば
い
い
か
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

③
お
手
本
の
「
優
秀
ノ
ー
ト
」
を
掲
示
し
て
お
く

　

授
業
中
に
、
静
か
に
見
に
来
て
も
よ
い
こ
と

に
す
る
。

　

教
室
に
あ
る
大
型
テ
レ
ビ
で
も
掲
示
し
て
お

く
。

※
四
年
生
な
ど
で
は
、
初
め
は
、「
教
科
書
の

こ
の
ペ
ー
ジ
を
写
し
な
さ
い
」
と
い
う
や
り

方
や
、
一
ペ
ー
ジ
の
ノ
ー
ト
ま
と
め
か
ら
始

め
る
こ
と
も
あ
る
。

で解説！　一目で分かる指導のコツ写真

〈実際のノート（９月単元）〉
⑴５年生（花から実へ）

⑵６年生（水溶液の性質）

ノ
ー
ト
ま
と
め
は
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
（
理
科
編
）

優
秀
な
ノ
ー
ト
（
優
秀
ノ
ー
ト
）
を
お
手
本
に
す
る
こ
と
で
、

子
供
た
ち
に
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
。
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右
の
Ｈ
は
、
花
を
右
側
に
寄
せ
た
構
図
に
し

て
み
た
。
構
図
は
も
っ
と
多
様
な
も
の
も
考
え

ら
れ
る
が
、
あ
ま
り
欲
張
ら
な
い
方
が
い
い
。

　

こ
の
花
の
色
は
、
オ
レ
ン
ジ
で
は
な
く
ピ
ン

ク
で
あ
る
。

　

こ
の
色
の
彼
岸
花
は
、
数
は
少
な
い
が
、
と

て
も
美
し
い
。
マ
ッ
キ
ー
の
ピ
ン
ク
と
、
赤
と

白
の
絵
の
具
で
十
分
に
描
け
る
の
で
挑
戦
し
て

ほ
し
い
。

〈
彼
岸
花
の
描
き
方
〉

　

Ａ
は
鉛
筆
で
薄
く
描
く
。

　

Ｂ
は
マ
ッ
キ
ー
の
太
い
方
で
花
び
ら
を
六
枚

程
度
、
蕊し

べ

も
六
本
程
度
、
マ
ッ
キ
ー
の
細
い
方

で
描
く
。
こ
れ
は
上
方
に
跳
ね
上
げ
る
よ
う
に

描
く
こ
と
。

　

Ｃ
、
花
び
ら
と
蕊
を
同
じ
よ
う
に
二
回
、
三

回
と
繰
り
返
す
。
ど
れ
が
ど
れ
や
ら
分
か
ら
な

く
な
る
が
、
お
お
む
ね
上
の
Ｃ
の
よ
う
な
形
に

な
っ
た
ら
緑
の
茎
を
少
し
描
き
加
え
る
。
こ
れ

は
か
な
り
練
習
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

　

左
の
Ｇ
は
、
ち
ょ
う
を
ア
ゲ
ハ
に
し
て
み
た
。

　

ま
た
、
下
に
六
地
蔵
を
入
れ
て
み
た
ら
、
彼

岸
花
と
よ
く
似
合
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
彼
岸
花
に
合
う
も
の
は
、
い
ろ

い
ろ
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
も
の

を
取
り
入
れ
て
み
る
と
よ
い
。

　

な
お
、
左
の
花
は
少
々
花
び
ら
の
数
が
多
す

ぎ
た
よ
う
で
あ
る
。
描
い
て
い
る
う
ち
に
、
つ

い
、
手
が
動
き
す
ぎ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
に
も
、
手
が
動
き
す
ぎ
て
き
た
ら

ス
ト
ッ
プ
を
掛
け
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

「
難
し
い
け
ど
美
し
い
」

彼
岸
花
に
、
ど
う
挑
戦
す
る
か

酒
井
式
に
自
信
が
付
い
た
ク
ラ
ス
に
は
、
手
応
え
十
分
な
シ
ナ
リ
オ
。

　
初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

Ⓐ
と
Ⓑ
の
蕊
の
向
き
は
、
ど
ち
ら
も
太

陽
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
。
Ⓐ
は
や
や

ラ
ン
ダ
ム
気
味
に
伸
び
て
い
る
の
に
対
し

て
、
Ⓑ
は
平
行
気
味
に
お
行
儀
よ
く
伸
び

て
い
る
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、

子
供
た
ち
は
Ⓑ
の
お

行
儀
よ
く
伸
び
て
い

る
表
現
を
取
る
子
が

多
い
。

　

し
か
し
、
実
際
は

Ⓐ
の
よ
う
に
や
や
ラ

ン
ダ
ム
に
伸
び
て
い

る
の
が
事
実
で
あ
る
。

花
が
六
個
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
向
に
伸

び
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
は
練
習
を
し
て

掛
か
っ
て
ほ
し
い
。

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

酒
井
式
描
画
指
導
法

で解説！　一目で分かる指導のコツ写真
絵画工作授業大成功の絵画工作授業

　この花の色はピンクである。ほかにホワイト、パープル、
ネイビーと合計５色もあるが、子供たちには、やはりオ
レンジとピンクの成功率が高い。

　画用紙の上方に空色を薄く（ホントに薄～く）塗り、
下方に黄色を薄～く塗る。
　乾いたら、彼岸花と茎を描いていく。
　茎は、ほんの少し描くだけにしておく。

　空をもう一度薄～く重色する。濃くなると彼岸花の
美しさが失われるので要注意。
　最後にちょうを１匹か２匹描き加えると画面が生き
てくる。ちょうは、アゲハや黒アゲハなど、色の濃い
ものがよく似合う。

　お行儀よく並びすぎた場合は、上のようにつぼみの
花などを描き加えて調子を整える。
　下方に草を描き加えてから、彼岸花の茎を伸ばす。
草の葉などは根気よく丁寧に描くこと。
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机
の
位
置
の
印
は
前
で
は
な
く
後
ろ
に
か
く

毎
日
、
机
の
位
置
を
印
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

子
供
た
ち
は
自
分
で
机
を
整
え
る
よ
う
に
な
る
。

久く

野の 

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校

１ 

対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
・
油
性
ペ
ン

２ 

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い 

　

机
の
位
置
を
示
し
た
印
を
床
に
か
い
て
い
る

先
生
は
多
く
い
る
。
し
か
し
、
机
の
前
方
に
印

を
か
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
れ
を
机
の
後
方
に
か
く
よ
う
に
す
る
。
そ

れ
だ
け
で
、
子
供
た
ち
は
座
っ
た
ま
ま
机
の
位

置
を
印
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　

教
師
も
、
一
瞬
で
子
供
た
ち
が
机
の
位
置
を

印
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、快
適
だ
。

「
さ
よ
う
な
ら
」
の
挨
拶
を
す
る
前
に
一
斉
に

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
教
室
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

３ 

ポ
イ
ン
ト

　

低
学
年
や
中
学
年
は
、
机
を
真
っ
す
ぐ
に
並

べ
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
。
机
を
置
く

位
置
を
示
し
て
、
教
室
環
境
を
自
分
で
整
え
る

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
も
の
だ
。

　

毎
日
、
印
に
机
の
位
置
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
子
供
た
ち
は
自
分
で
机
を
整
え
る
よ
う
に

な
る
。

４ 

実
践
前

　

机
の
位
置
を
示
し
た
印
を
机
の
前
方
に
か
い

て
お
く
と
、 

子
供
か
ら
は
見
え
に
く
い
。
そ
の

た
め
に
、
子
供
は
立
っ
た
り
、
か
が
ん
だ
り
し

な
が
ら
、
机
の
位
置
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。

　

こ
れ
で
は
、
机
の
位
置
を
整
え
る
だ
け
で
、

一
苦
労
と
な
っ
て
し
ま
い
、
机
を
整
え
る
習
慣

が
な
か
な
か
身
に
付
か
な
い
。

５ 

実
践
後

　

机
の
位
置
を
示
し
た
印
を
机
の
後
方
に
か
く

よ
う
に
す
る
と
、
子
供
は
座
っ
た
ま
ま
机
の
位

置
を
印
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
負
担
も

掛
か
ら
な
い
た
め
、
学
級
全
体
で
、
机
を
一
瞬

で
印
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
。
自
分
た
ち

で
教
室
環
境
を
整
え
る
習
慣
も
身
に
付
け
や
す

く
な
る
。

６ 

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

席
替
え
を
す
る
と
、
前
の
机
の
位
置
を
示
し

た
印
が
残
っ
て
い
て
、
子
供
た
ち
が
混
乱
す
る

こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
席
替
え
ご
と
に
油
性
ペ
ン
の
色

を
黒
色
、
赤
色
、
青
色
な
ど
と
変
え
て
い
く
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
ど
の
位
置
に
合
わ
せ
た
ら

よ
い
の
か
が
分
か
り
や
す
く
な
る
。

※
床
の
材
質
な
ど
に
よ
り
、
油
性
ペ
ン
が
使
用

で
き
な
い
場
合
は
、
適
宜
応
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

微
差
力

の教 師写真 で解説！　一目で分かる指導のコツ

実践前

実践後

イラスト：井手本 美紀
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一

　

起
立
。
姿
勢
を
良
く
し
て
く
だ
さ
い
。

　

太
郎
ち
ゃ
ん
！　

静
か
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
か
ら
、
三
時
間
目
の
算
数
の
授
業

を
始
め
ま
す
。

　

礼
。

　

今
も
こ
う
し
た
授
業
開
始
の
挨
拶
を
、
毎
時

間
、
毎
時
間
、
た
だ
た
だ
形
式
的
に
さ
せ
る
先

生
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
い
つ
も
、
同
じ
子
が
注
意
さ
れ
ま
す
。

多
く
は
発
達
障
害
の
子
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
毎
時
間
注
意
さ
れ
る
の
で
す
。

　

当
然
「
情
緒
的
な
こ
じ
れ
」
が
生
じ
ま
す
。

　

子
供
を
注
意
し
て
、
強
制
的
に
静
か
に
さ
せ

れ
ば
い
い
の
で
す
か
ら
、
授
業
開
始
の
教
師
の

工
夫
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

時
間
の
浪
費
で
す
。二

　

一
方
、
次
の
よ
う
な
授
業
も
あ
り
ま
す
。

　

何
の
工
夫
も
な
い
授
業
の
対
極
に
あ
る
授
業

で
す
。

①
子
供
を
注
意
す
る
こ
と
な
く
、

②
形
式
的
な
挨
拶
を
す
る
こ
と
も
な
く
、

③
教
室
に
入
っ
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、

④
ス
ー
ッ
と
柔
ら
か
く
、

⑤
開
始
す
る
授
業
。

　

子
供
た
ち
は
自
然
に
集
中
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
が
毎
時
間
、
毎
時
間
、
続
く
の
で
す
。

　

年
間
で
約
千
回
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
毎
時
間
の
工
夫
を
続
け
て
い
る

先
生
の
実
力
の
伸
び
方
は
、
劇
的
で
し
ょ
う
。

三

　

向
山
洋
一
氏
は
、
も
ち
ろ
ん
授
業
開
始
の
形

式
的
な
挨
拶
な
ど
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

斎
藤
喜
博
氏
の
記
録
に
も
、
そ
う
い
っ
た
形

式
的
な
こ
と
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

　

映
像
で
公
開
さ
れ
て
い
る
向
山
氏
の
授
業
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

二
つ
だ
け
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
七
〇
ペ
ー
ジ
の
①
。

⑵
は
い
、
そ
の
わ
り
算
が
で
き
た
ら
、
持
っ

て
来
な
さ
い
。

１　

じ
ゃ
、
一
番
。
問
題
出
し
ま
す
。
ノ
ー

ト
を
出
し
て
。

２　

五
分
の
三
ひ
く
五
分
の
一
。

３　

で
き
た
ら
手
を
挙
げ
な
さ
い
。

　

こ
れ
以
外
の
言
葉
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
き
な
り
「
七
〇
ペ
ー
ジ
の
①
」
と
始
ま
る

の
で
す
。
い
き
な
り
「
じ
ゃ
、
一
番
」
と
始
ま

る
の
で
す
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
文
字
に
す
る
と
何
と

い
う
こ
と
が
な
い
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
簡
単
そ

う
で
し
ょ
う
か
。

　

仕
事
柄
、
私
は
多
く
の
授
業
を
参
観
し
ま
す

が
、
こ
う
い
う
向
山
氏
の
よ
う
な
導
入
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

共
通
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

Ａ　

作
業
指
示
が
あ
る
。

Ｂ　

明
確
で
あ
る
。

Ｃ　

短
時
間
で
一
気
に
巻
き
込
ん
で
い
る
。

Ｄ　

一
人
残
ら
ず
全
員
巻
き
込
ん
で
い
る
。

Ｅ　

自
然
で
無
理
な
力
が
入
っ
て
い
な
い
。

　

ま
さ
に
、
年
季
の
入
っ
た
プ
ロ
中
の
プ
ロ
の

腕
で
す
。

四

　

授
業
の
始
め
方
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

教
科
に
よ
っ
て
も
様
々
な
工
夫
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
で
す
。
次

は
福
井
県
の
上
木
氏
の
報
告
で
す
。

　

教
室
に
入
り
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

め
く
る
と
、
子
供
た
ち
の
様
子
は
大
き
く

変
わ
る
。

「
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
体
」「
根
」「
子
葉
」「
茎
」

「
葉
」
と
め
く
る
だ
け
で
、
子
供
た
ち
が
席

に
座
り
始
め
、
元
気
よ
く
声
を
出
す
。
私
は
、

笑
顔
で
、
カ
ー
ド
を
め
く
る
だ
け
だ
。

　

形
式
的
な
導
入
に
別
れ
を
告
げ
、
開
始
三
分

で
子
供
た
ち
を
「
わ
し
づ
か
み
」
に
す
る
導
入

を
、
早
速
二
学
期
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

（
本
誌
編
集
長　

谷 

和
樹
）

全教科 ◆「最初の作業指示」で教室がシーンとなる典型例５
  ◆「１分間フラッシュカード」は授業開始の定番
算数 ◆百玉そろばんで子供熱中（低学年）
  ◆百玉そろばんで子供集中（高学年）
  ◆教科書から自然に始まる向山型算数の授業
国語 ◆「あかねこ漢字スキル」で授業を楽しく展開　発達障害の子も安定する
理科 ◆楽しくビジュアルな理科ノートのかき方
特活 ◆「五色百人一首」の教室風景
体育 ◆子供に人気の「我がクラスの楽しい準備運動」
    （楽しい準備運動あれこれ）
  ◆すぐに活動が始まるボール運動の指導
音楽 ◆学級担任・私の合唱指導
道徳 ◆「五色ソーシャルスキルかるた」私の活用法

向山型指導と形式主義の場面対比
イラスト：渡邊 瑞穂

－クラス全員を“わしづかみ”にする
授業の始め方－

二学期
子供が熱中する授業

３ で分開始
二
学
期 

開
始
３
分
で
子
供
が
熱
中
す
る
授
業　

－

ク
ラ
ス
全
員
を
”わ
し
づ
か
み
“
に
す
る
授
業
の
始
め
方

－
集
特
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１ 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
も
た
ら
す
子
供
の
事
実

　

落
ち
着
か
な
い
土
曜
参
観
の
朝
、
始
業
の
チ
ャ
イ
ム
と

と
も
に
「
平
清
盛
！
」
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
読
み
上

げ
た
。
立
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
た
子
た
ち
が
慌
て
て

席
に
着
く
。
数
枚
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
読
み
上
げ
た

頃
に
は
、
全
員
が
着
席
し
、
教
師
の
後
に
続
け
て
歴
史
人

物
を
復
唱
し
て
い
た
。
僅
か
十
数
秒
の
出
来
事
だ
。
参
観

に
来
て
い
た
若
手
教
師
の
驚
く
様
子
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

「
座
り
な
さ
い
」
と
も
「
静
か
に
し
な
さ
い
」
と
も
言
っ

て
い
な
い
。「
後
に
続
け
て
読
み
ま
す
」
と
さ
え
言
っ
て

い
な
い
。
日
々
の
授
業
で
「
1
分
間
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」

を
使
い
続
け
、
シ
ス
テ
ム
が
入
っ
て
い
れ
ば
、
ど
の
ク
ラ

ス
で
も
こ
う
な
る
だ
ろ
う
。

２ 

基
本
的
な
使
い
方
の
流
れ
と
効
果

　

教
科
に
よ
っ
て
使
う
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
異
な
る
が
、

例
え
ば
、社
会
の
「
歴
史
人
物
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」（
正

進
社
）
で
は
、
次
の
よ
う
な
流
れ
で
進
め
て
い
る
。

①
表
の
み
読
ま
せ
る
（
追
い
読
み
二

回
↓
追
い
読
み
一
回
↓
子
供
だ
け

で
読
む
）

②
表
↓
裏
で
読
ま
せ
る
（
追
い
読
み
）

③
表
を
読
み
上
げ
、
裏
を
言
わ
せ
る
。

　

数
枚
の
カ
ー
ド
で
は
、
こ
れ
で
一
分
ぐ
ら
い
だ
。
慣
れ

て
く
れ
ば
、「
チ
ラ
見
で
当
て
さ
せ
る
」「
一
人
ず
つ
言
わ

せ
る
」「
列
で
対
決
さ
せ
る
」
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
入
れ
て
い
く
。

　

毎
時
間
の
導
入
で
使
う
こ
と
で
、
子
供
が
集
中
し
、
授

業
が
安
定
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、「
楽
し
み
な
が
ら

学
習
内
容
を
覚
え
ら
れ
る
」「
特
別
支
援
を
要
す
る
子
も

取
り
組
み
や
す
い
」
と
い
う
効
果
も
あ
る
。

３ 

購
入
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
か
ら

　

先
に
紹
介
し
た
「
歴
史
人
物
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
は

正
進
社
の
も
の
だ
が
、
東
京
教
育
技
術
研
究
所
か
ら
も
五

色
百
人
一
首
や
学
校
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
な
ど
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
教
育
技
術
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
教
材
紹
介
ペ
ー
ジ
で
は
、
実

際
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
め
く
っ

て
い
る
動
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、「
持
ち
方
」「
め
く
り
方
」な

ど
の
ポ
イ
ン
ト
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、正
進
社
の
「
歴
史
人
物
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
」
も
、
東
京
教
育
技
術
研

究
所
か
ら
購
入
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
に
ア
ク
セ
ス
を
。

指
示
１ 

分
か
ら
な
い
字
は
飛
ば
し
て
い
い
の
で
、
何
度

か
読
み
ま
す
。

と
指
示
し
、「
い
に
し
え
の　

奈
良
の
都
の　

八
重
桜　

今
日
九
重
に　

に
ほ
い
ぬ
る
か
な
」
と
板
書
す
る
。

「
読
ま
せ
る
」
と
い
う
指
示
で
あ
る
。

　

国
語
の
授
業
で
は
、
俳
句
に
限
ら
ず
物
語
文
、
説
明
文

を
含
め
、
よ
く
使
わ
れ
る
例
で
あ
る
。

指
示
２ 

問
題
を
出
し
ま
す
。
先
生
よ
り
も
早
く
ノ
ー
ト

に
書
け
た
人
は
優
秀
で
す
。

と
言
い
、「
６
÷
３
＝
２
」
と
板
書
す
る
。

「
書
か
せ
る
」
と
い
う
指
示
で
あ
る
。

　

算
数
で
教
科
書
の
問
題
が
難
し
い
場
合
、
似
た
よ
う
な

既
習
の
学
習
内
容
か
ら
始
め
る
と
い
う
こ
と
が
多
々
あ
る
。

指
示
３ 

二
つ
の
グ
ラ
フ
を
見
せ
ま
す
。「
あ
れ
？
」「
何

で
だ
ろ
う
」「
変
だ
な
」
と
思
っ
た
こ
と
を
隣
同
士
で

言
い
合
い
ま
す
。

と
指
示
し
て
、
人
口
が
増
え
て
い
る
グ
ラ
フ
と
、
ゴ
ミ
の

量
が
減
っ
て
い
る
グ
ラ
フ
を
見
せ
る
。

「
言
い
合
わ
せ
る
」
指
示
で
あ
る
。

　

社
会
科
は
導
入
で
、
資
料
を
扱
う
こ
と
が
多
い
。「
こ

の
時
間
に
学
習
す
る
こ
と
」
を
子
供
か
ら
導
く
た
め
に
、

「
あ
れ
？
」
と
思
わ
せ
る
資
料
を
示
す
こ
と
、
そ
れ
を
互

い
に
言
わ
せ
る
こ
と
は
、
よ
く
使
わ
れ
る
指
導
だ
。

指
示
４ 

こ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

と
聴
診
器
を
見
せ
る
。「
心
臓
の
音
を
聞
く
た
め
の
も
の

で
す
ね
」「
心
臓
の
ド
ク
ン
ド
ク
ン
と
い
う
音
、
何
の
働

き
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
学
習
問
題
を
立
て
る
。

「
見
さ
せ
る
」
と
い
う
指
示
で
あ
る
。

　

理
科
で
は
何
か
も
の
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
子
供
の
関

心
、
注
意
を
引
き
付
け
る
こ
と
が
多
い
。

指
示
５ 

二
人
組
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
ま
す
。
勝
っ
た
人

は
負
け
た
人
に
五
回
、
水
を
掛
け
て
あ
げ
ま
す
。
笛
が

鳴
る
ま
で
繰
り
返
し
ま
す
。

「
行
動
さ
せ
る
」
と
い
う
指
示
で
あ
る
。

　

体
育
で
よ
く
使
う
指
示
で
あ
る
。

　

畑
村
洋
太
郎
氏
が
﹃
組
織
を
強
く
す
る
技
術
の
伝
え

方
﹄（
講
談
社
）
で
述
べ
て
い
る
。

１　

ま
ず
体
験
さ
せ
ろ

２　

は
じ
め
に
全
体
を
見
せ
ろ

３　

や
ら
せ
た
こ
と
の
結
果
を
確
認
し
ろ

４　

一
度
に
全
部
を
伝
え
る
必
要
は
な
い

５　

個
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
を
認
め
ろ

「説明しない」
「まずやらせてみる」
「説明→活動」型よりも、「活動→発見」型の学習へ。

注意ゼロで集中度100％
授業開始の最強アイテム
「1分間フラッシュカード」
「これから〇時間目の授業を始めます。礼」の挨拶をしていては、
決して見ることのできない子供の姿がそこにはある。

神奈川県川崎市立大谷戸小学校

田
た

丸
まる

 義
よし

明
あき

神奈川県横浜市立洋光台第二小学校

西
にし

尾
お

 豊
ゆたか

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

二
学
期 

開
始
３
分
で
子
供
が
熱
中
す
る
授
業　

－

ク
ラ
ス
全
員
を
”わ
し
づ
か
み
“
に
す
る
授
業
の
始
め
方

－
集
特



算数   百玉そろばんで子供熱中（低学年）算数   百玉そろばんで子供集中（高学年）

1415  2019. 9

　

先
日
、
百
玉
そ
ろ
ば
ん
を
低
学
年
で
し
か
使
用
し
て
い

な
い
方
が
い
る
と
耳
に
し
た
。
実
に
も
っ
た
い
な
い
話
で

あ
る
。

　

高
学
年
で
も
「
大
き
な
数
」
で
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
は
広
く
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
小
数
や
分
数
で

も
百
玉
そ
ろ
ば
ん
を
使
っ
た
予
習
・
復
習
が
で
き
る
こ
と

は
、
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
い
ら
し
い
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
指
示
の
例
が
あ
る
。

　

順
唱
。
ひ
と
玉
0.1
。
0.1
、
0.2
⋮
⋮
0.8
、
0.9
、
１
。

　

0.1
が
10
個
で
１
。

と
い
う
具
合
に
、
小
数
の
概
念
も
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
様
に
、
百
分
の
一
の
位
も
指
導
可
能
で
あ
る
。

　

順
唱
。
ひ
と
玉
0.01
。
0.01
、
0.02
⋮
⋮
0.08
、
0.09
、
0.1
。

　

0.01
が
10
個
で
0.1
。

　

百
玉
そ
ろ
ば
ん
を
用
い
る
と
、
10
の
ま
と
ま
り
ご
と
に

位
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
が
視
覚
的
に
も
分
か
り
や
す
い
。

　

算
数
が
苦
手
な
児
童
に
と
っ
て
は
、
一
度
の
説
明
で
分

か
ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
小
数
や
分
数
の
単

元
の
間
だ
け
で
も
、
毎
時
間
、
数
分
程
度
、
百
玉
そ
ろ
ば

ん
を
用
い
て
予
習
・
復
習
す
る
だ
け
で
、
大
き
な
成
果
が

生
ま
れ
る
と
考
え
る
。

　

0.01
が
10
個
で
0.1
と
教
え
た
後
、
そ
の
次
の
11
個
目
の
玉

が
幾
つ
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

児
童
に
よ
っ
て
は
、
0.11
で
な
く
、
0.2
だ
と
答
え
る
も
の
が

い
る
。
そ
う
い
っ
た
児
童
を
見
付
け
、
目
立
た
な
い
う
ち

に
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
と
い
う
点
で
も
、
毎
時
間
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
百
玉
そ
ろ
ば
ん
は
極
め
て
優
れ
て
い

る
と
言
え
る
。

　

分
数
で
は
、
次
の
よ
う
な
指
示
が
で
き
る
。

　

ひ
と
玉
1
5
。
1
5
、
2
5
、
3
5
、
4
5
、

5
5
。

　

1
5
が
５
個
で
１
。

　

百
玉
そ
ろ
ば
ん
は
５
個
の
玉
ご
と
に
色
が
分
か
れ
て
い

る
た
め
、
1
10
だ
け
で
な
く
、
1
5
で
も
教
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

1
5
が
12
個
で
2
52
。

　

と
い
う
具
合
に
、
百
玉
そ
ろ
ば
ん
を
用
い
る
と
、
帯
分

数
や
仮
分
数
の
概
念
を
教
え
る
と
き
に
も
有
効
で
あ
る
。

色
分
け
さ
れ
た
見
た
目
か
ら
し
て
も
、
量
感
を
つ
か
み
や

す
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
百
玉
そ
ろ
ば
ん
は
、
高
学
年
で
も
十
分

に
活
用
で
き
る
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
合
わ
せ
て
、
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

百玉そろばんで小数や分数の
概念を身に付ける
百玉そろばんは高学年でも大活躍する教具である。
短く繰り返し復習することで、算数が苦手な子も
小数と分数の概念を身に付けることができる。

東京都北区立王子第五小学校

小
こ

倉
くら

 達
たつ

也
や

「
カ
チ
ッ
」

　

授
業
開
始
直
後
、
百
個
の
百
玉
が
一
度
に
動
い
た
音
に
、

子
供
た
ち
が
反
応
す
る
。
教
卓
の
上
に
百
玉
そ
ろ
ば
ん
を

置
き
、
一
瞬
教
室
を
見
渡
し
て
、
一
気
に
百
玉
そ
ろ
ば
ん

を
傾
け
た
。
座
っ
て
い
る
児
童
は
ま
だ
半
分
。

「
こ
れ
幾
つ
？
」「
１
」「
正
解
！
」

「
こ
れ
は
？
」「
３
」「
こ
れ
は
？
」「
６
」

　

教
室
に
入
っ
て
き
た
子
ら
も
、
教
室
の
集
中
し
た
雰
囲

気
に
様
子
が
変
わ
り
、
一
目
散
に
席
に
着
い
て
い
く
。

〈
順
唱
・
逆
唱
〉
１
か
ら
10
ま
で
、
10
か
ら
０
ま
で
。
こ
の

辺
に
な
れ
ば
、
全
員
が
集
中
し
て
百
玉
に
注
目
し
て
い
る
。

〈
２
と
び
〉
低
学
年
は
、
少
し
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
。

〈
５
と
び
〉
赤
玉
と
青
玉
が
５
個
ず
つ
あ
る
こ
と
を
伝
え

ら
れ
る
場
面
。
始
め
は
ゆ
っ
く
り
で
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
て
い
く
。

〈
10
と
び
〉
子
供
た
ち
が
猛
烈
に
張
り
切
る
場
面
。
子
供

た
ち
の
顔
を
見
な
が
ら
、
リ
ズ
ム
良
く
玉
を
弾
い
て
い
く
。

た
だ
、
玉
を
見
な
い
で
数
を
数
え
る
子
供
が
出
て
く
る
の

で
、
そ
こ
は
フ
ェ
イ
ン
ト
を
入

れ
る
。
玉
を
弾
い
た
フ
リ
を
し

て
弾
か
な
い
。
す
る
と
、
よ
く

玉
を
見
る
よ
う
に
な
る
。

〈
11
と
び
〉
10
と
び
か
ら
の
変

化
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
11
と
び
は
、

百
玉
の
下
か
ら
増
や
し
て
い
く
。

一
番
下
に
11
を
入
れ
て
、
11
ず

つ
増
や
し
て
い
く（
写
真
①
②
）。

〈
10
の
階
段
↓
10
の
合
成
↓
10

の
分
解
〉
は
、
声
を
そ
ろ
え
て

や
り
た
い
。「
１
と
９
で
10
、
カ
チ
ッ
」。
10
と
言
っ
て
か

ら
「
カ
チ
ッ
」
と
玉
を
合
わ
せ
る
音
を
鳴
ら
す
。や
ん
ち
ゃ

な
児
童
に
合
わ
せ
る
部
分
だ
け
や
ら
せ
る
と
、
そ
の
後
も

集
中
し
て
参
加
す
る
。
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
の
中
で
、
授
業

に
参
加
で
き
て
い
る
と
い
う
満
足
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
。10
の
分
解
は
、先
に
10
を
少
し
分
け
る
の
で
ち
ょ
っ

と
難
し
い
。
子
供
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

　

繰
り
上
が
り
、
繰
り
下
が
り
の
計
算
の
と
き
の
効
果
も

絶
大
で
あ
る
。
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
は
、
百
玉
で
操
作
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
や
る
と
格
段
に
習
得
率
が
上
が
る
。

　

繰
り
上
が
り
＝「
９
は
あ
と
１
で
10
。
１
を
入
れ
て
１

を
取
る
。
10
と
５
で
15
。
答
え
は
15
で
す
」

　

繰
り
下
が
り
＝「
13

－

９
の
計
算
は
、
３
か
ら
９
は
引

け
な
い
。
10
か
ら
９
を
引
い
て
１
、
１
と
３
で
４
で
す
」

　

自
分
で
操
作
し
て
、
正
し
い
答
え
を
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
手
順
を
覚
え
れ
ば
い
い
。
百
玉
そ
ろ
ば
ん
は
簡
単
で

楽
し
い
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。

　

視
覚
・
聴
覚
・
触
覚
・
言
語
・
一
体
感
⋮
⋮
を
感
じ
な

が
ら
、
楽
し
く
力
が
付
く
教
材
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

最強の「つかみ」ツールは百玉そ
ろばん。教室でいつでもどんな場
面でも注目させられるアイテム
「カチッ」と音で引き付ける。赤と黄色の玉を見て引き付ける。
唱えて引き付ける。「見て」「聞いて」「言って」基礎学力を
保障する最強ツール。リズムとテンポが「命」。

神奈川県相模原市立大島小学校

鈴
すず

木
き

 恭
きょう

子
こ

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

◆
「
百
玉
そ
ろ
ば
ん
」
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

11とび②

11とび①

二
学
期 

開
始
３
分
で
子
供
が
熱
中
す
る
授
業　

－

ク
ラ
ス
全
員
を
”わ
し
づ
か
み
“
に
す
る
授
業
の
始
め
方

－
集
特
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朝
、私
を
見
付
け
る
と
、「
今
日
の
国
語
、何
や
る
の
？
」

と
何
度
も
聞
い
て
く
る
太
郎
君
は
、
特
別
支
援
を
要
す
る

子
だ
っ
た
。
先
の
行
動
が
分
か
ら
な
い
と
イ
ラ
つ
き
、
友

達
に
暴
言
を
浴
び
せ
る
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

　

一
時
間
目
は
国
語
。
活
動
は
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス

キ
ル
」
か
ら

と
、
全
て
の
曜
日
を
同
じ
に
し
た
。
毎
日
の
最
初
の
活
動

が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
国
語
の
用
意

と
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
を
出
せ
ば
、
準
備
は
Ｏ
Ｋ

と
な
る
。
こ
れ
で
太
郎
君
の
朝
の
暴
言
は
、
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
た
。

　

慣
れ
て
く
る
と
、「
漢
字
ス
キ
ル
五
番　

右
ペ
ー
ジ　

﹃
授
﹄
ま
で
」
と
板
書
す
る
だ
け
に
な
り
、
さ
ら
に
「
八
番

右　
﹃
側
﹄」
と
書
け
ば
、「
漢
字
ス
キ
ル
の
八
番
で
、
右
ペ
ー

ジ
の
﹃
側
﹄
ま
で
練
習
す
れ
ば
い
い
」
と
、
子
供
た
ち
は

理
解
し
て
練
習
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
余
計
な
こ
と

は
、
一
言
も
言
わ
な
い
。
で
も
、
全
員
が
あ
っ
と
い
う
間

に
漢
字
練
習
に
入
っ
て
い
た
。
太
郎
君
も
例
外
で
は
な
い
。

　

漢
字
を
し
っ
か
り
覚
え
る
に
は
、
ゆ
び
書
き
が
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
は
、
す
ぐ
に
鉛
筆
を
持
ち
た

が
る
。
こ
れ
ま
で
の
漢
字
練
習
は
、
同
じ
漢
字
を
一
行
に

ず
ら
っ
と
書
い
て
き
た
。
既
に
覚
え
た
漢
字
で
あ
ろ
う
と
、

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ま
で
思
っ
て
い
る
。
そ
う

指
導
を
受
け
て
き
た
か
ら
だ
。
鉛
筆
を
持
た
な
い
と
不
安

に
な
り
、
覚
え
て
い
な
い
の
に
う
つ
し
書
き
を
し
よ
う
と

す
る
。
最
初
の
指
導
で
、
ゆ
び
書
き
の
徹
底
を
図
る
。

　

例
え
ば
「
授
業
」
の
「
授
」
の
字
は
、
子
供
に
と
っ
て

は
か
な
り
難
し
い
。
私
は
、「
い
ち
、
に
」
と
画
数
を
言

い
な
が
ら
、「
授
」
と
い
う
漢
字
を
白
チ
ョ
ー
ク
で
板
書

す
る
。
次
は
、「
腕
、
指
先
を
ぴ
ー
ん
と
伸
ば
し
て
、
先

生
と
同
じ
よ
う
に
書
き
ま
す
」
と
し
て
、
黄
チ
ョ
ー
ク
で

上
書
き
を
す
る
。「
更
に
も
う
一
回
」
と
言
っ
て
、
青

チ
ョ
ー
ク
で
書
き
、「
念
の
た
め
」
と
赤
チ
ョ
ー
ク
で
書

い
て
い
く
。
す
る
と
、
大
変
カ
ラ
フ
ル
な
「
授
」
の
字
が

出
来
上
が
る
。
こ
の
字
に
、
太
郎
君
も
ほ
か
の
子
た
ち
も
、

「
き
れ
い
」
と
盛
り
上
が
る
。
こ
こ
ま
で
で
四
回
ゆ
び
書

き
を
行
っ
て
い
る
。

　

次
は
、「
今
の
書
き
順
が
、
漢
字
ス
キ
ル
に
書
い
て
あ

る
か
ら
、
そ
の
す
ぐ
横
に
指
で
五
回
以
上
書
き
な
さ
い
」

と
指
示
す
る
。
そ
う
し
な
い
と
、
一
回
や
っ
て
終
わ
り
に

し
て
し
ま
う
子
が
い
る
。
こ
こ
は
、
ゆ
び
書
き
の
大
切
さ

を
教
え
た
い
。
続
い
て
、「
空
中
に
」「
先
生
の
顔
に
向
か
っ

て
」「
目
を
つ
む
っ
て
」
と
変
化
を
付
け
て
繰
り
返
す
。
最

後
は
「
頭
の
中
に
書
く
」
と
言
う
と
、
目
を
つ
む
っ
て
首

を
動
か
し
な
が
ら
、
脳
裏
に
書
い
て
い
る
。
書
け
た
と
い

う
実
感
を
得
た
子
に
、
鉛
筆
を
持
た
せ
る
。
こ
こ
ま
で
ゆ

び
書
き
を
徹
底
す
る
か
ら
、
習
得
率
は
か
な
り
向
上
す
る
。

〈
パ
タ
ー
ン
１
〉

　

教
科
書
の
問
題
を
音
読
さ
せ
る
。

　

例
え
ば
、
文
章
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

　

次
の
よ
う
な
指
示
か
ら
入
る
。

　

教
科
書
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
開
き
な
さ
い
。
１
の
問
題
。

先
生
の
後
に
付
い
て
読
み
ま
す
。

　

期
待
で
き
る
効
果
は
、「
ス
ム
ー
ズ
に
教
科
書
の
問
題

に
入
っ
て
い
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
子
供
は
、
何

を
す
べ
き
か
は
っ
き
り
分
か
る
た
め
、
授
業
の
開
始
が
極

め
て
安
定
す
る
。

〈
パ
タ
ー
ン
２
〉

　

教
科
書
か
ら
式
や
答
え
を
見
付
け
さ
せ
る
。

　

向
山
型
算
数
で
あ
ま
り
に
も
有
名
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　

教
科
書
の
問
題
を
音
読
さ
せ
て
、「
式
を
書
き
な
さ
い
」

と
指
示
を
し
た
と
す
る
。
そ
の
後
、
次
の
発
問
を
す
る
。

　

こ
れ
は
と
て
も
簡
単
で
す
。
な
ぜ
で
す
か
。

　

子
供
は
「
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
か
ら
で
す
」
と
答
え

る
。
そ
れ
に
対
し
教
師
は
「
そ
の
と
お
り
で
す
。
教
科
書

を
し
っ
か
り
と
見
て
い
ま
す
ね
」
と
褒
め
る
。

　

期
待
で
き
る
効
果
は
、
子
供
が
よ
り
教
科
書
を
凝
視
す

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
パ
タ
ー
ン
３
〉

　

先
に
教
科
書
の
例
題
の
内
容
を
黒
板
で
扱
い
、
そ

の
後
、
教
科
書
を
開
か
せ
る
。

　

ま
ず
、
教
科
書
で
扱
う
例
題
と
全
く
同
じ
問
題
を
黒
板

で
扱
う
。
教
師
が
一
時
一
事
で
確
認
し
て
い
く
。

　

そ
の
上
で
、
次
の
指
示
を
出
す
。

　

教
科
書
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
開
き
な
さ
い
。
今
や
っ
た

こ
と
と
全
く
同
じ
問
題
が
そ
こ
に
載
っ
て
い
ま
す
。

　

子
供
は
、「
こ
れ
、
今
や
っ
た
ば
か
り
だ
！
」
と
声
を

あ
げ
る
。

　

期
待
で
き
る
効
果
は
、
よ
り
確
実
な
習
得
で
あ
る
。
先

に
、
教
科
書
と
同
じ
例
題
の
内
容
を
扱
っ
て
お
り
、
例
題

が
既
に
「
練
習
問
題
の
代
わ
り
」
に
な
る
の
で
あ
る
。「
分

か
る
・
で
き
る
」
が
続
く
。

特に汎用性が高い３つのパターン
教科書から始まる算数の授業には、幾つかのパターンがある。
教科書の問題を読ませるところから始める場合ももちろんあるが、
それ以外にもパターンが存在する。複数のパターンをもって
おくことで、より効果的に授業を進めることができる。

毎日、国語の「あかねこ漢字スキル」
（光村教育図書）から授業は始まる
先が見通せないとすぐにキレる子も、授業の始まりがいつも
同じであることで、心を落ち着かせて授業に臨めるようになった。
さらに、ゆび書きの徹底で習得率も向上した。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

栃木県真岡市立真岡東小学校

松
まつ

崎
ざき

 力
つとむ

二
学
期 

開
始
３
分
で
子
供
が
熱
中
す
る
授
業　

－

ク
ラ
ス
全
員
を
”わ
し
づ
か
み
“
に
す
る
授
業
の
始
め
方

－
集
特
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一
学
期
に
「
五
色
百
人
一
首
」
を
授
業
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
説
明
は
い
ら
な
い
。
新
学
期
、
席
替
え
を
し
た

後
の
新
し
い
席
で
「
五
色
百
人
一
首
」
を
始
め
る
。

　

夏
休
み
明
け
で
、
ル
ー
ル
を
忘
れ
て
い
る
子
、
守
れ
な

い
子
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

教
師
は
読
み
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
動
き
を
見
て
い
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

次
の
観
点
で
子
供
を
見
る
。

①
手
を
ブ
ラ
ブ
ラ
さ
せ
て
相
手
の
取
る
の
を
邪
魔
し

て
い
る
子
は
な
い
か
。

②
教
師
が
読
み
始
め
て
い
る
の
に
、
裏
（
上
の
句
）

を
見
て
い
る
子
は
い
な
い
か
。

③
取
る
と
き
に
「
は
い
」
と
言
っ
て
い
る
か
。

④
教
師
が
読
む
と
き
に
、
私
語
を
し
て
い
る
子
は
い

な
い
か
。

　

見
付
け
た
ら
、
叱
る
必
要
は
な
い
。
幾
つ
か
指
導
し
た

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
一
時
に
一
事
で
教
え
て
い
く
。

　

教
師
が
一
首
読
み
終
わ
っ
た
後
、

「
取
る
と
き
に
は
、﹃
は
い
﹄
と
言
う
の
で
す
よ
」

と
言
っ
て
、
次
の
札
を
読
む
。「
五
色
百
人
一
首
」
の
最

初
の
指
導
と
一
緒
で
あ
る
。

　

二
学
期
の
「
五
色
百
人
一
首
」
で
は
、
様
々
な
読
み
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
と
よ
い
。

　

例
え
ば
、
読
み
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
。
ど
の
く
ら
い

の
速
さ
で
読
め
ば
よ
い
か
。
こ
れ
は
、向
山
洋
一
氏
の
「
五

色
百
人
一
首
」
の
読
み
を
ト
レ
ー
ス
す
る
の
が
一
番
良
い
。

向
山
氏
の
読
み
は
、
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
販
売
さ
れ

て
い
る
「
向
山
洋
一
が
詠
む
五
色
百
人
一
首
」（
Ｃ
Ｄ
+

Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い

る
「
向
山
学
級

に
挑
戦
」
を
聞

く
と
、
ど
の
く

ら
い
の
レ
ベ
ル

ま
で
子
供
た
ち

を
育
て
ら
れ
る

か
が
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
で
き

る
。
夏
休
み
中

に
、
何
度
も
聴

い
て
新
学
期
の

授
業
に
備
え
て

ほ
し
い
。

　

ほ
か
に
も
、「
最
初
の
数
文
字
だ
け
読
む
」「
作
者
の
み

を
言
う
」
な
ど
、
百
人
一
首
を
覚
え
て
き
た
子
供
た
ち
に

は
、
様
々
な
読
み
方
を
し
て
み
る
と
よ
い
。

　

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
ノ
ー
ト
ま
と
め
を
す
る
こ
と
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

五
年
生
理
科
「
も
の
の
と
け
方
」
の
学
習
で
、
水
に
溶

け
た
食
塩
の
行
方
を
調
べ
る
た
め
に
、
顕
微
鏡
を
使
っ
て

ど
の
よ
う
に
観
察
す
れ
ば
よ
い
か
、
班
ご
と
に
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ
た
。

　

最
初
に
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
つ
い
て
、
給
食
準
備
を

例
に
し
て
次
の
よ
う
に
教
え
た
。

　

そ
の
後
で
、
班
ご
と
に
「
顕
微
鏡
で
の
観
察
の
仕
方
」

を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
か
か
せ
た
。

右
下
の
よ
う
に
、
ノ
ー
ト
に
も
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
か
か

せ
た
。

　

次
の
時
間
に
観
察
さ
せ
た
が
、
自
分
た
ち
で
考
え
た
観

察
方
法
だ
っ
た
の
で
、
ど
の
班
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
た
。

　

六
年
生
理
科
「
水
溶
液
の
性
質
」
の
学
習
の
最
後
に
、

五
つ
の
水
溶
液
が
そ
れ
ぞ
れ
塩
酸
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

水
溶
液
、
炭
酸
水
、
石
灰
水
、
食
塩
水
の
ど
れ
か
を
考
え

さ
せ
た
。
使
っ
て
よ
い
条

件
は
リ
ト
マ
ス
紙
と
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
だ
け
に
し
た
。

ノ
ー
ト
に
は
答
え
だ
け
を

書
か
せ
た
が
、
水
溶
液
の

正
体
を
見
破
っ
た
後
、
ど

の
よ
う
に
し
て
考
え
た
か

を
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で

下
の
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
さ
せ
て
も
よ
い
。

理科授業での
プログラミング教育の実践
フローチャートでノートまとめをしよう。

夏休み明け読みの変化で
「五色百人一首」（東京教育技術
研究所）のレベルアップ
教師の読み方一つで子供の反応が変わる。
向山洋一氏の読み方をトレースし、
更に知的な「五色百人一首」にしよう。

大阪府大阪狭山市立南第二小学校

家
や

根
ね

内
うち

 興
こう

一
いち

東京都目黒区立烏森小学校

戸
と

村
むら

 隆
たか

之
ゆき

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564
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熱
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１ 

腕
立
て
支
持

　

生
徒
た
ち
が
体
育
館
に
入
っ
て
く
る
。

「
先
生
、
今
日
は
何
を
す
る
の
で
す
か
」

と
聞
い
て
く
る
。

指
示
1 

腕
立
て
の
姿
勢
に
な
り
な
さ
い
。

　

生
徒
た
ち
は
「
え
～
！
」
と
言
う
。

指
示
2 

そ
の
ま
ま
。
三
秒
間
止
ま
り
ま
す
。

　

三
秒
数
え
た
ら
、
次
の
指
示
を
出
す
。

指
示
3 

右
手
を
床
か
ら
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
げ

ま
す
。

　

右
手
を
浮
か
せ
た
腕
立
て
の
姿
勢
で
三
秒
数
え
る
。
そ

の
後
、
①
左
手
↓
②
右
足
↓
③
左
足
↓
④
右
手
と
左
足
↓

⑤
左
手
と
右
足
、
と
床
か
ら
浮
か
せ
る
部
位
を
変
え
る
。

　

さ
ら
に
、
手
足
を
交
差
さ
せ
て
、
同
じ
手
順
で
行
う
。

「
あ
れ
、
ど
っ
ち
が
右
手
だ
っ
け
？　

分
か
ん
な
く
な
っ

た
」

　

生
徒
か
ら
こ
ん
な
言
葉
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

以
上
、
十
ほ
ど
の
動
き
を
一
分
程
度
で
行
う
。

２ 

ブ
リ
ッ
ジ

　

同
じ
方
法
で
ブ
リ
ッ
ジ
も
行
う
。

指
示
4 

ブ
リ
ッ
ジ
を
し
ま
す
。

　

五
秒
ほ
ど
行
わ
せ
た
後
、
腕
立
て
支
持
と
同
じ
手
順
で

次
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
る
。

　

①
右
手
あ
げ
↓
②
左
手
あ
げ
↓
③
右
足
あ
げ
↓
④
左
足

あ
げ
↓
⑤
右
手
左
足
あ
げ
↓
⑥
左
手
右
足
あ
げ
↓
⑦
ブ

リ
ッ
ジ
の
姿
勢
か
ら
そ
の
ま
ま
立
つ
。

　

ブ
リ
ッ
ジ
の
上
手
な
子
が
た
く
さ
ん
い
る
場
合
は
「
三

歩
歩
き
ま
す
」
と
動
き
を
加
え
る
場
合
も
あ
る
。

　

と
て
も
面
白
い
動
き
に
な
る
。

　

両
手
ブ
リ
ッ
ジ
で
精
一
杯
の
子
も
い
る
。
ブ
リ
ッ
ジ
が

で
き
な
い
子
も
い
る
。
で
き
る
子
は
次
々
に
挑
戦
し
、
で

き
な
い
子
は
両
手
ブ
リ
ッ
ジ
の
練
習
を
続
け
る
。
全
体
が

動
い
て
い
る
か
ら
、
目
立
た
ず
に
練
習
で
き
る
。

　

二
人
組
に
な
っ
て
、
互
い
に
補
助
し
合
う
方
法
で
や
る

こ
と
も
で
き
る
。
男
子
よ
り
も
女
子
の
方
が
身
体
の
柔
ら

か
い
子
が
多
く
、
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
そ
の
ま
ま
立
て
る
子
も

多
い
。
運
動
の
苦
手
な
子
が
、
得
意
な
子
よ
り
も
上
手
に

で
き
る
逆
転
現
象
が
時
に
生
じ
る
。

変化のある繰り返しで
体幹を鍛える
一つ一つの運動時間は、短く変化のある繰り返しで
畳み掛けるように行う準備運動が、生徒は好きである。
長くても10秒。３秒程度で動きを少しずつ変えていく。

愛知県常滑市立鬼崎中学校

辻
つじ

 拓
たく

也
や

　

体
育
に
も
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
。

　

授
業
び
ら
き
は
、こ
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
運
動
量
を
保
証
し
な
が
ら
だ
。

「
初
め
は
こ
う
し
な
さ
い
」「
次
に
こ
う
し
な
さ
い
」
と

い
う
言
葉
に
よ
る
伝
達
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

　

一
連
の
運
動
を
さ
せ
た
上
で
、「
次
の
時
間
か
ら
は
、

今
の
運
動
を
自
分
た
ち
で
始
め
て
お
き
な
さ
い
」
と
告
げ

れ
ば
よ
い
の
だ
。

　

例
え
ば
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。

「
ピ
ー
」

　

笛
の
合
図
で
次
の
よ
う
に
告
げ
る
。

「
一
人
一
つ
ず
つ
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ら
集
合
」

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
ク
ラ
ス
の
人
数
分
あ
れ
ば
い
い

が
、
そ
こ
ま
で
な
い
学
校
が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。

　

ボ
ー
ル
な
ら
ば
、
何
で
も
良
い
こ
と
に
す
る
。

　

教
師
の
周
り
に
集
合
し
た
ら
、
座
ら
せ
る
。

　

最
初
の
指
示
。

「
壁
パ
ス
十
回
し
た
ら
、
集
合
」

　

壁
パ
ス
と
は
、
壁
に
向
か
っ
て
ボ
ー
ル
を
当
て
、
跳
ね

返
っ
て
き
た
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
い
う
動
き
。

　

今
回
の
集
合
は
、
早
い
者
順
。

　

こ
れ
で
、
子
供
の
動
き
が
ぐ
ん
と
良
く
な
る
。

　

次
の
指
示
。

「
自
分
の
頭
よ
り
上
で
壁
パ
ス
十
回
」

　

子
供
た
ち
は
、
方
々
に
散
っ
て
い
く
。

　

そ
し
て
、
帰
っ
て
く
る
。

　

ボ
ー
ル
運
動
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
。

「
体
育
館
に
あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
板
に
全
部
あ
て

た
ら
、
集
合
」

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
四
つ
と
も
ゴ
ー
ル
し
た
ら
集
合
」

　

次
は
、
ゴ
ー
ル
に
行
く
と
き
、
ド
リ
ブ
ル
す
る
こ
と
を

条
件
と
す
る
。

　

早
い
順
に
並
ん
だ
前
か
ら
、
二
人
組
を
作
る
。

「
二
人
組
で
壁
パ
ス
十
回
」（
一
人
が
壁
に
投
げ
た
ら
、

も
う
一
人
が
そ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
）

「
高
い
壁
パ
ス
」「
ゴ
ー
ル
」
な
ど
二
人
組
で
行
わ
せ
る
。

　

移
動
は
パ
ス
し
な
が
ら
。

　

二
人
組
の
早
い
順
に
並
ん
で
い
る
。

　

そ
こ
か
ら
四
人
組
を
作
る
。
二
人
組
に
前
か
ら
番
号
を

告
げ
る
。「
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
六
、
五
、
四
、
三
、

二
、
一
」
と
。

　

今
度
は
、
四
人
組
で
同
様
の
活
動
を
行
わ
せ
る
。
一
人

が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
残
り
の
三
人
は
、
下
か
ら
パ
ス

（
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ゴ
ー
ル
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
）。
一
巡

し
た
ら
ス
テ
ー
ジ
交
代
。
全
員
が
終
わ
っ
た
ら
、
集
合
。

帰
っ
て
き
た
ら
、
ゲ
ー
ム
。
そ
の
四
人
組
の
チ
ー
ム
で
。

初
め
は
、
ド
リ
ブ
ル
な
し
。

体育にもシステムが必要
とにかく子供を活動させることだ。
やらせることは、明確な上にも明確に。
ボールを使った運動のバリエーションを
できるだけたくさん準備しておく。

山口県下関市立楢崎小学校

河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ

二
学
期 

開
始
３
分
で
子
供
が
熱
中
す
る
授
業　

－

ク
ラ
ス
全
員
を
”わ
し
づ
か
み
“
に
す
る
授
業
の
始
め
方

－
集
特
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「
五
色
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た
」

は
、
道
徳
の
授
業
開
始
の
必
須
ア
イ
テ

ム
で
あ
る
。
楽
し
い
活
動
か
ら
授
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち

は
道
徳
の
授
業
を
楽
し
み
に
戻
っ
て
く

る
よ
う
に
な
る
。

１ 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
ア
イ
ド
リ
ン
グ
！

　

私
の
場
合
、
か
る
た
を
行
う
前
に
、「
学
校
ソ
ー
シ
ャ

ル
ス
キ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
か
ら
授
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
。
こ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
内
容
は
、
か
る
た

と
リ
ン
ク
し
て
い
る
。フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
と
セ
ッ
ト
で
活
用
す
る
と
、
か
る
た

の
内
容
も
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
誰

で
も
で
き
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、授
業
が
安
定
す
る
。

２ 

勝
ち
負
け
よ
り
も
﹁
仲
良
く
﹂
を
重
視
す
る

　

次
に
、「
五
色
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た
」
を
行
う
。

基
本
的
な
や
り
方
は
、
購
入
し
た
と
き
に
付
い
て
く
る

「
指
導
の
手
引
書
」
を
見
れ
ば
、
誰
で
も
で
き
る
。

　

か
る
た
な
の
で
、
勝
ち
負
け
が
つ
く
。
発
達
障
害
の
あ

る
子
が
、
負
け
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
私
は
試
合
終
了
後
、
次
の
よ
う
に
聞
く
。

　

お
友
達
と
仲
良
く
で
き
た
人
、
手
を
挙
げ
ま
す
。

偉
い
！　

仲
良
く
遊
べ
る
こ
と
が
、
こ
の
か
る
た
で

は
一
番
大
事
な
ん
で
す
よ
。

　

勝
つ
こ
と
で
は
な
く
、「
仲
良
く
で
き
る
」
こ
と
に
目

を
向
け
さ
せ
る
。こ
の
言
葉
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
こ
と
も
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
く
。

３ 

﹁
場
面
﹂
と
﹁
ス
キ
ル
﹂
を
マ
ッ
チ
さ
せ
る

　

か
る
た
で
正
し
い
ス
キ
ル
を
学
ん
で
も
、
ど
の
場
面
で

使
う
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
子
供
は
行
動
に
移
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
か
る
た
の
フ
レ
ー
ズ
を
覚
え
た
ら
、「
ス

キ
ル
を
使
う
場
面
を
教
え
る
」
指
導
を
行
う
（
小
嶋
悠
紀

氏
の
追
試
）。
例
え
ば
、「
脱
い
だ
く
つ 

か
か
と
を
そ
ろ
え

て 

く
つ
ば
こ
へ
」
の
札
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
読
む
。

　

朝
、
学
校
に
来
た
ら
、
す
ぐ
に
や

り
ま
す
。
玄
関
で
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
場
面
を
伝
え
た
後
、
フ
レ
ー
ズ
を
読
み
上

げ
る
。
場
面
の
読
み
で
か
る
た
を
取
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

場
面
と
ス
キ
ル
が
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
ま
で
指

導
し
て
初
め
て
、
実
際
の
場
面
で
使
え
る
ス
キ
ル
と
な
る
。

「
五
色
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た
」
を
、
道
徳
の
時
間

に
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

１ 

﹁
ゆ
か
い
に
歩
け
ば
﹂
で
身
体
と
心
の
準
備

指
示
1 

１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
タ
ッ
チ
。

　

隣
の
人
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
る
。

　

や
ら
な
い
生
徒
が
い
て
も
「
あ
と
〇
人
！
」
と
笑
顔
で

詰
め
る
。
驚
く
ほ
ど
強
く
た
た
く
、
や
ん
ち
ゃ
君
が
い
て

も
「
優
し
く
ね
」
と
も
う
一
度
や
れ
ば
よ
い
。

　

こ
こ
が
で
き
れ
ば
、
あ
と
は
大
丈
夫
だ
。

指
示
2 

音
楽
の
授
業
で
す
か
ら
、
歌
声
で
。

　

声
を
出
す
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
学
級
な
ら
、「
体
育
の

声
で
！
」
と
元
気
一
杯
に
数
え
さ
せ
る
。
と
に
か
く
声
を

出
す
こ
と
が
先
決
だ
。
そ
こ
か
ら
「
歌
声
」
に
入
る
。

　

女
子
は
「
裏
声
」
と
言
う
と
分
か
り
や
す
い
。
難
し
け

れ
ば
「
オ
ホ
ホ
ホ
」
と
上
品
に
笑
わ
せ
た
声
だ
。
変
声
期

を
終
え
た
男
子
は
「
パ
コ
パ
コ
」
と
言
わ
せ
る
。
唇
の
破

裂
音
で
発
音
が
楽
に
な
り
、
喉
を
開
い
た
声
に
な
る
。

指
示
3 

音
楽
に
合
わ
せ
て
や
り
ま
す
。

「
ゆ
か
い
に
歩
け
ば
」
ピ
ア
ノ
伴
奏
版
を
流
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
横
崎
剛
志
氏
の
著
書
を
お
読
み

い
た
だ
き
た
い
。

２ 

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
発
声
指
導

　

既
習
曲
を
流
し
、
フ
レ
ー
ズ
ご
と
に
指
示
す
る
。
曲
の

中
で
進
む
と
余
計
な
言
葉
を
挟
め
ず
、
テ
ン
ポ
良
く
進
む
。

指
示
4 

お
へ
そ
の
下
。
お
な
か
を
動
か
し
ま
す
。

　

お
な
か
を
へ
こ
ま
せ
る
と
き
に
息
を
吐
か
せ
、
腹
式
呼

吸
を
意
識
さ
せ
る
。
お
な
か
は
ゆ
っ
く
り
と
へ
こ
ま
せ
る
。

指
示
5 

ハ
ミ
ン
グ
。

　

口
を
閉
じ
、
鼻
に
掛
け
る
よ
う
に
歌
わ
せ
る
。

指
示
6 

鼻
の
骨
を
触
っ
て
、
響
き
を
確
認
。

　

鼻び

腔く
う

が
共
鳴
す
る
と
、
鼻
骨
が
震
え
る
。

指
示
7 

そ
の
ま
ま
指
は
口
の
横
。
ロ
ロ
ロ
歌
い
 ※
。

「
ロ
」
は
口
の
中
の
広
さ
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
更
に

縦
開
き
の
口
形
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
指
を
使
う
。

指
示
8 

そ
の
ま
ま
歌
詞
で
。

　

響
き
の
あ
る
声
で
歌
う
こ
と
が
で
き
る
。

参
考
文
献
：『
さ
す
が
！　
と
い
わ
れ
る
合
唱
指
導
の
原
則
』

（
横
崎
剛
志
著　

学
芸
み
ら
い
社
）

※ 

口
を
縦
に
開
け
て
喉
が
開
い
て
い
る
状
態
で
、
ロ
と
発
声
す
る
こ
と
。

楽しい上にも楽しい合唱
「はじめ」の指導
「口は縦に開けて」「ほほ骨を上げて」という
従来の指導から脱却する「横崎メソッド」。
小学生も中学生も、楽しく発声を学べる。

「五色ソーシャルスキルかるた」
（東京教育技術研究所）は、道徳の
授業開始を楽しく演出する教材である
「学校ソーシャルスキルフラッシュカード」（東京教育技術研究所）と
セットで活用すれば、効果倍増！　使い方を工夫することで、
より効率的にソーシャルスキルを身に付けることができる！

兵庫県神戸市立魚崎中学校

大
おお

鳥
とり

 真
ま

由
ゆ

香
か

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

 和
かず

秀
ひで

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564
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始
３
分
で
子
供
が
熱
中
す
る
授
業　

－

ク
ラ
ス
全
員
を
”わ
し
づ
か
み
“
に
す
る
授
業
の
始
め
方

－
集
特
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1 

小
学
一
年
生
に
黙
想

 

～
形
式
主
義
の
極
み
で
あ
る
～

　

数
年
前
の
こ
と
。

　

あ
る
学
校
で
見
た
、
研
究
授
業
で
あ
る
。

　

小
学
一
年
生
。

　

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
も
教
師
は
世
間
話
を
続

け
る
。
お
か
し
い
な
ぁ
、
ま
だ
始
め
な
い
の
か

な
ぁ
と
、
林
は
思
っ
て
い
た
。

　

が
、
担
任
は
世
間
話
を
続
け
て
い
た
。

　

三
分
後
。
教
室
の
後
ろ
に
、
教
師
が
十
名
程

度
集
ま
っ
て
き
た
。

　

す
る
と
、
日
直
の
子
が
大
き
な
声
で
指
示
を

出
し
た
。

「
黙
想
！
」

　

子
供
た
ち
は
目
を
閉
じ
た
。

　

教
室
が
し
～
ん
と
す
る
。
十
五
秒
程
度
、
沈

黙
が
教
室
を
包
む
。

　

授
業
後
の
研
究
協
議
会
。

　

授
業
を
し
た
教
師
が
自
信
満
々
に
言
う
。

「
一
年
生
が
静
か
に
黙
想
を
し
て
い
る
姿
を
先

生
方
に
見
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
授

業
時
刻
が
き
た
け
ど
、
授
業
を
始
め
ま
せ
ん
で

し
た
」

　

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
も
開
始
し
な
か
っ
た
の

は
、
遅
れ
て
き
た
先
生
に
、「
黙
想
」
を
見
せ

た
か
っ
た
か
ら
だ
そ
う
だ
。

　

ち
な
み
に
、
黙
想
後
も
、
授
業
は
始
ま
ら
な

か
っ
た
。

「
後
ろ
に
、
先
生
は
何
人
い
る
か
な
？
」

「
先
生
方
に
挨
拶
し
よ
う
ね
」

「
お
願
い
し
ま
す
！
」

と
子
供
た
ち
が
参
観
者
に
礼
を
す
る
。

　

授
業
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
か
ら
五
分
過
ぎ
て
い

た
。2 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
～
ド
ク
タ
ー
が
絶

 

賛
！
﹁
安
心
し
て
正
解
で
き
ま
す
﹂
～

　

勉
強
が
苦
手
な
子
も
、
得
意
な
子
も
熱
中
す

る
授
業
の
導
入
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
だ
。

　

数
年
前
、
太
郎
君
を
担
任
し
た
。

　

四
月
、
授
業
中
に
、
泣
き
な
が
ら
ノ
ー
ト
を

食
べ
て
い
た
。

　

で
き
な
い
、
分
か
ら
な
い
と
、
机
に
突
っ
伏

す
。泣
く
。ノ
ー
ト
を
食
べ
る
。「
う
る
せ
ぇ
！
」

と
ほ
か
の
子
を
に
ら
む
。

　

そ
ん
な
太
郎
君
で
も
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
と
き
は
、
授
業
に
参
加
し
た
。

　

な
ぜ
か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

特
別
支
援
を
専
門
と
す
る
ド
ク
タ
ー
に
、
林

が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
し
て
い
る
映
像
を
見

て
も
ら
う
。

　

医
師
は
、
見
た
瞬
間
に
言
っ
た
。

　

こ
の
カ
ー
ド
な
ら
、
安
心
し
て
正
解
で

き
ま
す
。
答
え
が
書
い
て
あ
る
か
ら
で
す
。

「
正
解
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

「
安
心
し
て
正
解
で
き
る
」
の
だ
。

　　　

確
か
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
は
、
答
え
が

書
い
て
あ
る
。
右
の
写
真
な
ら
ば
、「
長
野
県
」

と
書
い
て
あ
る
。

　

だ
か
ら
、「
安
心
し
て
正
解
」
で
き
る
の
だ
。

　

太
郎
君
は
「
安
心
し
て
正
解
」
で
き
る
フ

ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
だ
か
ら
こ
そ
、
授
業
に
入
り

込
ん
だ
の
で
あ
る
。

３ 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド　

二
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
カ
ー
ド
は
、
単
元
の
学
習
内
容
と
つ
な
が
ら

な
く
て
も
い
い

　

例
え
ば
、
五
年
算
数
。
割
合
の
学
習
は
三
学

期
に
出
て
く
る
。

　

し
か
し
、
私
は
一
学
期
か
ら
し
て
い
る
。

　

割
合
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
い

う
意
見
は
あ
る
だ
ろ
う
。
大
丈
夫
だ
。

　

カ
ー
ド
を
見
て
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
子
供

た
ち
は
自
然
と
分
か
っ
て
く
る
。

「
先
生
、一
割
引
っ
て
、〇
・
九
の
こ
と
で
し
ょ
」

と
子
供
が
言
う
よ
う
に
な
る
。

　

授
業
開
始
、
一
分
程
度
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
終
わ
る
頃
に
は
、
ど

の
子
も
席
に
着
い
て
い
る
。

「
教
科
書
五
六
ペ
ー
ジ
」
と
、
自
然
な
流
れ
で

教
科
書
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
上
手
に
カ
ー
ド
を
め
く
れ
な
く
て
も
い
い

　

二
十
三
歳
の
駆
け
出
し
時
代
か
ら
、
授
業
で

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
、
カ
ー
ド
を
め
く
る
の
は
、
今
よ
り
う
ん
と

下
手
く
そ
だ
っ
た
。

　

色
の
英
語
カ
ー
ド
の
と
き
。
め
く
っ
て
い
る

最
中
に
、
バ
サ
ッ
と
カ
ー
ド
が
落
ち
て
し
ま
っ

た
。
手
元
に
は
、
黄
色
の
カ
ー
ド
し
か
な
い
。

　

さ
て
、
ど
う
す
る
？

　

瞬
時
に
、
黄
色
だ
け
を
読
ん
だ
。

「yellow

」

 　

子
供
た
ち
も
返
す
。（yellow

）

「yellow

」（yellow

）「yellow

」（yellow

）

　

そ
の
間
に
、
落
ち
た
カ
ー
ド
を
拾
い
集
め
た
。

　

子
供
た
ち
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
。

　

私
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
と
思
う
。

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
、
上
手
に
な
っ
て
か

ら
授
業
で
使
お
う
」
と
思
わ
な
く
て
い
い
。

　

下
手
で
も
い
い
。
使
っ
て
い
た
ら
必
ず
う
ま

く
な
る
。
子
供
も
喜
ぶ
。
学
習
内
容
も
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
よ
り
、
ク
ラ
ス

で
勉
強
が
一
番
苦
手
な
「
あ
の
子
」
が
「
安
心

し
て
正
解
」
で
き
る
。

　

私
は
、「
黙
想
」
と
い
う
形
式
的
な
指
導
を

拒
絶
す
る
。「
子
供
の
事
実
」
に
つ
な
が
る
指

導
を
、
い
つ
ま
で
も
追
い
求
め
て
行
く
。

ドクターの言葉
「フラッシュカードは、子供たち
が安心して正解できます」
授業の出だし。
小学１年生に「黙想」させる。
向山型を追い求める私は拒否、拒絶した。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

二
学
期 

開
始
３
分
で
子
供
が
熱
中
す
る
授
業　

－

ク
ラ
ス
全
員
を
”わ
し
づ
か
み
“
に
す
る
授
業
の
始
め
方

－
集
特
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向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

学校

18

の

物
語

新
時
代学

校
の
エ
ア
コ
ン
工
事

十
年
た
っ
て
も
ま
だ
荘
厳
さ
を
維
持
し
て
い

る
。

　

教
職
員
用
ト
イ
レ
。
着
任
し
た
と
き
、
ト

イ
レ
前
に
い
る
女
教
師
の
姿
が
か
す
か
に
気

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
数
名
の
女
性
教
師
か

ら
「
教
職
員
用
ト
イ
レ
の
個
室
が
一
つ
し
か

な
い
の
で
不
便
だ
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
。

男
性
用
ト
イ
レ
も
個
室
が
一
つ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ス
ペ
ー
ス
は
限
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
児
童
用
ト
イ
レ
も
同
様
だ
、
泰
明
小

学
校
は
関
東
大
震
災
直
後
に
建
設
さ
れ
た
復

興
小
学
校
。
東
京
都
歴
史
建
造
物
、
建
物
五

十
選
、
近
代
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ト
イ
レ
や
洗
面
所
な
ど
の
水
回
り
の
ス

ペ
ー
ス
が
窮
屈
だ
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
一
級
建
築
士

の
父
親
た
ち
の
助
言
な
ど
も
得
て
、
戦
後
か

ら
の
長
期
の
課
題
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ト
イ
レ
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
過
年
、

本
連
載
で
も
紹
介
し
た
が
、
四
年
目
に
よ
う

や
く
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
戦
後
七

十
年
間
の
長
い
宿
題
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。　

　

二
学
期
の
エ
ア
コ
ン
新
設
の
学
校
。
そ
こ

に
も
幾
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

得
し
た
も
の
は
大
き
い
。

　

二
台
の
金
魚
水
槽
。
あ
る
と
き
、
中
央
区

内
の
Ｎ
幼
稚
園
で
す
ば
ら
し
い
水
槽
を
発
見
。

聞
け
ば
、
業
者
が
無
料
貸
与
を
し
て
く
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
私
は
、
早
速
業
者
に
連
絡

を
取
っ
た
。
業
者
は
区
内
の
各
幼
稚
園
に
毎

年
二
台
程
度
設
置
し
て
い
て
、
や
が
て
は
小

学
校
に
も
拡
大
し
た
い
ら
し
い
。
そ
れ
で
は

十
年
か
か
る
。
こ
こ
か
ら
が
勝
負
。
何
度
か

交
渉
し
て
、
数
十
万
円
す
る
水
槽
を
泰
明
小

学
校
と
泰
明
幼
稚
園
に
二
台
設
置
で
き
た
。

今
で
も
、
年
間
一
万
円
で
、
多
種
の
魚
や
エ

ビ
、
藻
を
管
理
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

講
堂
の
演
壇
。
こ
れ
も
、
着
任
し
た
と
き

か
ら
老
朽
化
し
て
い
る
の
が
気
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
演
壇
は
高
価
な
も
の
。
そ
う
簡
単

に
は
購
入
で
き
な
い
。

　

ち
ょ
う
ど
学
校
の
百
三
十
周
年
行
事
も
間

近
。
校
医
で
同
窓
会
長
の
Ｋ
先
生
と
相
談
し

て
、
周
年
の
記
念
品
と
し
て
演
壇
を
頂
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　

同
窓
会
役
員
で
銀
座
の
老
舗
の
文
房
具
店

社
長
と
、
Ｋ
会
長
と
何
度
も
打
合
せ
を
し
て
、

か
な
り
高
価
な
演
壇
セ
ッ
ト
を
廉
価
に
し
て

も
ら
い
、
同
窓
会
で
購
入
し
た
。
演
壇
は
、

も
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
玄
関
ア
プ
ロ
ー
チ
の
床
タ
イ
ル
。

泰
明
小
学
校
に
赴
任
し
た
と
き
か
ら
、
私
は

玄
関
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
面
に
ひ
び
を
見
付

け
、
や
が
て
改
修
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
と
き
、
学
校
前
の
「
み
ゆ
き
通
り
」

の
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

「
み
ゆ
き
通
り
」
は
、
明
治
天
皇
が
築
地
の

海
軍
兵
学
校
へ
行
幸
さ
れ
る
と
き
に
通
る
道
。

一
九
六
四
年
に
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
先

端
の
若
者
「
み
ゆ
き
族
」
が
話
題
に
な
っ
た
。

　

築
地
か
ら
帝
国
ホ
テ
ル
方
面
の
歩
道
を
、

南
米
産
の
自
然
石
の
タ
イ
ル
、
ナ
ン
ジ
ャ
モ

ン
ジ
ャ
の
並
木
と
鳳ほ

う

凰お
う

の
飾
り
の
電
灯
で
装

飾
す
る
地
元
の
歩
道
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

私
は
、
み
ゆ
き
通
り
の
事
務
局
と
教
育
委

員
会
に
、
泰
明
小
学
校
前
の
歩
道
と
一
体
化

す
る
無
料
工
事
の
依
頼
を
し
た
。
幾
つ
か
の

経
緯
は
あ
っ
た
が
、
寄
付
と
い
う
こ
と
で
工

事
が
行
わ
れ
た
。

　

学
校
の
配
当
予
算
で
は
、
高
価
な
南
米
産

の
自
然
石
を
使
う
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
そ

れ
が
地
元
の
寄
付
で
完
成
し
た
。
教
育
委
員

会
庶
務
課
長
に
は
「
ま
た
今
度
も
泰
明
小
に

寄
付
で
す
か
」
と
渋
い
顔
を
さ
れ
た
が
、
獲

付
）

・
玄
関
壁
を
レ
ン
ガ
風
に
改
修

・
校
庭
の
外
水
道
の
拡
充

・
校
庭
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
下
補
修

・
裏
口
監
視
用
モ
ニ
タ
ー
設
置

・
教
材
室
・
体
育
倉
庫
整
理
棚
設
置

・
音
楽
準
備
室
楽
器
整
理
棚
設
置

・
泰
明
資
料
室
補
修

・
職
員
室
資
料
整
理
コ
ー
ナ
ー
設
置

・
百
葉
箱
新
調

・
校
庭
に
あ
る
か
め
池
の
拡
充
（
寄
付
）

・
泰
明
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
新
設
（
寄
付
）

・
金
魚
水
槽
を
二
台
設
置
（
寄
付
）

・
講
堂
演
壇
の
新
調
（
寄
付
）

二 

幾
つ
か
の
寄
付

　

学
校
の
環
境
整
備
に
は
、
幾
つ
か
の
寄
付

事
案
は
校
長
と
担
当
課
長
の
交
渉
に
な
る
。

　

私
は
、
泰
明
小
学
校
の
四
年
間
で
、
次
の

工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
優
秀
な
副

校
長
、
事
務
主
任
、
幼
稚
園
主
任
ら
の
協
力

の
お
か
げ
で
あ
る
。

・
体
育
館
、
講
堂
の
冷
暖
房
工
事

・
児
童
用
新
ト
イ
レ
の
開
設

・
教
職
員
用
ト
イ
レ
の
改
修

・
幼
稚
園
、
絵
本
の
部
屋
の
開
設

・
プ
ー
ル
の
温
水
シ
ャ
ワ
ー
設
置

・
校
舎
屋
上
床
塗
り
替
え

・
全
教
室
・
廊
下
の
床
研
磨

・
全
教
室
の
児
童
机
、
段
階
的
に
新
調

・
ロ
ッ
カ
ー
や
黒
板
の
新
調

・
各
教
室
の
校
内
電
話
設
置

・
放
送
器
具
の
新
調

・
玄
関
ア
プ
ロ
ー
チ
の
床
タ
イ
ル（
寄
付
）

・
玄
関
教
職
員
用
高
級
下
駄
箱
設
置
（
寄

一 

学
校
の
工
事

　

暑
い
夏
が
終
わ
り
、
新
学
期
が
始
ま
る
。

近
年
は
、
九
月
に
な
っ
て
も
残
暑
が
厳
し
い
。

夏
休
み
中
の
緊
急
工
事
で
、
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
た
学
校
も
あ
る
だ
ろ
う
。
昨
年
秋
の

政
府
の
補
正
予
算
の
効
果
が
、
次
第
に
浸
透

す
る
。

　

校
舎
本
体
の
改
修
工
事
は
、
年
次
計
画
で
、

老
朽
化
の
進
ん
だ
学
校
か
ら
行
う
。
そ
の
一

方
、
校
舎
内
の
付
随
工
事
は
、
学
校
の
要
望

を
役
所
が
ど
う
判
断
す
る
か
で
決
ま
る
。

　

計
画
の
内
容
と
学
校
側
の
説
得
力
で
、
工

事
の
可
否
が
決
ま
る
。
戦
略
の
優
れ
た
学
校

は
、
相
応
の
工
事
を
進
め
ら
れ
る
。

　

交
渉
の
第
一
段
階
は
、
学
校
の
事
務
主
事

と
教
育
委
員
会
の
係
員
と
の
予
備
的
な
打
合

せ
か
ら
始
ま
る
。
次
の
段
階
で
、
副
校
長
と

担
当
係
長
の
協
議
に
な
る
。
金
額
の
大
き
い
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オピニオ
ン　　　

教育界で
起こって

いること今

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
考
え
方
を
教
育
に
取
り
入
れ
よ
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（Education for Sustainable D

evelopm
ent

）
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
て

構
わ
な
い
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
学
習
指
導
要
領
に
「
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
視
点
」
と
し
て

き
ち
ん
と
位
置
付
い
て
い
る
。
今
後
、
そ
の
重
要
度
は
増
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

じ
が
す
る
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
全
て
答

え
ら
れ
な
く
て
も
構
わ
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
単
に
教
え
て
し
ま
っ
た

ら
授
業
に
な
ら
な
い
。

　

こ
う
や
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
言
わ
せ
る
自
由

な
「
思
考
場
面
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
授
業
な

の
だ
。

　

Sustainable D
evelopm

ent Goals

　

つ
ま
り
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
で
あ

る
。

　

目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
を
二
〇
三
〇
年
ま
で

に
達
成
し
ま
す
、
と
い
う
こ
と
を
国
連
で
決

め
た
。

２ 

ど
ん
な
目
標
な
の
か

　

写
真
④
※2
を
提
示
し
て
、
更
に
発
問
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
幾
つ
答
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

大
き
な
目
標
が
十
七
個
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
ど
ん
な
目
標
だ
と
思
い

ま
す
か
？　

イ
ラ
ス
ト
（
ア
イ
コ
ン
）

を
基
に
し
て
、
予
想
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

毎
回
、
と
て
も
楽
し
い
授
業
に
な
る
。

　

例
え
ば
、

「
２
は
﹃
ラ
ー
メ
ン
を
大
切
に
﹄
だ
！
」

「
６
は
ト
イ
レ
？
」

な
ど
と
、
い
ろ
い
ろ
な
発
言
が
出
る
。

　

ア
イ
コ
ン
が
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伝
え

て
い
る
の
で
、
何
と
な
く
当
た
り
そ
う
な
感

　

そ
れ
か
ら
、
何
度
も
セ
ミ
ナ
ー
で
紹
介
し

て
き
た
の
で
、
さ
す
が
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生

方
の
間
で
は
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

　

学
校
の
職
員
室
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

首
相
が
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
」
と
い
う

ほ
ど
の
国
策
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
、
話
題
に
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

正
解
は
写
真
③
。

１ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
何
？

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
」
と

発
音
す
る
。

　

写
真
①
は
、
私
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
授

業
し
た
と
き
に
使
っ
た
提
示
用
コ
ン
テ
ン
ツ

の
一
枚
目
の
画
面
※1
だ
。

　

四
角
の
中
に
は
当
然
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
入
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
が

英
単
語
の
頭
文
字
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
何
の
頭
文
字
で
す
か
？

　

写
真
②
を
提
示
し
て
、
こ
う
発
問
し
た
。

　

今
年
一
月
の
セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
は
、
答
え

る
こ
と
が
で
き
た
教
師
は
、
ほ
ぼ
皆
無
だ
っ

た
。

※1 https://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/98_abe/actions/201806/15sdgs.htm

l

※2 https://m
iraim

edia.asahi.com
/sdgs-description/

①

③

②④
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向
山
洋
一
氏
が
創
っ
た
Ｔ
・
Ｔ
の
「
し
く
み
」

Ｔ
・
Ｔ
指
導
の
「
し
く
み
」
が
生
ん
だ
授
業
の
基
本
は
、

教
師
の
授
業
力
の
基
本
と
し
て
続
い
て
い
る
。

雨あ
め

宮み
や 

久ひ
さ
し

解
説
：
元
・
山
梨
県
山
梨
市
立
小
学
校
教
諭

理
科
と
様
々
な
教
材
が
生
ま
れ
て
い
る
。
セ

ミ
ナ
ー
、
ビ
デ
オ
な
ど
で
実
際
の
使
い
方
を

見
て
、
自
分
で
練
習
す
る
の
が
よ
い
。

⑸
さ
さ
い
な
場
面
で
は
あ
る
が
、「
変
化
の
あ

る
繰
り
返
し
」
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

⑹
ノ
ー
ト
指
導
を
行
っ
て
い
な
い
教
師
が
い
ま

だ
に
い
る
と
聞
く
。
向
山
氏
が
「
授
業
の
骨

格
を
決
め
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。「
う
っ
と
り
す
る

よ
う
な
ノ
ー
ト
」
づ
く
り
を
意
識
し
て
指
導

す
る
。
そ
れ
に
は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」

が
一
番
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
学
校
で
統
一
し

て
取
り
入
れ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
職
員
会

議
で
一
度
は
提
案
し
て
も
よ
い
、「
授
業
の

骨
格
に
関
わ
る
」
重
要
な
事
項
で
あ
る
。

⑺「
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
」
と
い
う
概
念
は
、
ど

の
教
科
に
も
当
て
は
ま
る
。
私
は
特
に
、
社

会
科
の
ま
と
め
ノ
ー
ト
づ
く
り
に
役
立
っ
た
。

限
定
し
た
ペ
ー
ジ
を
示
す
こ
と
で
子
供
に

「
思
考
」
が
生
ま
れ
、「
工
夫
」
す
る
よ
う
に

な
る
。

⑻
向
山
型
算
数
の
原
点
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
れ

ば
か
り
で
な
く
、
プ
ラ
ス
α
の
発
展
課
題
を

授
業
の
中
に
入
れ
て
い
る
。

育
研
究
会
」「
法
則
化
セ
ミ
ナ
ー
」
で
実

演
さ
れ
る
が
、
絶
対
に
見
て
お
く
べ
き
技

術
で
あ
る
。⑷

「
向
山
の
討
論
の
授
業
」
と
匹
敵
す
る
ほ

ど
重
み
の
あ
る
こ
と
と
思
う
。

　

私
は
「
板
目
紙
」
を
縦
長
に
切
断
し
た
。

「
四
の
段
」「
九
の
段
」
な
ど
と
書
い
た
。

「
ハ
イ
ッ
」
と
く
く
り
な
が
ら
、
子
ど
も

達
に
出
て
き
た
九
九
を
言
わ
せ
る
の
で
あ

る
。

　

上
り
九
九
、
下
り
九
九
と
進
化
さ
せ
る
。

続
い
て
、
３
×
７
と
い
う
よ
う
に
す
る
。⑸

　

四
年
生
は
「
か
け
算
」「
割
り
算
」
が

多
い
。

　

九
九
が
縦
横
に
言
え
て
こ
そ
、
力
は
伸

び
る
。

　

私
は
「
起
立
、
礼
」
な
ど
と
い
う
形
式

を
好
ま
な
い
。
教
室
に
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
入
っ
て
、
す
ぐ
に
「
カ
ー
ド
」
を
示
し

「
ハ
イ
ッ
」
と
や
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
、
教
室
は
授
業
に
突
入
し

て
い
く
の
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ト
の
書
か
せ
方
は
、
授
業
の
骨
格

を
決
め
る
。⑹

　

さ
て
、
四
ク
ラ
ス
を
教
え
る
の
で
あ
る

か
ら
「
基
本
の
し
く
み
」⑴
を
作
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。「
思
い
つ
き
」
で
や
っ
て
も
、
そ

こ
そ
こ
は
で
き
る
と
思
う
が
、「
一
年
間
」

で
は
差
が
生
れ
て
き
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

四
ク
ラ
ス
に
、
き
ち
ん
と
責
任
を
持
つ

た
め
に
は
「
授
業
の
し
く
み
」
を
、
き
ち

ん
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

担
任
の
先
生
か
ら
「
向
山
の
や
り
方
で

よ
い
」
と
い
う
了
解
を
い
た
だ
い
た
所
で

「
一
時
間
の
授
業
の
し
く
み
」
を
考
え
た
。

　

と
り
あ
え
ず
の
ポ
イ
ン
ト
を
三
つ
に
し

た
。⑵一　

授
業
の
開
始
を
ど
う
す
る
か
？

二　

ノ
ー
ト
の
書
か
せ
方
を
ど
う
す
る
か

三　

全
体
の
流
れ
の
大
枠
を
ど
う
す
る
か

　

授
業
開
始
の
二
分
か
三
分
、
こ
れ
を
ど

う
す
る
か
は
大
問
題
で
あ
る
。

　

授
業
が
こ
こ
か
ら
き
ち
っ
と
始
ま
っ
て

い
く
こ
と
、
更
に
は
実
質
的
な
力
が
つ
い

て
い
く
こ
と
、そ
し
て
、「
遅
れ
て
い
る
子
」

が
あ
っ
て
も
調
節
で
き
る
こ
と
…
…
⑶

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
満
足
さ
せ
る
方

法
。

　

こ
れ
は
、
も
う
、
決
っ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
し
か
な
い
。

　

東
京
こ
ど
も
教
育
セ
ン
タ
ー
教
室
で
み

た
あ
の
斎
藤
孝
子
先
生
の
名
人
芸
、
水
野

美
保
先
生
も
同
じ
よ
う
に
名
人
芸
だ
っ
た

…
あ
れ
を
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

　

こ
れ
は
、
夏
の
「
シ
ン
グ
ル
エ
イ
ジ
教

　

私
は
「
問
」
と
書
か
せ
、
教
科
書
の
主

問
題
を
う
つ
さ
せ
、
枠
で
囲
ま
せ
る
。

　

そ
し
て
「
私
の
考
え
」
と
「
解
き
方
」

の
二
つ
を
書
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　

最
初
は
、で
き
る
だ
け
「
見
開
き
二
ペ
ー

ジ
」
で
構
成
す
る
よ
う
に
、
指
導
し
た
。⑺

　

私
の
大
ま
か
な
流
れ
は
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
導
入
す
る
。

　

ミ
ニ
テ
ス
ト
を
五
分
ぐ
ら
い
す
る
。

　

教
科
書
の
問
題
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、

考
え
さ
せ
る
。
発
表
、
解
決
、
練
習
問
題

と
続
く
。

　

調
べ
て
き
た
こ
と
の
発
表
で
終
了
と
な
る
。

　
「
チ
ャ
レ
ラ
ン
」
を
更
に
や
っ
た
こ
と
、

「
大
き
な
数
」
を
本
や
新
聞
な
ど
か
ら
集

め
て
き
た
こ
と
、
こ
う
し
た
こ
と
が
最
後

に
登
場
し
て
、
楽
し
い
う
ち
に
終
る
の
で

あ
る
。⑻

　

歩
き
出
し
た
ば
か
り
の
Ｔ
・
Ｔ
教
師
だ

が
、
実
に
楽
し
い
。
そ
れ
は
「
し
く
み
」

が
上
手
に
機
能
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌

一
九
九
五
年
六
月
号　

明
治
図
書
）

⑴
向
山
氏
が
初
め
て
Ｔ
・
Ｔ
の
算
数
授
業
を
任

さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
氏
は
「
担
任

で
な
い
か
ら
算
数
に
全
力
投
球
が
で
き
る
」

と
言
っ
て
い
る
。
初
め
に
考
え
た
の
が
「
し

く
み
」
＝
「
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
安
定
し

た
授
業
の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
た

の
だ
。

⑵
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
向
山
型
算
数
を
創
り

上
げ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
教
師
の
授
業
の

基
本
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
発
展
し
て
い
く
。

⑶
こ
こ
の
僅
か
四
行
の
部
分
に
は
、
授
業
と
は

何
か
、
子
供
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
視
点
で

授
業
を
創
る
べ
き
か
が
書
か
れ
て
い
る
。
授

業
の
始
ま
り
の
「
つ
か
み
」、
さ
ら
に
「
力

の
あ
る
教
材
」「
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
そ
し
て
、

「
全
て
の
子
供
を
取
り
残
さ
な
い
」
思
想
と

「
空
白
禁
止
の
原
則
」。
こ
こ
の
部
分
を
意
識

す
る
だ
け
で
、
全
て
の
授
業
が
が
ら
り
と
変

わ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ぜ
ひ
、
日
常
的

に
心
掛
け
た
い
部
分
で
あ
る
。

⑷
ま
だ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
授
業
に
取
り
入

れ
て
い
な
い
教
師
は
、
ぜ
ひ
と
も
実
施
し
て

ほ
し
い
。
英
語
授
業
で
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
社
会
、
国
語
、

向山洋一が教育界に創ってきたもの

向
山
論
文
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塩し
お

谷や 

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

授業が激変！ TOSS指導法最前線

１ 

﹁
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
﹂
で
ト
ラ
ブ
ル
対
応

　

朝
、
教
室
に
行
く
と
、
学
級
の
子
供
た
ち
が

駆
け
寄
っ
て
き
た
。

「
Ｂ
君
が
パ
ン
チ
さ
れ
て
泣
い
て
い
る
よ
！
」

　

ど
う
や
ら
Ａ
君
が
友
達
を
た
た
い
て
し
ま
っ

た
よ
う
だ
。
す
ぐ
に
Ｂ
君
の
様
子
を
見
に
行
く

と
、幸
い
け
が
は
な
か
っ
た
。た
た
い
て
し
ま
っ

た
Ａ
君
は
、
自
分
の
席
で
イ
ラ
イ
ラ
し
た
表
情

で
黙
っ
て
い
る
。
見
て
い
た
子
の
話
を
聞
く
と
、

登
校
中
に
Ａ
君
は
複
数
の
友
達
か
ら
、
か
ら
か

わ
れ
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
腹
が
立
っ
て
た
た
い

て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
一
時
間
目
開
始
ま
で
は
、

ま
だ
十
五
分
ほ
ど
時
間
が
あ
る
。

「
先
生
が
戻
る
ま
で
、
静
か
に
読
書
を
し
て
い

な
さ
い
」

と
全
体
に
指
示
を
出
し
た
。

　

私
は
自
分
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ

モ
」
を
取
り
出
し
、
Ａ
君
と
静
か
な
場
所
で
話

を
し
た
。
私
は
次
の
よ
う
に
切
り
出
し
た
。

「
Ｂ
君
を
た
た
い
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ね
。
た
た

く
の
に
も
何
か
理
由
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
先
生
に
教
え
て
ほ
し
い
ん
だ
け
ど
、
お
話

し
で
き
る
か
な
」

２ 
細
分
化
し
て
メ
モ
す
る

　

ま
だ
イ
ラ
イ
ラ
し
た
状
態
で
あ
っ
た
が
、
Ａ

君
は
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
状
況
を
話
し
て
く
れ
た
。

「
朝
、
Ｂ
君
が
ふ
ざ
け
て
﹃
お
前
キ
モ
イ
﹄
っ

て
言
う
ん
だ
」

「
そ
し
た
ら
そ
ば
に
い
た
Ｃ
君
も
一
緒
に
な
っ

て
言
う
か
ら
、
腹
が
立
っ
て
き
た
」

「﹃
も
う
や
め
て
﹄
っ
て
言
っ
た
け
ど
、
し
つ

こ
る
ま
で
の
流
れ
が
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
化
さ

れ
た
。
こ
の
学
級
で
は
、
以
前
か
ら
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
一
環
で
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
教

え
て
い
た
の
で
、
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

「
こ
の
よ
う
な
図
の
こ
と
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
っ
て
言
う
ん
だ
よ
ね
」

　

そ
し
て
、
教
室
で
本
を
読
ん
で
い
る
Ｂ
君
と

Ｃ
君
を
呼
ん
で
き
て
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
見

せ
、
事
実
の
確
認
を
し
た
。
違
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
確
認
し
て
修
正
す
れ
ば
い
い
。
メ
モ
の
内

容
は
、
ほ
と
ん
ど
Ａ
君
の
話
し
た
と
お
り
だ
っ

た
。
二
人
と
も
反
省
し
た
様
子
だ
っ
た
。

　

た
た
い
て
し
ま
っ
た
Ａ
君
は
、
た
た
い
た
こ

と
を
謝
っ
た
。
Ｂ
君
と
Ｃ
君
も
、「
キ
モ
イ
」

と
か
ら
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
謝
っ
た
。
私

は
Ａ
君
た
ち
三
人
に
次
の
よ
う
に
尋
ね
た
。

「
こ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
ゴ
ー
ル
は
良
い

ゴ
ー
ル
で
す
か
。
良
く
な
い
ゴ
ー
ル
で
す
か
」

　

彼
ら
は
「
良
く
な
い
ゴ
ー
ル
で
す
」
と
答
え

た
。
そ
こ
で
私
は
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
最
後

の
メ
モ
に
赤
ペ
ン
で
「
良
く
な
い
ゴ
ー
ル
」
と

書
き
加
え
た
。

４ 

﹁
分
岐
﹂
を
考
え
さ
せ
る

　

私
は
次
の
よ
う
に
三
人
に
尋
ね
た
。

　

ど
の
時
点
だ
っ
た
ら
、「
良
く
な
い
ゴ
ー

ル
」
を
防
げ
ま
し
た
か
。

　

Ａ
君
は
三
枚
目
の
メ
モ
を
指
差
し
、

「
こ
こ
で
た
た
か
ず
に
、
先
生
に
相
談
す
れ
ば

よ
か
っ
た
」

と
言
っ
た
。

　

Ａ
君
を
褒
め
て
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
矢
印

を
か
き
「
先
生
に
相
談
」
と
書
き
加
え
た
。

　

Ｂ
君
と
Ｃ
君
に
も
同
様
に
「
よ
り
良
い
ゴ
ー

ル
へ
行
け
る
分
岐
」
を
言
わ
せ
た
。

　

三
人
と
も
ス
ッ
キ
リ
し
た
表
情
で
教
室
へ

戻
っ
て
行
っ
た
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
で
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
化
す
る
と
、

ト
ラ
ブ
ル
対
応
で
も
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
い
か
ら
B
君
の
体
を
た
た
い
て
し
ま
っ
た
ん

だ
」

　

私
は
う
な
ず
き
な
が
ら
彼
の
話
を
聞
い
た
。

聞
き
な
が
ら
内
容
を
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
に
メ

モ
し
た
。
メ
モ
し
な
が
ら
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
Ａ
君
は
大
分
落
ち
着
い
て
き
た
。
そ
の
際
、

次
の
こ
と
を
意
識
し
た
。

　

一
枚
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
に
一
つ
の

内
容
を
メ
モ
す
る
。

　

一
枚
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
に
全
て
の
内
容

を
メ
モ
す
る
の
で
は
な
く
、
幾
つ
か
に
細
分
化

し
て
メ
モ
す
る
の
だ
。
Ａ
君
の
話
が
終
わ
る
頃

に
は
、
四
枚
の
メ
モ
が
書
き
上
が
っ
た
。

　

話
し
て
く
れ
た
こ
と
に
礼
を
言
い
な
が
ら
、

私
は
そ
れ
を
時
系
列
で
並
べ
て
紙
に
貼
り
付
け

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
メ
モ
を
矢
印
で
結
ん
だ
。

３ 

ト
ラ
ブ
ル
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
化
す
る

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
今
回
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
に
よ
る
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
化
で

ト
ラ
ブ
ル
対
応

学
級
の
ト
ラ
ブ
ル
を
細
分
化
し
て
聞
き
取
り
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
化
す
る
と
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
生
か
し
て
ト
ラ
ブ
ル
対
応
が
で
き
る
。

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

子供の
情報活用術
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TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

クラス全員が熱中するこの教材！クラス全員が熱中するこの教材！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

増
え
て
い
く
量
が
一
目
で
分
か
る

「
か
け
算
九
九
の
助
」（
東
京
教
育
技
術
研
究
所
）

か
け
算
の
意
味
が
理
解
で
き
、
安
心
し
て
練
習
で
き
る
か
ら
、

正
し
く
九
九
を
覚
え
ら
れ
る
。

毛も
う

利り 

康や
す

子こ

石
川
県
宝
達
志
水
町
立
樋
川
小
学
校

「
か
け
算
九
九
の
助
」
に
は
シ
ー
ト

が
四
種
類
入
っ
て
い
る
。
図
の
赤
丸

の
「
ド
ッ
ト
シ
ー
ト
」
は
、
３
×
２
を

表
し
て
い
る
こ
と
が
一
目
で
分
か
る
。

　

青
い
カ
ギ
を
右
に
動
か
す
と
、
３

×
３
、
３
×
４
と
い
う
よ
う
に
量
が

増
え
て
い
く
こ
と
も
一
目
で
分
か
り
、

か
け
算
の
意
味
が
理
解
で
き
る
。

「
い
ち
ご
シ
ー
ト
」
や
「
あ
か
ま
る

シ
ー
ト
」
で
か
け
算
の
意
味
を
理
解

し
た
後
は
、「
し
か
く
シ
ー
ト
」
を

使
っ
て
、
か
け
算
九
九
を
唱
え
る
。

例
え
ば
、
４
×
７
な
ら
四
角
の
右
上

の
隅
に
28
と
答
え
が
小
さ
く
書
い
て

あ
る
。
だ
か
ら
安
心
し
て
練
習
が
で

き
る
。
教
室
に
は
い
ろ
い
ろ
な
児
童

が
い
る
。
間
違
え
を
恐
れ
る
子
、
自

信
が
な
い
子
、
繰
り
返
し
練
習
を
嫌

が
る
子
た
ち
も
、
こ
の
シ
ー
ト
な
ら

喜
ん
で
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
結
果
、
ク
ラ
ス
全
員
が
正
し
く

九
九
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

学
級
通
信
で
「
全
員
九
九
合
格
」

を
報
告
す
る
と
、
保
護
者
か
ら
「
兄

や
姉
は
、
九
九
を
覚
え
る
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。
５
×
７
な
の
か
、
７
×

５
な
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。﹃
か
け
算
九
九
の
助
﹄
の
お

か
げ
で
す
」
と
い
う
返
事
を
頂
い
た
。

　

良
い
教
材
を
使
っ
て
い
き
た
い
。

トークライン
読者限定
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
く
音
読

「
話
す
・
聞
く
ス
キ
ル
」（
正
進
社
）

「
話
す
・
聞
く
ス
キ
ル
」
は
授
業
成
立
の
心
強
い
教
材
だ
！

黒く
ろ

滝た
き 

誠ま
こ

人と

青
森
県
十
和
田
市
立
四
和
小
学
校

・
先
生
の
後
に
付
い
て
読
み
ま
す
。

・
先
生
と
一
行
ず
つ
交
代
で
読
み

ま
す
。

・
男
女
で
一
行
ず
つ
交
代
で
読
み

ま
す
。
⋮
⋮

　

次
々
と
テ
ン
ポ
良
く
出
さ
れ
る
教

師
の
指
示
と
、
ど
ん
ど
ん
気
持
ち
よ

く
大
き
く
な
っ
て
い
く
子
供
た
ち
の

声
。
正
進
社
の
「
話
す
・
聞
く
ス
キ

ル
」
を
使
う
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に

子
供
を
授
業
に
巻
き
込
む
こ
と
が
で

き
る
。
荒
れ
た
学
級
を
受
け
も
つ
際
、

短
い
時
間
で
、
し
か
も
楽
し
く
授
業

を
成
立
さ
せ
る
「
話
す
・
聞
く
ス
キ

ル
」
は
、
本
当
に
心
強
い
教
材
だ
。

　

教
師
用
の
ス
キ
ル
に
は
、
下
の
写

真
の
よ
う
な
指
示
が
赤
刷
り
で
書
い

て
あ
る
。
そ
の
と
お
り
に
指
示
を
出

せ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
授
業
が
で
き
る
。

ま
た
、有
名
詩
文
、こ
と
わ
ざ
、言
葉

遊
び
な
ど
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内

容
が
、更
に
子
供
た
ち
を
引
き
付
け
る
。

　

明
る
く
張
り
の
あ
る
音
読
は
、
良

い
学
級
経
営
の
基
礎
と
な
る
。

「
ど
ん
ど
ん
読
み
た
い
で
す
！
」

「
暗
唱
し
て
き
ま
し
た
！
」

　

前
向
き
な
子
供
た
ち
の
声
も
ど
ん

ど
ん
あ
ふ
れ
て
く
る
。

　

2019年度 決定版！
「ラグビーワールドカップ2019™ 推進教育テキスト」
英会話の授業もできる！　外国の方に地域の魅力を発信しよう！
コンテンツ：「ラグビーワールドカップ2019™ 推進教育テキスト」 

平
ひら

山
やま

 靖
やすし

千葉県習志野市立向山小学校

　いよいよ今年が開催年！　大会の開催に合わせてテキストが使用できる
年。開催の年ということもあり、内容はより濃くなった。日本のどこで開催
するかが一目で分かるような活動も付いている。また、引き続き動画もたく
さんあり、授業で使用する際、子供たちに魅力が伝わりやすくなった。特に

「英語で外国の方に地域の良さとラグビーの魅力を紹介する」というページ
は、英語の時間にも使用可能だ。さらに、スモールステップで会話ができる
ようになった。指導書も付いているので授業のイメージもつかみやすくなっ
ている。一生に一度のチャンス！　日本開催の大会を、子供たちとわくわく
しながら授業したい。

【お申込み先】NPO TOSS　　http://toss.gr.jp/npo/rugbytext/　
【お申込み方法】上記ウェブページからお申込みください。※QRコードは右です。
※送料は、別途負担していただきますのでご了承ください（着払いで届きます）。

TOSSテキスト
を活用した授業実践報告
TOSSテキスト
を活用した授業実践報告

『教育トークライン』
東京教育技術研究所
タイアップ企画！

&TOSSオリジナル教材HPのタイアップ
企画からご注文ください。関連商品のプ
レゼントなど、様々な特典をご用意して
おります。７、８、９月号でご紹介する
商品は、下記の３か月間ずっとご注文い
ただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材HPのタイアップ商品ページに
ある限定コードの枠に半角英数字でご入力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

8月号で紹介！
TOSSメモ3冊セット　
900円（税込）
３色セットや同色３冊セットを
お得な価格で販売！
パスワード：fg1t1d

7月号で紹介！
アンガーコントロール
トレーニングキット
4,000円（税込）
１回のご注文につき、「TOSS
メモ赤」を１冊プレゼント。
パスワード：2jg9yu

9月号で紹介！
かけ算九九の助　320円（税込）
１回のご注文につき「一筆箋　算数の
時間」を１冊プレゼント。
パスワード：zm5lg6

TOSSオリジナル教材
http://www.tiotoss.jp/ 期間：2019年6月15日～9月14日
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デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

学
年
主
任
日
記
　
学
年
の
動
き

を
「
見
え
る
化
」
す
る
教
師

向
け
の
〈
学
年
教
師
限
定
通
信
〉

学
年
四
ク
ラ
ス
の
時
間
割
や
共
有
す
べ
き
情
報
が

「
見
え
る
化
」
さ
れ
て
一
目
瞭
然
！

清せ
い

田た 

直な
お

紀き

神
奈
川
県
横
須
賀
市
立
衣
笠
中
学
校

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
一
目
瞭
然
に
な
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

３ 

通
信
の
目
的
⑵
﹁
褒
め
る
﹂
手
段

　

若
手
教
師
を
褒
め
る
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
も
活
用
。「
職
員
室
内
の

学
級
通
信
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

校
は
教
科
担
当
制
。
子
供
た
ち
を
学

年
教
師
全
体
で
指
導
し
て
い
る
。
同

じ
「
情
報
」
を
も
つ
こ
と
で
連
携
が

取
り
や
す
く
な
る
。
教
師
の
機
動
力

が
発
揮
で
き
る
。
通
信
で
は
次
の
こ

と
が
分
か
る
。

・
い
つ
誰
が
ど
こ
で
授
業
す
る
か
？

・
急
な
事
態
に
対
応
可
能
な
の
は
？

・
や
る
べ
き
仕
事
は
何
か
？

・
配
慮
す
べ
き
子
供
は
誰
か
？

④
共
有
し
て
お
き
た
い
情
報
１

（
仕
事
上
の
心
掛
け
・
教
師
に

関
す
る
こ
と
）

　

↓
「
仕
事
の
コ
ツ
を
見
え
る
化
」

⑤
共
有
し
て
お
き
た
い
情
報
２

（
生
徒
指
導
に
関
す
る
情
報
な

ど
）

　

↓
「
子
供
の
情
報
を
見
え
る
化
」

⑥
今
日
の
五
・
七
・
五
（
心
掛
け

て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
川
柳

形
式
で
書
く
）

　

↓
「
仕
事
の
心
掛
け
を
見
え
る

化
」

２ 

通
信
の
目
的
⑴
﹁
情
報
共
有
﹂

　

目
的
は
「
情
報
共
有
」
だ
。
中
学

１ 

学
年
教
師
限
定
通
信
の
内
容

　

教
師
対
象
の
通
信
を
毎
日
発
行
し

て
い
る
。
学
年
教
師
限
定
通
信
「
笑

顔
と
愛
の
あ
る
言
葉
３
」。
こ
の
通

信
は
次
の
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
い

る
。①

学
年
四
ク
ラ
ス
の
時
間
割
を
二

日
（
翌
日
・
翌
々
日
）
分
掲
載

　

↓
「
学
年
全
体
を
見
え
る
化
」

②
部
活
動
の
時
間
や
委
員
会
な
ど

生
徒
の
動
き
に
関
す
る
情
報

　

↓
「
子
供
の
動
き
を
見
え
る
化
」

③
書
類
の
締
切
や
提
出
す
べ
き
も

の
・
会
議
の
予
定
な
ど

　

↓
「
教
師
の
仕
事
の
見
え
る
化
」

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
授
業
風
景
の
写
真
を
ア
ッ
プ
し
た

と
こ
ろ
ク
レ
ー
ム
が
来
た
。

ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か

 教師必読！  トラブルに巻き込まれないための予備知識 

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
に

授
業
風
景
の
写
真
を
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。

　

子
供
た
ち
の
顔
は
ぼ
か
し
て
い

て
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
保
護
者
か
ら
学
級

の
写
真
を
ア
ッ
プ
し
な
い
で
ほ
し

い
と
ク
レ
ー
ム
が
来
ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

子
供
た
ち
が
写
っ
て
い
る
写
真
で
は
、

肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、
個
人
情

報
に
関
す
る
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
広
く
開
示
す
る
行
為
は
権
利

侵
害
と
し
て
損
害
賠
償
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
件
は
、
子
供
の
顔
を
ぼ
か
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
写
真
に

写
っ
て
い
る
教
室
の
掲
示
物
や
服
装
な

ど
か
ら
個
人
が
特
定
で
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
万
が
一
、
子
供
が
特
定
で
き

た
場
合
に
、
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る

と
、
支
払
い
義
務
が
生
じ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
件
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
ア
ッ
プ
し
た
場
合
は
、
閲
覧
者
が

不
特
定
多
数
の
第
三
者
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
全
体
を
ぼ
か
す
な
ど
、
決

し
て
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、
写

真
の
ア
ッ
プ
を
す
る
の
は
止
め
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
次
号
。

　

給
食
中
の
出
来
事
で
す
。
お
か
わ

り
を
し
て
自
分
の
席
に
戻
っ
て
き
た

子
供
が
座
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
後

ろ
の
席
の
子
供
が
ふ
ざ
け
て
椅
子
を

引
き
ま
し
た
。
椅
子
に
座
ろ
う
と
し

た
子
供
は
、
床
に
尻
餅
を
付
い
て
、

け
が
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
が

を
し
た
子
供
の
保
護
者
か
ら
は
、
事

実
関
係
を
調
べ
て
報
告
を
す
る
こ
と

と
、
治
療
費
な
ど
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
要
求
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う

す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

copy free

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村 雄介

④共有しておき
たい情報１

⑥今日の五・七・五

①学年４クラスの時
間割を２日分掲載

⑤共有しておき
たい情報２

③書類の締切や提出すべきもの・
会議の予定など

②部活動の時間や委
員会など生徒の動
きに関する情報
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

２ 

発
表
を
聞
き
な
が
ら
、

 

コ
メ
ン
ト
を
書
き
入
れ
る

　

発
表
し
た
い
子
は
、
前
に
出
ま

し
ょ
う
。（
五
人
ず
つ
募
集
す
る
）

　

順
番
に
発
表
さ
せ
て
い
く
。
発
表

が
難
し
い
子
も
、
原
稿
を
読
め
ば
よ

い
の
で
で
き
る
。
そ
の
後
、
聞
い
て

い
る
子
供
た
ち
に
質
問
を
さ
せ
る
。

例
え
ば
、
貯
金
箱
で
あ
れ
ば
「
ど
う

や
っ
て
お
金
を
取
り
出
す
の
で
す

か
？
」
な
ど
だ
。
そ
の
や
り
取
り
を

し
て
い
る
間
に
、
教
師
は
コ
メ
ン
ト

を
用
紙
に
書
く
。
用
紙
は
ピ
ン
ク
色
、

ペ
ン
は
赤
の
太
マ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

つ
む
つ
む
の
ち
ょ
き
ん
ば
こ

で
す
ね
。
と
っ
て
も
か
わ
い
い

で
す
。
ひ
き
だ
し
も
つ
い
て
い

て
、
べ
ん
り
そ
う
で
す
。
お
か

ね
を
お
と
す
ば
し
ょ
も
あ
な
が

あ
い
て
い
て
、
お
か
ね
が
た
ま

り
ま
す
ね
。

　

教
師
：
２
+
４
は
？

　

児
童
：
６
で
す
。

★
教
師
：
た
す
１
は
？

　

児
童
：
７
で
す
。

　

★
は
、
カ
ー
ド
に
は
書
い
て
い
な

い
。
教
師
が
付
け
足
し
て
３
つ
の
数

の
計
算
に
し
た
の
で
あ
る
。「
た
す

１
」「
た
す
２
」
ぐ
ら
い
は
で
き
る

の
で
、
よ
い
助
走
と
な
る
。

２ 

ノ
ー
ト
指
導
で
徹
底
す
る

　

上
の
図
の
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
書
く
。

①
初
め
の
２
つ
の
式
に
線
を
引
く
。

　

答
え
を
書
く
。（
○
+
○
は
○
）

②
初
め
の
式
を
指
で
隠
す
。

　

た
す
。（
○
+
○
は
○
）

③
○
+
○
+
○
は
○
で
す
。

「
式
に
線
を
引
く
」
は
実
態
に
合
わ

せ
、
初
め
の
式
を
〇
で
囲
ん
で
も
よ

い
。
児
童
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
①

～
③
の
太
字
傍
線
の
部
分
だ
け
を
言

わ
せ
る
と
覚
え
や
す
い
。

「
線
を
引
く
↓
○
+
○
は
○
↓
隠
す

↓
○
+
○
は
○
↓
○
+
○
+
○
は
○

で
す
」

１ 

発
表
の
原
稿
を
書
く 

　

夏
休
み
明
け
、
家
で
作
っ
た
様
々

な
作
品
を
、
子
供
た
ち
は
学
校
に

持
っ
て
来
る
。
そ
の
中
か
ら
、「
夏

休
み
の
作
品
発
表
会
」
で
話
し
た
い

作
品
を
一
つ
選
ば
せ
る
。

  

上
の
よ
う
な
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
用
紙

を
用
意
し
、
原
稿
を
書
か
せ
る
。

　

わ
た
し
の
さ
く
ひ
ん
は
、

で
す
。

　

こ
れ
は

を

つ
か
っ
て
つ
く
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は

つ
く
る
の
に
か
か
り
ま
し
た
。

  

枠
の
中
に
書
き
込
ま
せ
る
。
終
わ

り
の
一
行
は
、
作
っ
た
感
想
や
苦
労

話
な
ど
自
由
に
書
か
せ
る
。
で
き
た

子
か
ら
点
検
し
、
読
む
練
習
を
さ
せ

て
お
く
。

　

困
っ
て
い
る
子
に
は
、
聞
き
取
っ

て
書
い
て
あ
げ
て
も
よ
い
。

「
３
つ
の
か
ず
の
け
い
さ
ん
」
は
、

「
指
で
隠
す
」
こ
と
で
、
２
つ
の
数

の
計
算
と
同
様
に
で
き
る
。

　

百
玉
そ
ろ
ば
ん
か
ら
入
る
の
は
、

ふ
だ
ん
の
時
間
と
同
じ
。
い
つ
も
の

百
玉
に
加
え
て
、
３
つ
の
数
の
計
算

も
扱
う
。

１ 

百
玉
そ
ろ
ば
ん
と

 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
導
入

　

教
師
：
３
+
２
+
４
の
計
算
。

　

児
童
：
３
+
２
+
４
の
計
算
。

★
教
師
：
３
+
２
は
、
５
。

　

児
童
：
３
+
２
は
、
５
。

★
教
師
：
５
+
４
は
、
９
。

　

児
童
：
５
+
４
は
、
９
。

　

★
は
、
慣
れ
て
き
た
ら
、
教
師
が

言
わ
な
く
て
も
、
児
童
だ
け
で
言
う

こ
と
が
で
き
る
。
教
師
は
、
玉
を
は

じ
く
だ
け
で
よ
い
。

　

続
け
て
「
２
つ
の
数
の
た
し
算
」

の
復
習
で
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も

行
う
と
よ
い
。

　

カ
ー
ド
を
め
く
り
な
が
ら
、
３
つ

の
数
の
計
算
も
付
け
加
え
る
。

指示  夏休みの作品発表会で、み
んなに知らせたいことを話しま
しょう。

発問  3+2+4は、幾つでしょう。
指示① 3+2の下に線を引く。
　　3+2は5。（線の下に答えを書く）

指示② 指で隠す。5+4は9。
指示③ 3+2+4は9です。

群馬県館林市立第二小学校

関
せき

澤
ざわ

 陽
よう

子
こ

SANSU

算数
1年

「３つのかずのけい
さん」の指導
「初めの２つの数の式に線を
引く→答えを書く→式を指で
かくす→たす」のステップで
できるようになる。

東京書籍・１年上・p.83

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

KOKUGO

国語
1年

「なつやすみのこと
をはなそう」
向山洋一氏の赤ペン指導を
追試する。

光村図書・１年上・p.100-101
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SANSU

算数
2年

一番のお薦めは
「かけ算九九の助」
（東京教育技術研究所）
最初から、かけ算の意味を
繰り返す。それをノートに
まとめる。

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

KOKUGO

国語
2年

「いろんなおとの
あめ」
シルバーの三日間にお勧め！
クラスで一つの詩を創作する
楽しみと読む楽しみを感じよ
う。

啓林館・２年下・p.2-7 東京書籍・２年上・p.102-103

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

発
問 

ほ
か
に
ど
ん
な
雨
の
音

が
聞
こ
え
ま
す
か
。

指
示 「

に
あ
た
っ
て

」

　
　

四
角
に
言
葉
を
入
れ
て
書

き
ま
し
ょ
う
。

　

書
き
に
く
そ
う
な
と
き
は
ヒ
ン
ト

を
出
す
。「
砂
場
」「
鉄
棒
」「
ブ
ラ
ン

コ
」「
ボ
ー
ル
」「
カ
タ
ツ
ム
リ
」
な

ど
、
例
を
出
す
。
ノ
ー
ト
に
一
つ
書

け
た
ら
持
っ
て
来
さ
せ
、
黒
板
に
書

か
せ
て
い
く
。
書
き
終
わ
っ
た
子
に

は
時
間
差
を
埋
め
た
い
。「
こ
い
ぬ

の
は
な
に
ぴ
こ
ん
」
の
型
を
ま
ね
て
、

「

の

に

」

と
創
作
さ
せ
て
も
よ
い
。
書
け
な
い

子
に
は
、
赤
鉛
筆
で
ノ
ー
ト
に
書
い

て
や
っ
て
も
よ
い
。

　

黒
板
一
杯
に
ク
ラ
ス
全
員
の
子
供

の
文
が
並
ぶ
よ
う
に
す
る
。
時
間
が

な
く
て
書
け
な
い
子
が
い
た
ら
、
読

む
だ
け
で
も
よ
い
。
最
後
は
全
員
で
、

黒
板
の
詩
を
音
読
す
る
。

は
何
人
ず
つ
乗
っ
て
い
ま
す
か
？

（
五
人
）

指
示
3 

「
５
５
５
」
と
書
き
な
さ
い
。

発
問
3 

全
部
で
何
人
で
す
か
？

発
問
4 

式
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

（
５
＋
５
＋
５
）

指
示
4 

こ
の
こ
と
を
、
５
×
３
と

も
言
い
ま
す
。５
×
３
。サ
ン
ハ
イ
。

  

以
下
、
同
様
に
、
同
じ
順
番
で
進

め
る
。

  

最
後
が
観
覧
車
で
あ
る
。
数
を
書

か
せ
、
全
部
の
人
数
を
確
認
し
、
た

し
算
の
式
を
言
わ
せ
た
後
、
次
の
よ

う
に
問
う
。

発
問
5 

か
け
算
で
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
か
？
（
で
き
ま
せ
ん
）

発
問
6 

ど
う
し
て
で
す
か
？
（
同

じ
数
ず
つ
で
な
い
か
ら
）

  

四
ペ
ー
ジ
を
テ
ン
ポ
良
く
教
科
書

に
書
き
込
ま
せ
る
（
ブ
ロ
ッ
ク
は
置

か
な
い
）。
五
ペ
ー
ジ
の
1
を
解
き
、

ま
と
め
を
読
む
。
ま
と
め
を
、
ノ
ー

ト
に
書
か
せ
る
。

指
示
5 

ノ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
す
。

写
し
ま
す
（
上
の
ノ
ー
ト
を
参
照
）。

　

二
学
期
の
国
語
の
授
業
び
ら
き
に

お
勧
め
。
夏
休
み
モ
ー
ド
か
ら
一
気

に
授
業
モ
ー
ド
へ
切
り
替
え
る
に
は
、

作
業
し
な
が
ら
褒
め
る
の
が
よ
い
。

一
時
間
の
授
業
シ
ナ
リ
オ
。

１ 

教
科
書
音
読
で
シ
ス
テ
ム
を

 

入
れ
る

　

先
生
の
追
い
読
み
、
一
行
交
代
読

み
、
上
下
読
み
、
一
人
読
み
な
ど
、

立
っ
た
り
座
っ
た
り
し
て
体
を
動
か

し
な
が
ら
、
空
白
を
作
ら
ず
に
指
示

を
出
す
。

　

読
ん
で
い
る
子
や
、
や
ろ
う
と
し

て
い
る
子
を
褒
め
て
全
体
を
巻
き
込

ん
で
い
く
。
遅
い
子
を
待
た
ず
に
進

め
て
い
く
と
追
い
付
い
て
く
る
。
題

名
の
横
に
〇
を
十
個
か
き
、
読
ん
だ

ら
色
を
塗
る
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
る
。

一
学
期
に
シ
ス
テ
ム
に
入
れ
て
い
な

い
と
き
は
、
こ
こ
で
指
導
し
た
い
。

２ 

一
行
を
創
作
す
る

「
詩
の
続
き
を
作
り
ま
す
」

と
説
明
し
て
か
ら
発
問
す
る
。

　

か
け
算
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。

１　

か
け
算
の
意
味
を
繰
り
返

す
。

２　

授
業
の
中
で
全
員
の
子
に

九
九
を
習
得
さ
せ
る
。

　

一
番
良
い
の
は
、

 「
か
け
算
九
九
の
助
」

を
使
う
こ
と
だ
。
量
感
を
入
れ
な
が

ら
九
九
を
練
習
で
き
る
。
昨
年
の
ク

ラ
ス
で
は
、
十
一
月
中
旬
ま
で
に
全

員
が
九
九
を
マ
ス
タ
ー
で
き
た
。
教

科
書
の
授
業
で
も
、
最
初
か
ら
か
け

算
の
意
味
を
教
え
、
繰
り
返
す
。

発
問
1 

遊
園
地
で
す
。
何
に
乗
り

た
い
で
す
か
？
（
口
々
に
言
わ
せ

る
）

指
示
1 

指
を
置
き
ま
す
。
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
…
…
。

　

最
後
、
観
覧
車
に
指
を
置
か
せ
る
。

同
じ
順
番
で
数
を
書
き
込
ま
せ
る
。

指
示
2 

も
う
一
度
、
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
に
指
を
置
き
な
さ
い
。

発
問
2 

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に

発問  ほかにどんな雨の音が聞こ
えますか。

指示  「 にあたって 」
　　四角に言葉を入れて書きま
しょう。

　　　

指示① このことを、５×３とも言いま
す。

　５×３。サンハイ。
発問  どうしてですか？

指示② ノートにまとめます。
　写します。

長野県長野市立緑ヶ丘小学校

小
こ

松
まつ

 裕
ひろ

明
あき

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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東京書籍・３年上・p.98-99

広島県東広島市立板城小学校

石
いし

橋
ばし

 禎
よし

恵
え

KOKUGO

国語
3年

詩を読もう
「紙ひこうき」
述語を問う。

時刻と時間は
「数直線」で
時刻と時間の攻略は、「時間
の数直線」をかかせること。

啓林館・３年上・p.91-92

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

 誠
まこ

人
と

SANSU

算数
3年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

発
問 

お
か
し
い
な
と
思
う
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
か
あ
さ
ん
に　

だ
か
れ
て　

ゆ
う

ら
ゆ
ら
」
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
発
表

し
た
児
童
に
は
、
理
由
も
聞
く
。

「﹃
か
あ
さ
ん
﹄
に
抱
っ
こ
さ
れ
て

い
る
か
ら
、﹃
紙
ひ
こ
う
き
﹄
が
し

た
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
す
」

説
明 

こ
れ
は
、
し
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
さ
れ
た
こ
と

で
す
。

　

こ
こ
で
、
し
っ
か
り
と
結
論
を
出

し
て
押
さ
え
る
。

「﹃
紙
ひ
こ
う
き
﹄
は
、
本
当
に
自

分
で
飛
ぶ
の
で
す
か
」

　

否
で
あ
る
。
こ
こ
で
擬
人
法
を
教

え
る
。

「
こ
の
よ
う
に
人
間
以
外
の
も
の
を

人
間
に
た
と
え
て
書
く
こ
と
を
﹃
擬

人
法
﹄
と
言
い
ま
す
」

を
置
き
な
さ
い
。

　

指
を
置
け
た
か
、
隣
同
士
で
確
認

さ
せ
る
。
そ
し
て
、
目
盛
り
に
「
９

時
50
分
」
を
書
か
せ
る
。

指
示
3 

「
10
時
25
分
」
の
所
に
指

を
置
き
な
さ
い
。

　

先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
「
10
時
25

分
」
を
見
付
け
さ
せ
、
目
盛
り
に
か

か
せ
る
。

発
問 

「
９
時
50
分
」
か
ら
「
10
時

25
分
」
ま
で
の
時
間
は
、
何
分
で

す
か
。

　

上
図
の
よ
う
な
矢
印
を
か
き
入
れ

な
が
ら
、
時
間
を
数
え
て
い
く
。
答

え
が
35
分
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

二
つ
の
時
刻
の
間
の
時
間
を
一
気

に
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
子
に
は
、

「
ち
ょ
う
ど
い
い
時
刻
」
を
設
定
す

る
と
よ
い
。

　

例
え
ば
「
10
時
」。

「
10
時
」
ま
で
10
分
、「
10
時
」
か

ら
「
10
時
25
分
」
ま
で
25
分
、
合
わ

せ
て
35
分
、
と
い
う
よ
う
に
捉
え
さ

せ
る
と
よ
い
。

　

お
勧
め
だ
。

　

音
読
を
さ
せ
、
題
名
・
作
者
名
・

連
の
数
を
確
認
す
る
。
登
場
人
物

（「
ぼ
く
」「
紙
ひ
こ
う
き
」「
か
ぜ
」）

を
確
認
し
た
後
、
次
の
指
示
を
す
る
。

指
示
1 

「
紙
ひ
こ
う
き
」
が
し

た
こ
と
を
、
全
て
見
付
け
な

さ
い
。

指
示
2 

一
つ
以
上
見
付
け
た

ら
、
立
ち
な
さ
い
。

　

立
っ
た
順
に
発
表
さ
せ
る
。
同
じ

だ
っ
た
場
合
は
座
ら
せ
る
。
発
表
し

た
も
の
を
、
○
で
囲
む
よ
う
に
指
示

を
出
す
。「
す
う
い
と　

と
ん
で
」「
く

る
り
と　

ま
わ
っ
て
」「
ま
つ
の
木

の　
上
に　
ち
ゃ
く
り
く
」／「
お
ち

て
こ
な
い　

紙
ひ
こ
う
き
」「
か
あ

さ
ん
に　

だ
か
れ
て　

ゆ
う
ら
ゆ

ら
」
が
、
挙
げ
ら
れ
る
。
発
表
す
る

ご
と
に
褒
め
、
ま
だ
囲
ん
で
い
な
い

児
童
に
は
、
隣
の
児
童
と
確
か
め
合

い
、
○
で
囲
む
よ
う
に
指
示
す
る
。

　

何
度
も
模
型
の
時
計
の
針
を
動
か

す
。
し
か
し
、
時
刻
と
時
間
の
問
題

を
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
ん
な

子
が
、

「
何
だ
！　

そ
う
い
う
こ
と
か
！
」

と
う
れ
し
そ
う
に
叫
ん
だ
。

　

時
刻
と
時
間
の
問
題
は
、「
時
間

の
数
直
線
」
を
か
く
こ
と
で
、
ど
ん

ど
ん
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

〈
問
題
〉

　

あ
す
か
さ
ん
た
ち
は
、
９
時

50
分
に
公
園
を
出
て
、
10
時
25

分
に
図
書
館
に
着
き
ま
し
た
。

か
か
っ
た
時
間
は
ど
れ
だ
け
で

す
か
。

指
示
1 

十
四
マ
ス
（
両
端
含
め

る
）
分
、
線
を
引
き
な
さ
い
。

　

ま
ず
、
十
四
マ
ス
分
の
直
線
を

ノ
ー
ト
に
か
か
せ
る
。

　

次
に
目
盛
り
を
か
き
入
れ
さ
せ
、

９
時
、
10
時
、
11
時
の
時
刻
も
書
か

せ
る
。

指
示
2 

「
９
時
50
分
」
の
所
に
指

指示  「紙ひこうき」がしたことを、
全て見付けなさい。

発問  おかしいなと思うところは
ありませんか。

発問  「９時50分」から「10時25
分」までの時間は、何分ですか。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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SANSU

算数
4年

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

 健
けん

一
いち

４桁ずつ区切らせれ
ば解ける
「一億をこえる数」にはいろい
ろなタイプの問題が登場する。
しかし、４桁ごとに区切らせれ
ば、ほとんどの問題を解ける。

KOKUGO

国語
4年

「忘れもの」
言葉を列挙し、イメージを
膨らませる。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

ね
」
と
力
強
く
褒
め
て
、
ノ
ー
ト
に

丸
を
す
る
。

２ 

早
く
書
け
た
子
供
に
、

 

板
書
さ
せ
る

　

ノ
ー
ト
に
丸
を
付
け
た
子
供
に
、

板
書
さ
せ
る
。
そ
の
板
書
が
例
示
と

な
る
。
板
書
を
見
る
こ
と
で
、
迷
っ

て
い
る
子
供
た
ち
は
「
あ
あ
、
そ
う

い
う
こ
と
を
書
け
ば
い
い
の
か
」
と

思
う
。

３ 

幾
つ
も
書
か
せ
て
、

 

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る

　

一
つ
書
け
た
ら
、
幾
つ
も
書
い
て

い
け
る
。
さ
ら
に
ノ
ー
ト
に
書
い
て

い
く
よ
う
に
指
示
を
す
る
。

　

最
後
に
、
黒
板
に
書
か
れ
た
言
葉

を
み
ん
な
で
読
み
、
夏
休
み
の
忘
れ

も
の
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

　

詩
を
読
む
と
き
に
、
詩
に
は
出
て

こ
な
い
け
れ
ど
、
ほ
か
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
は
大
切

で
あ
る
。
想
像
力
が
身
に
付
く
。
ほ

か
の
詩
で
も
扱
え
る
発
問
で
あ
る
。

書
か
せ
る
。「
兆
」「
億
」「
万
」
だ
。

　

こ
れ
で
「
兆
の
部
屋
」「
億
の
部

屋
」「
万
の
部
屋
」「
一
の
部
屋
（
位

は
書
か
れ
て
い
な
い
）」
が
で
き
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
合
う
よ
う
に
、

数
字
を
書
か
せ
る
。
こ
の
場
合
だ
と
、

「
三
十
四
億
」
だ
か
ら
、「
億
の
部
屋
」

に
34
と
書
か
せ
る
。

　

数
字
が
な
い
所
に
は
、
０
を
書
か

せ
れ
ば
答
え
が
完
成
す
る
。

２ 

教
科
書
に
出
て
い
る
数
値
を

 

四
桁
ご
と
に
区
切
ら
せ
る

　

例
え
ば
、「
右
の
数
は
、
一
兆
を

何
こ
と
、
一
億
を
何
こ
あ
わ
せ
た
数

で
す
か
」
と
い
う
よ
う
な
問
題
。

　

教
科
書
に
問
題
と
し
て
出
さ
れ
て

い
る
数
字
を
、
赤
線
で
四
桁
ご
と
に

区
切
ら
せ
る
。
そ
し
て
、
位
を
書
か

せ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
作
業
を
す
れ
ば
、
こ

の
問
題
は
解
け
る
。
後
は
、
問
題
に

対
応
す
る
答
え
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ

れ
ば
よ
い
。　

１ 

一
つ
書
け
た
ら
、
ノ
ー
ト
を

 

持
っ
て
来
さ
せ
る

発
問 

ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
「
忘

れ
も
の
」
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
。

指
示 

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　
　

一
つ
書
け
た
ら
、
ノ
ー
ト

を
持
っ
て
来
な
さ
い
。

と
発
問
・
指
示
を
出
す
。

　

夏
休
み
の
代
名
詞
の
よ
う
な
言
葉

を
書
け
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

「
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
」
と
い
う

指
示
だ
け
で
、
全
員
が
書
き
出
し
て

い
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
何
を
書
け

ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
子
供
も
い

る
。
分
か
っ
て
い
て
も
自
信
が
な
い

子
供
も
い
る
。

　

早
く
書
け
た
子
供
が
ノ
ー
ト
を

持
っ
て
来
た
際
に
、「
い
い
ね
！
」「
そ

れ
も
あ
る
ね
」「
よ
く
思
い
付
い
た

　

こ
の
単
元
は
、
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ

プ
の
問
題
が
出
て
く
る
。

　

だ
が
、
四
桁
区
切
り
の
赤
線
を
か

か
せ
れ
ば
、
筆
算
以
外
の
問
題
は
全

て
対
応
で
き
る
。

　

こ
の
方
法
で
指
導
し
た
と
こ
ろ
、

単
元
末
テ
ス
ト
で
は
「
10
倍
、

1
10
に
す
る
」
問
題
で
、
一
人
が

間
違
え
た
だ
け
だ
っ
た
。

　

原
則
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

１　

ノ
ー
ト
に
、
先
に
赤
線
と

位
を
か
か
せ
る
。

２　

教
科
書
に
出
て
い
る
数
値

を
四
桁
ご
と
に
区
切
ら
せ
る
。

１ 

ノ
ー
ト
に
、
先
に
赤
線
と

 

位
を
書
か
せ
る

　

例
え
ば
、「
三
十
四
億
千
五
百
九

十
六
万
を
数
字
で
書
き
ま
し
ょ
う
」

の
よ
う
な
問
題
だ
。

　

ま
ず
、
四
桁
ご
と
に
、
ノ
ー
ト
に

赤
線
を
書
か
せ
る
。
そ
し
て
、
位
を

発問  ほかにどのような「忘れも
の」が考えられますか。

指示  ノートに書きなさい。
　　一つ書けたら、ノートを持っ
て来なさい。

指示  右から４桁ずつ、赤で区切
りなさい。

　　位を書きなさい。

光村図書・４年上・p.102-103

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

東京書籍・４年上・p.89-93

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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東京都国立市立国立第六小学校

村
むら

野
の

 聡
さとし

SANSU

算数
5年

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

KOKUGO

国語
5年

偶数と奇数の学習は
教科書どおりで
いこう
「あたり・はずれゲーム」で
偶数と奇数に気付かせる。

「話す・聞く単元」「書く単
元」を攻略するポイント
「話す・聞く単元」「書く単元」にも、「付
けたい力」が厳然と存在する。その力を
付けさせるために、大切なポイントを発
見させること、効果を考えさせること、
自分は特にどれを意識したいかを考えさ
せることが効果的である。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識

す
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
効
果
が
あ

り
ま
す
か
。

　

①
は
、
最
初
に
目
的
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
こ
と
で
、
方
向
性
が
分
か
る

と
い
う
効
果
が
あ
る
。

　

②
は
、
立
場
が
は
っ
き
り
す
る
た

め
、
聞
い
て
い
る
側
が
聞
き
や
す
く

な
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
。

　

③
は
、
質
問
さ
れ
て
い
る
側
を
、

安
心
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

効
果
が
あ
る
。

　

④
は
、
問
題
点
を
よ
り
絞
り
込
む

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
活
用
の
視
点
を
与
え
る
。

　

特
に
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し

て
話
合
い
を
し
た
い
で
す
か
。

「
ポ
イ
ン
ト
↓
効
果
↓
活
用
」
の
流

れ
は
幅
広
く
応
用
が
可
能
で
あ
る
。

　

分
か
ら
な
い
子
も
い
る
が
、
何
と

な
く
分
か
っ
て
き
た
子
も
出
る
。

　

さ
あ
、
あ
た
り
の
カ
ー
ド
と
、

は
ず
れ
の
カ
ー
ド
は
、
そ
れ
ぞ

れ
ど
ん
な
仲
間
で
し
ょ
う
か
。

「
２
で
割
り
切
れ
る
仲
間
と
２
で
割

り
切
れ
な
い
仲
間
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

こ
こ
で
、
あ
た
り
カ
ー
ド
は
「
偶

数
」、
は
ず
れ
カ
ー
ド
は
「
奇
数
」

と
い
う
こ
と
を
教
え
る
（
０
は
偶

数
）。

　

な
お
、
カ
ー
ド
の
裏
に
次
の
よ
う

な
式
を
書
い
て
お
き
、
め
く
っ
て
偶

数
と
奇
数
の
違
い
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
と
よ
い
。

　

教
師
用
の
指
導
書
に
、
話
合
い
の

例
の
Ｃ
Ｄ
が
付
い
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
文
字
起
こ
し
も
付
い
て
い
る
。

　

文
字
起
こ
し
し
た
も
の
を
子
供
に

配
付
す
る
。
そ
の
上
で
の
活
動
で
あ

る
。

　

ま
ず
、
ポ
イ
ン
ト
を
発
見
さ
せ
る
。

　

計
画
的
に
話
し
合
う
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ

り
ま
す
か
。
書
き
込
み
な
さ
い
。

　

紙
に
ポ
イ
ン
ト
を
書
き
込
ま
せ
る
。

　

次
の
よ
う
に
な
る
。

①
話
合
い
の
目
的
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
。

②
結
論
を
先
に
、
理
由
を
後
に

述
べ
る
。

③
相
手
の
考
え
を
受
け
止
め
て

か
ら
質
問
な
ど
を
述
べ
る
。

④
似
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
違
う

と
こ
ろ
を
考
え
る
。

　

次
に
、
効
果
を
考
え
さ
せ
る
。

　

教
科
書
ど
お
り
、
１
か
ら
40
ま
で

の
カ
ー
ド
を
作
っ
て
お
く
。
画
用
紙

に
マ
ジ
ッ
ク
で
数
字
を
書
く
だ
け
だ
。

０
の
カ
ー
ド
も
作
っ
て
お
く
。

　

今
か
ら
先
生
が
出
す
カ
ー
ド

に
は
、
あ
た
り
・
は
ず
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
言
っ
て
、
カ
ー
ド
を
一
枚
一

枚
め
く
っ
て
い
く
。

　

23
は
⋮
⋮
は
ず
れ
で
す
。

　

16
は
⋮
⋮
あ
た
り
で
す
。

　

子
供
た
ち
に
は
、
何
が
あ
た
り
で

何
が
は
ず
れ
な
の
か
分
か
ら
な
い
。

　

偶
数
が
出
た
ら
、
黒
板
の
「
あ
た

り
」
側
に
貼
る
。

　

奇
数
が
出
た
ら
、
黒
板
の
「
は
ず

れ
」
側
に
貼
る
（
上
図
参
照
）。

　

時
々
、
子
供
に
聞
い
て
み
る
。

　

39
は
⋮
⋮
あ
た
り
・
は
ず
れ
の

ど
ち
ら
で
す
か
。

発問１ 計画的に話し合うためのポイン
トには、どんなものがありますか。

発問２ それぞれのポイントを意識する
ことで、どんな効果がありますか。

発問３ 特にどのポイントを意識して話
合いをしたいですか。

説明１ 今から先生が出すカード
には、あたり・はずれがあります。

説明２ 23は……はずれです。
説明３ 16は……あたりです。

東京書籍・５年上・p.79
「整数の性質を調べよう」ほか

ポイントを発見させ、言語化させる　（ポイント）

それぞれのポイントの効果は何か考えさせる　（効果）

自分なら、どれを特に意識したいか考えさせる　（活用）
光村図書・５年・p.104-111
「明日をつくるわたしたち」

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

※ 教科書をもとにかき起こしました。
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埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

 正
まさ

和
かず

KOKUGO

国語
6年

「書く」単元で大切
なこと
「始め・中・終わり」を見付けること。
次に「始め」を二文で、「中」を二文
で、「終わり」を一文で書いてみるこ
と。この５つの文が、「型」となる。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

SANSU

算数
6年

「拡大図・縮図」
時間差を埋める
３つの手立て
①説明 ②色塗り ③隣と確認 
で、時間差ゼロ。

教育出版・６年上・p.104-108

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

給
食
当
番
か
ら
戻
る
と
、
い
つ

の
間
に
か
給
食
着
が
畳
ん
で
置
い

て
あ
っ
た
。
誰
が
や
っ
て
く
れ
た

の
だ
ろ
う
と
、
不
思
議
な
気
持
ち

と
う
れ
し
さ
が
入
り
混
じ
っ
た
。

　

次
に
文
章
を
長
く
さ
せ
る
。
こ
れ

は
〈
中
〉
を
長
く
す
れ
ば
よ
い
。

　

皆
が
書
い
た
随
筆
は
、
こ
れ
だ

け
で
も
立
派
な
の
で
す
が
、〈
中
〉

を
具
体
的
に
書
く
と
、
読
む
人
が

そ
の
場
面
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、〈
中
〉

で
書
い
た
二
文
を
も
う
少
し
詳
し

く
し
ま
す
。
一
行
増
や
す
ご
と
に

プ
ラ
ス
一
〇
点
で
す
。
最
高
は
十

行
で
一
〇
〇
点
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
伝
え
て
、
も
う
一
度

〈
始
め
〉
か
ら
書
か
せ
る
。
す
る
と

〈
中
〉
が
長
く
な
っ
て
よ
り
よ
い
随

筆
と
な
る
。〈
中
〉
が
長
く
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
「
十
行
」
を
最
高
に
し

た
。
得
意
な
子
に
は
、〈
始
め
〉〈
終

わ
り
〉
も
少
し
変
え
さ
せ
る
と
よ
い
。

だ
な
ぁ
」
と
思
っ
た
色
塗
り
が
、
向

山
氏
は
「
Ｂ
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

＂す
っ
ご
く
き
れ
い
＂
な
ら
ば
「
Ａ
」

だ
。
厳
し
い
と
、
子
供
が
嫌
が
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
人
も
い
る
。

大
丈
夫
だ
。
逆
で
あ
る
。
厳
し
い
方

が
、
子
供
は
熱
中
す
る
。
Ａ
を
付
け

た
瞬
間
、
跳
び
上
が
っ
て
喜
ぶ
。

　

三
つ
目
が
、
隣
同
士
で
確
認

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

九
割
ぐ
ら
い
の
子
供
が
か
け
て
い

る
と
す
る
。「
で
き
た
人
同
士
で
ノ
ー

ト
を
交
換
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
正

し
い
か
、
分
度
器
、
定
規
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
指
示
す

る
。
私
は
作
図
を
初
め
て
教
え
る
と

き
に
よ
く
使
う
。
始
め
に
４
㎝
の
直

線
を
引
か
せ
た
と
す
る
。
す
ぐ
に
引

く
子
も
い
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
ま
だ
定

規
を
持
っ
て
い
な
い
子
も
い
る
。「
隣

が
４
㎝
引
い
た
か
な
？　

チ
ェ
ッ
ク

し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
言
い
な
が

ら
、
ま
だ
か
い
て
い
な
い
子
供
に
定

規
を
渡
し
、
サ
ッ
と
手
伝
う
。

「
書
く
」
単
元
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
作

文
か
ら
「
型
」
を
見
付
け
る
こ
と
で

あ
る
。
教
育
出
版
の
「
随
筆
を
書
こ

う
」
か
ら
次
の
型
を
示
す
。

　

親
切

名
前

〈
始
め
〉

　

親
切
に
さ
れ
た
こ
と
で
、
忘
れ

ら
れ
な
い
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
と
き
、
ど
ん
な
感
情
を
抱

い
た
で
あ
ろ
う
か
。

〈
中
〉

（
さ
れ
た
親
切
を
一
文
で
書
く
）

（
そ
の
と
き
の
感
情
を
一
文
で
書

く
）

〈
終
わ
り
〉

　

こ
の
よ
う
に
、
親
切
は
人
の
心

を
温
め
、
絆き
ず
な

を
深
め
る
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
随
筆
は
五
つ
の
文
で
で
き
て

い
る
。〈
始
め
〉
と
〈
終
わ
り
〉
は
、

そ
の
ま
ま
写
す
だ
け
で
よ
い
。
違
う

の
は
〈
中
〉
だ
け
で
あ
る
。〈
中
〉
は
、

例
え
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

拡
大
図
・
縮
図
を
か
か
せ
る
と
き
、

一
番
の
問
題
は
時
間
差
で
あ
る
。
早

い
子
は
サ
ッ
と
か
く
。
遅
い
子
は
ま

だ
か
き
始
め
た
ば
か
り
。
そ
の
差
を
、

ど
の
よ
う
に
し
て
埋
め
る
の
か
。
手

立
て
は
三
つ
。

　

一
つ
目
は
、
説
明
で
あ
る
。

　

完
成
し
た
子
が
、
教
師
の
所
に

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
る
。

「
ど
の
よ
う
に
し
て
拡
大
図
を
か
き

ま
し
た
か
。
数
と
言
葉
で
説
明
し
な

さ
い
」

　

大
事
な
の
は
、「
言
葉
と
数
」と
条

件
を
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
説
明
に
は
、必

ず
条
件
が
付
い
て
い
る
。
日
頃
か
ら

「
言
葉
」「
数
」「
式
」「
表
の
言
葉
」
な

ど
条
件
を
付
け
て
説
明
を
書
か
せ
る
。

　

二
つ
目
は
、
色
塗
り
で
あ
る
。

　

向
山
洋
一
氏
の
追
試
で
あ
る
。
条

件
が
一
つ
だ
け
あ
る
。
そ
れ
は
、
厳

し
い
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
と
い

う
こ
と
だ
。
私
の
感
覚
で
「
き
れ
い

指示１ された親切を、できるだ
けたくさん発表します。

指示２ その中で、一番忘れられ
ないほどうれしかったことを選
びます。

指示  どのようにして拡大図をか
きましたか。数と言葉で説明し
なさい。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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し
、「
輝
い
て
い
る
の
は
太
陽
の
あ

る
側
」
で
あ
る
こ
と
を
復
習
す
る
。

③
実
験
で
確
か
め
る

　

電
球
な
ど
の
光
源
を
太
陽
、
ボ
ー

ル
な
ど
の
球
体
を
月
と
し
て
、
実
験

を
行
う
。
こ
の
と
き
、
全
員
が
一
度

に
実
験
で
き
る
よ
う
に
、
三
十
五
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
発
泡
球
を
使
う
と
よ

い
。
竹
串
を
指
す
と
持
ち
や
す
い

（
安
全
の
た
め
、
竹
串
の
と
が
っ
た

先
端
は
切
り
落
と
し
て
使
う
）。

　

三
脚
な
ど
を
使
っ
て
、
電
球
が
目

の
高
さ
く
ら
い
に
な
る
よ
う
に
し
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
球
を
持
っ
て
そ
の

周
り
に
立
ち
、
実
験
を
す
る
（
左
図

参
照
）。

　

こ
の
と
き
、

「
太
陽
、
自
分
、

月
」
の
位
置

関
係
と
月
の

形
、「
太
陽
の

あ
る
側
が
輝

い
て
い
る
こ

と
」
を
確
か

め
さ
せ
る
。

２ 

繰
り
返
し
て
習
得
さ
せ
る

①「
見
方
」
を
教
え
る

　

観
察
さ
せ
る
前
に
、
三
日
月
・
半

月
・
満
月
の
観
察
カ
ー
ド
を
一
緒
に

か
い
て
、
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
を

知
ら
せ
る
。
こ
の
と
き
、「
太
陽
、

自
分
、
月
」
の
位
置
関
係
と
「
輝
い

て
い
る
の
は
太
陽
の
あ
る
側
」
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
位
置
関
係
は
、

指
で
な
ぞ
る
な
ど
の
活
動
を
入
れ
る

と
よ
い
。

②
観
察
さ
せ
る

　

夕
方
の
観
察
な
の
で
宿
題
に
な
る
。

事
前
に
学
年
だ
よ
り
な
ど
で
保
護
者

に
協
力
の
お
願
い
を
し
、
注
意
事
項

を
知
ら
せ
て
お
く
と
よ
い
。

　

宿
題
な
の
で
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た

り
都
合
で
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
児

童
も
い
る
。
学
校
で
は
、
や
っ
て
き

た
児
童
の
カ
ー
ド
を
見
て
写
さ
せ
、

家
で
実
際
の
月
を
見
て
お
く
よ
う
に

指
導
す
る
。

　

こ
こ
で
も
、「
太
陽
、
自
分
、
月
」

の
位
置
関
係
を
指
で
な
ぞ
っ
て
確
認

１ 

教
え
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

　

太
陽
と
月
の
位
置
関
係
は
、
複
雑

で
説
明
が
難
し
い
。
事
前
に
情
報
を

整
理
し
て
、
シ
ン
プ
ル
に
説
明
で
き

る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

六
年
生
で
は
、「
月
の
輝
い
て
い

る
側
に
太
陽
が
あ
る
こ
と
」「
月
の

形
の
見
え
方
は
、
太
陽
と
月
の
位
置

関
係
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
」
を
教

え
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
観
察
条
件

を
絞
る
。　

　

観
察
時
刻
は
午
後
六
時
頃
、
観
察

日
は
三
日
月
・
半
月
・
満
月
の
と
き
、

観
察
者
は
南
を
向
く
と
い
う
条
件
で

観
察
を
行
う
（
下
図
）。

基礎
・基本

理科

て
月
の
形
の
見
え
方
を
確
認
す
る
。

　

こ
こ
で
、
観
察
者
は
南
を
向
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
る
。

　

太
陽
が
右
手
に
あ
る
場
合
は
西
に

太
陽
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
夕

方
、
左
手
に
あ
る
場
合
は
東
に
太
陽

が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
朝
方
に

な
る
。
輪
の
中
か
ら
月
の
形
を
観
察
し

て
、
気
が
付
い
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
。

「
宇
宙
目
線
で
見
た
と
き
に
は
ど
れ

も
同
じ
に
見
え
た
月
の
形
が
、
地
球

目
線
で
見
る
と
、
月
の
位
置
が
変
わ

る
に
つ
れ
て
形
も
違
っ
て
見
え
た
」

な
ど
。

　

準
備
に
手
間

が
掛
か
る
が
、

一
度
作
る
と
何

度
も
使
え
る
。

実
際
に
輪
の
中

か
ら
モ
デ
ル
を

観
察
さ
せ
る
と
、

「
お
ー
、
形
が

変
わ
る
！
」
と

児
童
は
感
動
す

る
。

陽
の
位
置
を
確
定
す
る
。

　

月
の
モ
デ
ル
に
す
る
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
球
の
半
分
に
黄
色
、
半
分
に

黒
色
を
塗
っ
た
も
の
を
、
班
に
八
個

ず
つ
用
意
す
る
。

　

太
陽
の
位
置
と
月
の
輝
い
て
い
る

面
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
月
の

軌
道
上
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
球
の
モ

デ
ル
を
貼
り

付
け
る
。

　

気
が
付
い

た
こ
と
を
発

表
さ
せ
る
。

「
地
球
の
外

側
か
ら
見
る

と
、
月
は
ど

こ
に
あ
っ
て

も
同
じ
形
に

光
っ
て
見
え

る
」
な
ど
。

３ 

地
球
目
線
で
の
モ
デ
ル
の
観
察

　

班
ご
と
に
月
の
軌
道
の
輪
を
持
っ

て
、
一
人
ず
つ
地
球
の
位
置
に
入
っ

１ 

観
察
を
基
に
予
想
さ
せ
る

　

太
陽
と
月
の
位
置
関
係
を
調
べ
る

実
験
の
説
明
を
し
て
、
月
の
形
の
見

え
方
を
予
想
さ
せ
る
。

　

実
験
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
小
森

栄
治
氏
の
説
明
が
分
か
り
や
す
い
。

「Y
ouT

ube

」
で
「
ヘ
ッ
ド
ア
ー
ス

モ
デ
ル
」
と
検
索
す
る
と
、
動
画
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ

ン
ド
で
も
「
ヘ
ッ
ド
ア
ー
ス
モ
デ

ル
」
で
検
索
す
る
と
、
幾
つ
か
コ
ン

テ
ン
ツ
が
あ
る
の
で
参
考
に
な
る
。

　

観
察
で
分
か
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、

実
験
の
予
想
を
さ
せ
る
。

「
Ａ
は
三
日
月
に
見
え
る
と
思
う
。

理
由
は
、
自

分
か
ら
見
た

太
陽
と
月
の

位
置
が
近
い

か
ら
」
な
ど
。

２ 

実
験
を
基
に
モ
デ
ル
を
作
る

　

フ
ラ
フ
ー
プ
や
つ
な
い
で
丸
く
し

た
ホ
ー
ス
な
ど
を
使
っ
て
月
の
軌
道

と
し
た
も
の
を
、
班
の
数
分
用
意
す

る
。
黒
板
に
太
陽
を
か
く
な
ど
、
太

理科

教えることを明確
にし、繰り返して
習得させる
６年「太陽と月」の複雑な
位置関係は、変化のある繰
り返しで教える。

福井県・理科サークル「クォーク」

上
うえ

木
き

 朋
とも

子
こ

東京書籍・６年・p.91-97

物を使って考えな
がら活動させ、実
感を伴った理解を
目指す
モデル化しながら、月の形
の見え方の仕組みに気付か
せる。

福井県・理科サークル「クォーク」

上
うえ

木
き

 朋
とも

子
こ

東京書籍・６年・p.91-97

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

観察者
（自分）

太
陽
の
沈
ん
だ
位
置
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④
も
う
一
歩
の
突
っ
込
み

　

自
然
を
守
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る

の
は
人
だ
が
、
一
方
で
自
然
環
境
を

破
壊
し
て
い
る
の
も
人
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問
3 

「
人
が
足
を
踏
み
入
れ

な
け
れ
ば
、
高
山
植
物
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た

は
、
こ
の
意
見
に
賛
成
で
す

か
、
反
対
で
す
か
。

・
バ
ス
の
排
気
ガ
ス
が
な
く
な
る
と

環
境
に
い
い
か
ら
賛
成
。

・
美
し
い
自
然
を
見
ら
れ
な
く
な
る

の
は
嫌
だ
か
ら
反
対
。

⑤
感
想
を
書
か
せ
る

　

自
然
や
動
植
物
と
人
と
の
関
係
は
、

安
易
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

自
然
と
人
と
の
関
係
の
中
で
生
ま
れ

る
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た

上
で
「
自
然
を
守
る
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
」
と
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
、

真
の
「
自
然
愛
護
」
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

発
問
1 

松
井
さ
ん
が
「
そ
こ

に
こ
し
を
下
ろ
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
」
と
言
っ
た
理
由
は

何
で
す
か
。

・
そ
こ
に
、
チ
ン
グ
ル
マ
の
花
が

あ
っ
た
か
ら
。

「
チ
ン
グ
ル
マ
は
、
元
に
戻
る
ま
で

十
年
は
か
か
る
」
と
い
う
こ
と
も
、

合
わ
せ
て
確
認
す
る
。

③
主
発
問
を
行
う

発
問
2 

も
し
あ
な
た
が
立
山

の
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
の
人

だ
っ
た
ら
、
勇
君
の
よ
う
に

高
山
植
物
の
上
に
座
っ
て
し

ま
う
人
を
減
ら
す
た
め
に
、

何
を
し
ま
す
か
。

・「
高
山
植
物
が
生
え
て
い
ま
す
。

座
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
い

う
看
板
を
立
て
る
。

・
バ
ス
停
で
、
気
を
付
け
て
も
ら
え

る
よ
う
に
チ
ラ
シ
を
配
る
。

・
解
説
員
を
付
け
て
、
そ
の
場
で
話

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

１　

扱
い
に
く
い
「
自
然
愛
護
」

の
読
み
物
資
料

　

教
科
書
に
は
、
扱
い
や
す
い
読
み

物
資
料
と
扱
い
に
く
い
読
み
物
資
料

が
あ
る
。
そ
の
中
で
、「
自
然
愛
護
」

の
読
み
物
資
料
は
特
に
扱
い
に
く
い
。

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
内
容

が
中
心
で
あ
り
、
子
供
た
ち
に
は
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
い
。
か
と
い
っ
て
、

読
む
だ
け
で
子
供
の
心
を
揺
さ
ぶ
る

ほ
ど
の
力
の
あ
る
資
料
も
少
な
い
。

　

こ
の
「
自
然
愛
護
」
教
材
を
、
ど

の
よ
う
に
授
業
す
る
の
か
。

２　
「
自
然
愛
護
」
と
「
人
」
と

の
ジ
レ
ン
マ
を
扱
う

「
ひ
と
ふ
み
十
年
」
と
い
う
教
材
が

あ
る
。
こ
の
話
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の

立
山
直
下
に
あ
る
室
堂
に
や
っ
て
き

た
勇
君
親
子
が
、
チ
ン
グ
ル
マ
の
草

原
に
腰
を
下
ろ
す
。
そ
こ
に
立
山
の

自
然
解
説
員
の
松
井
さ
ん
が
や
っ
て

き
て
、「
そ
こ
に
座
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
話
を
す
る
。
松
井
さ
ん
は
二

人
を
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
に
連

れ
て
行
き
、
チ
ン
グ
ル
マ
が
生
長
す

る
ま
で
に
十
年
か
か
る
こ
と
を
教
え

る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
話
を
、
次
の
よ
う
に
扱
う
。

①
資
料
を
読
み
聞
か
せ
る

②
状
況
設
定
を
確
認
す
る

　

登
場
人
物
、
場
所
を
確
認
し
た
後
、

次
の
よ
う
に
問
う
。

　

単
語
練
習
の
後
、
左
の
よ
う
に
、

状
況
設
定
を
行
う
。
そ
の
後
、「
答

え
方
↓
尋
ね
方
」
の
口
頭
練
習
を
行

い
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
進
む
。
児

童
の
実
態
に
よ
っ
て
、
一
度
に
扱
う

単
語
量
や
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
量
は
調
整

す
る
。
旅
行
に
行
っ
て
い
な
い
児
童

も
い
る
の
で
、
公
園
に
行
っ
た
こ
と

や
家
で
食
べ
た
も
の
で
も
、
も
ち
ろ

ん
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
。

が
定
着
し
、
日
付
と
イ
ラ
ス
ト
を
黒

板
に
か
く
だ
け
で
、
児
童
か
ら

「ate!

」「w
ent to!

」
と
勢
い
よ
く
声

が
あ
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２ 

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
す
る

「W
e Can! 2

」
の
年
間
指
導
計
画

例
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
表
現
例
は
モ

ノ
ロ
ー
グ
で
あ
る
。「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｓ

ｕ
ｎ
ｎ
ｙ
」
例
会
で
、
井
戸
氏
は
モ

ノ
ロ
ー
グ
の
み
で
の
模
擬
授
業
に
対

し
、
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
す
る
こ
と
を

代
案
と
し
て
示
し
た
。（
左
図
参
照
）

　

過
去
形
が
出
て
く
る
単
元
で
あ
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

１　

過
去
形
を
理
解
さ
せ
る

２　

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
す
る

１ 

過
去
形
を
理
解
さ
せ
る

「go

」
が
「w

ent

」
に
な
る
と
い

う
よ
う
な
過
去
形
の
表
現
を
、
児
童

は
初
め
て
学
習
す
る
。
日
本
語
を
介

さ
ず
に
、
過
去
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
い
。
カ
レ
ン

ダ
ー
や
日
付
を
使
っ
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
英

会
話
中
央
事
務
局
代
表
で
あ
る
井
戸

砂
織
氏
の
授
業
の
追
試
で
あ
る
。

　

①
の
吹
き
出
し
の
よ
う
に
、
今
日

の
日
付
と

を
黒
板
に
か

き
、
現
在
形
を
復
習
す
る
。

既
習
の
た
め
、
児
童
か
ら

言
え
た
ら
褒
め
る
。

　

②
の
吹
き
出
し
の
よ
う

に
、
昨
日
の
日
付
と

を

黒
板
に
か
き
、
過
去
な
ら

「ate

」
と
言
う
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
。
ほ
か
の
単
語

も
同
様
に
進
め
た
。「U

nit5

」
を
毎

時
間
行
う
こ
と
で
、
児
童
に
過
去
形

Unit5
［My Summer 
Vacation. 夏休み
の思い出］を授業す
るときのポイント！
「TOSS Sunny」例会で知った
ポイント！　日本語を介さず、
直感で過去形を理解させるこ
と、モノローグはダイアロー
グにすることである。

「自然愛護」を考え
させるための、も
う一歩の突っ込み
自然と人との関係の中で生
まれた「ジレンマ」を教え
なければ、真の自然愛護を
考えさせることはできない。

愛知県名古屋市立弥富小学校

木
き

村
むら

理
みち

子
こ

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

 和
かず

秀
ひで

We Can ! 2・p.34-41 日本文教出版・５年・p.100-105

　学習指導要領対応　 道徳・英語の授業実践新

6年英語 5年道徳

〈板書例〉
9/10 　  9/9

※　

Ｔ
は
教
師
、
Ｃ
は
児
童
。

T：Yesterday, “ate”
T：ate　C：ate
T：ate　C：ate

T：Today, “eat”
T：eat　C：eat
T：eat　C：eat

②①

本時のダイアローグ（井戸砂織氏の追試）
Ａ：How was your summer vacation?
Ｂ：It was ～ .
Ａ：Why?
Ｂ：Because, I went to ～ . I enjoyed ～ . I saw ～ . I ate ～ .
Ｔ：○○先生, my summer vacation, It was exciting!
　　Because, I went to Kyoto.
   　I saw Kyoto tower. I enjoyed walking.
   　I ate 八つ橋. It was delicious!
（実際に行ったときの写真などを見せながらするとよい）
　　Everyone, how was your summer vacation?
（「みんなの夏休みはどうだったかな？」とワクワクした感じで尋ねる）
Ｃ：It was good!
Ｔ：Oh! Your summer vacation was good! Why?
（教師がリアクションをすることによって、実際の会話のようになっ
たり、児童への手本となったりする）
Ｃ：Because, I went to Nara. I went to 東大寺.
（同様に２～３名程度指名して、やり取りをする）

〈表現例〉
―文部科学省 第６学年 外国語 年間指導計画例より―
I went to (my grandparents’ house). 
I enjoyed (fi shing). 
I saw (the blue sea). 
I ate (ice cream). 
It was [fun / exciting / beautiful / delicious].

〈ダイアローグ例〉
―「TOSS Sunny」例会 井戸砂織氏代案より―
Ａ：How was your summer vacation?
Ｂ：It was ～ .
Ａ：Why?
Ｂ：Because, I went to ～ . I enjoyed ～ . I saw ～ . I ate ～ .
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⑴
強
弱
記
号
を
マ
ス
タ
ー
す
る

　

mp
、
mf
、
f

、
ど
ん
な
大
き
さ
で

歌
う
の
か
、
第
一
声
の
練
習
を
す
る
。

教
師
：
f
の
い
ー　

生
徒
：
い
ー

教
師
：
mp
の
い
ー　

生
徒
：
い
ー

教
師
：
mf
の
い
ー　

生
徒
：
い
ー

教
師
：
変
化
な
し
！　

も
う
一
度
。

　

変
化
が
付
い
た
と
こ
ろ
で
、

教
師
：
強
弱
を
付
け
て
歌
い
ま
す
。

　

強
弱
を
意
識
し
て
歌
う
よ
う
に
な

る
。

⑵
指
揮
を
振
り
な
が
ら
歌
う

　

出
だ
し
の
合
図
、
終
わ
り
の
合
図

を
練
習
し
た
後
、
強
弱
を
付
け
な
が

ら
振
っ
た
り
、
二
人
組
で
確
認
し
た

り
し
た
。

⑶
リ
ズ
ム
を
打
ち
な
が
ら
歌
う

　

幾
つ
か
の
リ
ズ
ム
を
カ
ス
タ
ネ
ッ

ト
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
タ
ム
 ※
で

た
た
い
た
。

⑷「
こ
の
曲
を
ど
ん
な
ふ
う
に
演
奏

し
た
い
で
す
か
」

「
歌
と
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
い
い
」

「
歌
と
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
が
い
い
」

　

自
分
た
ち
で
工
夫
を
し
始
め
た
。

⑪
楽
器
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
演
奏
す
る
。

　

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
に
よ
り
、

一
つ
の
曲
で
様
々
な
歌
い
方
を
身
に

付
け
る
。

３ 

曲
を
ア
レ
ン
ジ
す
る

　

既
習
曲
は
、

「
ど
ん
な
ふ
う
に
し
た
い
で
す
か
」

と
問
う
。

　

歌
い
方
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
マ
ス

タ
ー
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
合
わ

せ
た
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
。
ど
ん
な
工
夫
を
す
る
と
更
に

面
白
い
も
の
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

自
分
で
こ
ん
な
ふ
う
に
し
た
い
と
い

う
意
見
を
も
っ
て
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

活
動
に
移
る
。

４ 

中
学
一
年
生
の
実
践

　

中
学
一
年
生
、
最
初
の
歌
は
、

「W
ell Find T

he W
ay 

～
は
る
か

な
道
へ
」
だ
。

　

上
下
パ
ー
ト
を
ど
ち
ら
も
歌
え
る

よ
う
に
な
り
、
好
き
な
方
を
選
ん
で

歌
っ
た
。

　

教
科
書
で
様
々
な
歌
を
習
う
が
、

歌
う
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
も

う
一
歩
進
化
さ
せ
た
い
。

１ 

声
づ
く
り

口
を
閉
じ
た
ハ
ミ
ン
グ

口
を
開
け
た
ハ
ミ
ン
グ

Ｎ
Ｇ
ハ
ミ
ン
グ
※1

ロ
ロ
ロ
歌
い
※2

「
ふ
る
さ
と
」
や
「
翼
を
く
だ
さ
い
」

な
ど
、
既
習
曲
で
声
づ
く
り
を
す
る
。

自
分
の
声
の
響
き
を
体
感
さ
せ
な
が

ら
、
毎
時
取
り
組
む
（﹃
さ
す
が
！

と
い
わ
れ
る
合
唱
指
導
の
原
則
﹄（
横

崎
剛
志
著　

学
芸
み
ら
い
社
）
に
詳

し
い
）。

２ 

歌
い
方
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

　

声
づ
く
り
の
後
は
、
新
曲
に
取
り

組
む
。

①
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
歌
う
。

②
歌
詞
で
歌
う
。

③
二
声
の
上
下
パ
ー
ト
な
ら
、
両
方

と
も
歌
う
。

④
自
分
で
パ
ー
ト
を
選
ん
で
歌
う
。

⑤
ド
レ
ミ
で
歌
う
。

⑥
指
揮
を
し
な
が
ら
歌
う
。

⑦
強
弱
を
付
け
て
歌
う
。

⑧
指
揮
に
強
弱
を
付
け
て
歌
う
。

⑨
リ
ズ
ム
打
ち
を
し
な
が
ら
歌
う
。

⑩
楽
器
を
使
っ
て
リ
ズ
ム
打
ち
を
す

る
。

て
い
ま
す
。
ど
の
表
現
で
す

か
。
そ
れ
ぞ
れ
、
線
を
引
い

た
ら
見
せ
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

場
面
１
：
木
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

場
面
４
：
木
の
下
を
く
ぐ
っ
て
出
た

発
問
5 

「
私
」
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
対
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。「
〇
〇
な
私
↑
↓
□
□

な
私
」
と
書
き
な
さ
い
。（
文

字
数
は
自
由
）

　

早
い
生
徒
か
ら
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

来
さ
せ
て
、
教
師
が
○
を
付
け
る
。

生
徒
は
黒
板
に
書
い
て
、
発
表
す
る
。

「
束
縛
さ
れ
た
私
↑
↓
解
放
さ
れ
た

私
」「
不
自
由
な
私
↑
↓
自
由
な
私
」

な
ど
が
出
た
。

　

こ
の
後
、
授
業
で
は
「
私
」
の
変

化
が
決
定
的
に
な
っ
た
一
文
を
探
さ

せ
、
討
論
さ
せ
る
。

　

次
に
近
く
の
人
と
意
見
交
換
す
る
。

学
級
に
動
き
が
出
て
空
気
が
和
む
。

自
然
に
討
論
が
始
ま
る
。

　

発
表
す
る
場
を
温
め
る
。

　

生
徒
が
発
言
し
や
す
い
環
境
を
意

図
的
に
作
る
。
そ
の
後
、
全
体
の
場

で
少
数
派
か
ら
発
表
す
る
。
心
地
良

い
緊
張
で
雰
囲
気
が
締
ま
る
。

〈
夏
実
派
の
主
な
意
見
〉

・「
私
」
は
い
つ
も
夏
実
の
こ
と
を

考
え
て
い
る
か
ら
。

・
夏
実
と
の
ケ
ン
カ
が
き
っ
か
け
だ

か
ら
。

〈
戸
部
君
派
の
主
な
意
見
〉

・
二
人
の
く
だ
ら
な
い
や
り
取
り
で

気
持
ち
が
変
わ
っ
て
い
る
か
ら
。

・
「
私
」
と
の
関
わ
り
が
多
い
か
ら
。

　

意
見
、
質
問
、
反
論
が
出
尽
く
し

た
と
こ
ろ
で
、
授
業
を
終
え
た
。

　

三
時
間
目
。

発
問
4 

場
面
１
と
４
は
公
園
の

場
面
で
す
。
こ
の
二
つ
の
場

面
、「
私
」
の
行
動
が
対
に
な
っ

　

夏
休
み
明
け
、
少
し
で
も
早
く
授

業
モ
ー
ド
に
生
徒
を
引
き
込
む
。
意

見
が
分
か
れ
る
発
問
を
仕
組
み
、
活

動
を
通
し
て
全
員
を
巻
き
込
む
授
業

を
展
開
し
た
い
。
中
学
一
年
生
、
九

月
は
「
星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に
」
を

扱
う
。
一
時
間
目
は
範
読
を
し
、
音

読
を
十
分
に
す
る
。
四
つ
の
場
面
に

分
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

二
時
間
目
。
簡
単
な
問
題
か
ら
入
る
。

発
問
1 

登
場
人
物
は
誰
で
す
か
。

　

勉
強
が
苦
手
な
生
徒
を
指
名
し
、

答
え
さ
せ
る
。
丸
を
も
ら
っ
て
笑
顔

に
な
る
。
さ
さ
い
な
場
面
で
意
欲
を

育
て
て
い
く
。
登
場
人
物
に
、
私
、

夏
実
、
戸
部
君
、
お
ば
さ
ん
が
出
る
。

発
問
2 

こ
の
中
で
一
番
変
化
し

て
い
る
の
は
誰
で
す
か
。

　

主
人
公
の
「
私
」。

発
問
3 

「
私
」
に
最
も
影
響
を

与
え
た
人
物
は
誰
で
す
か
。

　

ノ
ー
ト
に
登
場
人
物
と
理
由
を
書

く
よ
う
に
指
示
す
る
。
あ
る
ク
ラ
ス

で
は
次
の
よ
う
な
分
布
に
な
っ
た
。

夏
実
：
十
六
人　

戸
部
君
：
二
十
人

お
ば
さ
ん
：
０
人

　

生
徒
は
、
理
由
を
書
い
た
ら
ノ
ー

ト
を
前
に
持
っ
て
来
る
。
全
て
の
意

見
に
○
を
付
け
る
。

中学校の授業実践

自分たちで
アレンジするまで
教科書で習う歌も、自分
たちで工夫をして面白い
ものにする。

意見が分かれる
発問を仕組む
生徒を活動させ、一気に
授業モードに引き込む。

中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

音楽国語

埼玉県熊谷市立妻沼西中学校

豊
とよ

田
だ

 雅
まさ

子
こ

光村図書・中学１年・p.96-105
埼玉県朝霞市立朝霞第四中学校

伊
い

藤
とう

 圭
けい

一
いち

※1 

口
を
開
い
た
ハ
ミ
ン
グ
で
、going

のng

の
よ
う
な
感
じ
。

※2 

Ｎ
Ｇ
の
Ｇ
の
よ
う
な
、
口
を
縦
に
開
け
て
喉
が
開
い
て
い
る
状
態
で
、
ロ
と
発
声
す
る
こ
と
。

※ 

中
型
の
ド
ラ
ム
。
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行
事
を
嫌
が
る
子
供
の
原
因
と
対
策

「
原
因
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
※1

」「
参
加
阻
害
要
因
の
除
去 

or 

緩
和
」「
参
加
条
件
の
緩
和
」
で

対
応
す
る
。

小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
供
で
、
行
事

を
苦
手
と
す
る
子
は
多
い
。

・
た
く
さ
ん
の
人
が
苦
手

・
音
が
苦
手

・
見
通
し
が
付
き
に
く
く
苦
手

・
話
を
聞
く
の
が
苦
手

・
静
か
に
す
る
の
が
苦
手

な
ど
が
主
な
原
因
と
な
る
。

①
原
因
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
先
決

「
行
事
が
苦
手
で
泣
い
て
い
て
も
無

理
や
り
参
加
さ
せ
る
」「
体
育
館
中

を
走
り
回
っ
た
り
、
叫
ん
だ
り
し
て

い
る
の
に
参
加
さ
せ
る
」
と
い
っ
た

場
面
を
、
少
な
か
ら
ず
見
る
こ
と
が

あ
る
。

　

こ
れ
は
、「
逆
に
傷
つ
き
体
験
・

誤
学
習
と
な
り
マ
イ
ナ
ス
面
が
大
き

い
」
の
で
あ
る
。

　

私
は
最
近
こ
れ
を
、「
善
意
の
悪

行
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

教
師
は
そ
の
子
の
た
め
と
頑
張
っ

て
い
る
の
だ
が
、
結
果
、
そ
の
子
の

傷
つ
き
体
験
と
な
っ
た
り
、「
そ
う

行
動
す
れ
ば
そ
の
場
か
ら
逃
れ
ら
れ

る
」
と
い
う
誤
学
習
に
つ
な
が
っ
た

り
し
て
い
る
。

　

や
は
り
「
な
ぜ
参
加
し
づ
ら
い
の

か
」
と
い
う
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る

こ
と
が
対
応
の
鍵
と
な
っ
て
く
る
。

②
参
加
阻
害
要
因
の
除
去
or
緩
和
は

で
き
な
い
か

　

行
事
を
苦
手
と
す
る
原
因
が
、
彼

ら
の
行
事
へ
の
参
加
を
阻
害
し
て
い

る
「
要
因
」
と
な
る
。
ま
ず
は
「
除

去
」
で
き
な
い
か
を
探
る
。

・
あ
る
音
が
鳴
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
特
定
の
子
供
の
近
く
に
は
行
か
な

い
よ
う
に
す
る
。

・
予
定
の
変
更
が
な
い
よ
う
に
、
学

年
団
で
し
っ
か
り
と
意
思
統
一

を
す
る
。

・
そ
の
子
だ
け
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ボ
ー
ド
を
用
意
す
る
。

・
話
や
音
声
情
報
だ
け
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
ス
ラ
イ
ド
や
拡
大
コ

ピ
ー
し
た
も
の
を
用
意
す
る
。

　

除
去
が
難
し
い
場
合
は
、「
阻
害

要
因
の
緩
和
」
で
あ
る
。

・
音
が
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
、
ノ
イ

ズ
キ
ャ
ン
セ
リ
ン
グ
付
き
の
耳

栓
を
さ
せ
る
。

・
人
が
気
に
な
る
よ
う
な
ら
、
二
階

な
ど
か
ら
参
加
さ
せ
る
。

・
声
を
出
し
て
し
ま
う
よ
う
な
ら
、

手
に
刺
激
の
入
る
セ
ン
サ
リ
ー

ツ
ー
ル
※2
な
ど
を
持
た
せ
る
。

な
ど
で
あ
る
。

③
参
加
条
件
の
緩
和

　

参
加
阻
害
要
因
を
除
去
し
て
も
参

加
が
難
し
い
場
合
は
、
参
加
の
条
件

を
緩
め
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
「
合
理
的
配

慮
」
と
し
て
提
供
す
る
。

・
参
加
の
時
間
を
十
分
間
な
ど
、
短

い
設
定
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

・
ど
う
し
て
も
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
う

の
で
、
特
別
支
援
学
級
担
任
が
そ

の
子
と
小
さ
い
声
で
お
話
を
し

な
が
ら
参
加
す
る
。

・
音
が
気
に
な
る
の
で
、
体
育
館
外

か
ら
行
事
を
見
る
。

な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
や
る
と
、
い
ま

だ
「
特
例
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
主
張
す
る
教
師
も
多
い
と

聞
く
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
「
合
理

的
配
慮
の
一
貫
」
で
あ
る
の
で
、
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

行
事
に
「
そ
の
子
な
り
に
参
加
が

で
き
る
」
よ
う
に
す
る
た
め
は
、
大

人
の
理
解
と
寛
容
な
態
度
も
重
要
で

あ
る
。

から見た特別支援教育医師の目「この問題行動場面」での合理的配慮はこれだ小嶋が答える

１ 

片
付
け
ら
れ
な
い
子
に
つ
い
て

　

Ａ
D
H
D
が
疑
わ
れ
る
子
に
、
片
付
け
る
こ

と
を
習
慣
化
さ
せ
る
と
い
う
の
は
現
実
的
な
方

法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
部
屋
を
片
付
け
て
い
る
と
き
に
昔

の
雑
誌
が
出
て
き
た
と
す
る
と
、
こ
の
雑
誌
が

い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
に
最
初
か
ら

読
み
直
し
て
し
ま
い
、
片
付
け
が
進
ま
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
片
付
け
る
の

を
手
伝
う
人
が
必
要
で
す
。

　

ほ
か
に
手
段
と
し
て
、
三
つ
の
箱
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
「
捨
て
る
物
」「
い
る
も
の
」
そ
し

て
真
ん
中
に
「
捨
て
る
か
決
め
ら
れ
な
い
も

の
」
と
仕
分
け
て
い
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。

二
択
に
す
る
と
時
間
が
掛
か
り
ま
す
が
、

三
択
に
す
る
と
意
外
と
早
く
な
る

か
ら
で
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
子
は
、
壊
れ
た
も
の
で
も
捨
て

ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
物
に
対
す
る
執
着
心
が
強
い

の
で
、
そ
こ
は
気
を
付
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
片
付
け
ら
れ
な
い
症
状
は
一
生

続
く
傾
向
な
の
で
、
先
述
の
方
法
を
試
し
た
上

で
、
医
者
と
相
談
す
る
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

２ 

手
遊
び
が
止
ま
ら
な
い
男
の
子
に
つ
い
て

　

手
遊
び
に
つ
い
て
特
に
何
か
問
題
が
な
け
れ

ば
、
そ
の
ま
ま
で
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

保
護
者
が
心
配
す
る
場
合
に
は
、「
あ
な
た

が
思
っ
て
い
る
行
動
は
、
男
の
子
は
し
な
い
ん

で
す
よ
」
と
言
い
ま
す
。
元
々
、
じ
っ
と
座
っ

て
い
る
こ
と
は
男
の
子
は
苦
手
で
す
。

　

時
間
が
た
て
ば
、

脳
の
容
量
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

中
学
・
高
校
生
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
の
子
の
脳
の
容
量
は
健
常
児
の
そ
れ
に
追
い

付
き
、
こ
う
い
っ
た
行
動
は
治
っ
て
い
き
ま
す
。

学
習
に
関
し
て
も
、同
様
の
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

３ 

手
が
出
て
し
ま
う
子
に
つ
い
て

　

手
を
出
し
て
し
ま
う
と
は
、
恐
ら
く
た
た
い

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
が
、
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
児
は
攻
撃
を
し
ま
せ
ん
。
単
純
な
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
児
は
本
当
に
優
し
い
で
す
。
ド
ラ
え
も
ん

で
言
う
と
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
タ
イ
プ
で
は
な
く
、

の
び
太
タ
イ
プ
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
。

　

手
が
出
て
し
ま
う
場
合
の
多
く
は
、

被
虐
待
児
、
愛
着
障
害

で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
ま
す
。

　

医
者
と
相
談
し
て
方
針
を
決
め
る
こ
と
が
大

事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
薬
物
に
よ
る
対
処
法
も

重
要
で
す
が
、
愛
情
を
注
い
で
対
応
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

　

先
生
方
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
、

あ
な
た
の
味
方
で
す
よ

と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。

※1 

個
人
の
状
態
像
（
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
）
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を

 

考
え
た
り
、
将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。

「
教
室
で
困
っ
て
い
る
あ
の
子
」
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）
と
疑
わ
れ
る
子
を
中
心
に
。

（
二
〇
一
九
年
二
月
十
三
日
の
安
原
ド
ク
タ
ー
の
講
演
よ
り
抜
粋
）

安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
安や

す

原は
ら 

昭あ
き

博ひ
ろ

　
　
構
成
：
上う

え

田だ 

怜さ
と

史し

大
阪
府
大
阪
市
立
市
岡
小
学
校

※2 

感
覚
刺
激
教
具
。
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小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

１ 

聴
覚
認
知
の
問
題
に
対
応
す
る

　

耳
か
ら
入
っ
て
く
る
音
声
情
報
を

処
理
す
る
力
が
弱
い
と
、
九
九
の
よ

う
に
唱
え
る
学
習
が
困
難
に
な
る
。

　

例
え
ば
、
七
の
段
で
、
次
の
よ
う

な
つ
ま
ず
き
を
す
る
子
が
い
る
。

７
×
６
＝
24

　

こ
れ
は
、
ま
さ
に
聴
覚
認
知
の
問

題
に
よ
る
間
違
い
で
あ
る
。

「
し
ち
・
ろ
く
、
し
じ
ゅ
う
に
」
を

「
し
・
ろ
く
、
に
じ
ゅ
う
し
」
と
混

同
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
７
（
し
ち
）」
と
「
４
（
し
）」
の

言
い
方
が
似
て
い
る
こ
と
が
混
乱
を

引
き
起
こ
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
次
の
支
援
が
有
効

で
あ
る
。

な
な
・
ろ
く
、
し
じ
ゅ
う
に

な
な
・
は
ち
、
ご
じ
ゅ
う
ろ
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、
唱
え
方
を
変
え
る

と
、
混
同
し
な
く
な
る
。

２ 
記
憶
の
種
類
を
変
え
る

　

記
憶
に
は
幾
つ
か
種
類
が
あ
る
。

人
や
物
の
名
前
、
歴
史
の
年
号
、
九

九
の
よ
う
な
記
憶
は
、「
意
味
記
憶
」

と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
記
憶
す
る

こ
と
が
難
し
い
。

　

例
え
ば
、「
一
一
九
二
年
、
鎌
倉

幕
府
が
開
か
れ
た
」
と
い
う
こ
と
を
、

「
い
い
く
に

4

4

4

4

作
ろ
う
鎌
倉
幕
府
」
と

い
う
覚
え
方
が
あ
る
。

　

こ
う
な
る
と
、
記
憶
の
種
類
が
変

わ
る
。「
意
味
記
憶
」
か
ら
「
エ
ピ

ソ
ー
ド
記
憶
」
と
な
る
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
は
、
最
も

忘
れ
に
く
い
記
憶
の
一
つ
で
あ
る
。

九
九
を
覚
え
る
と
き
も
、
苦
手
な
子

に
は
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶

に
す
れ
ば
い
い
。
一
番
簡
単
な
の
は
、

　

九
九
の
歌
に
し
て
覚
え
る

こ
と
で
あ
る
。

　

脳
科
学
の
専
門
家
、
平
山
諭
氏
は
、

音
楽
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
の
一
種
で

あ
り
、
記
憶
の
定
着
に
非
常
に
効
果

が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。

３ 

視
覚
優
位
は
位
置
で
覚
え
る

　

九
九
の
学
習
は
、
唱
え
る
こ
と
が

中
心
と
な
る
。
し
か
し
、
目
で
見
る

こ
と
が
得
意
な
視
覚
優
位
の
子
の
場

合
は
、
唱
え
る
こ
と
よ
り
も
目
で
見

て
覚
え
る
方
が
よ
い
場
合
も
あ
る
。

　

九
九
の
表
を
見
て
、
ど
ん
な
ふ
う

に
答
え
の
数
字
が
並
ん
で
い
る
か
。

45
と
い
う
答
え
は
、
九
九
表
全
体
の

ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
。

　

そ
ん
な
ふ
う
に
覚
え
た
方
が
い
い

子
も
中
に
は
い
る
。

４ 

イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る

「
２
×
６
」
と
「
９
×
７
」
は
量
で

比
べ
る
と
全
く
違
う
。

　

そ
の
量
の
違
い
の
イ
メ
ー
ジ
を
も

て
な
い
子
が
い
る
。
そ
の
場
合
、「
２

×
２
」
も
「
９
×
７
」
も
、
た
だ
の

記
号
に
す
ぎ
な
い
の
で
、「
９
×
７

＝
12
（
く
・
し
ち
、
じ
ゅ
う
に
）」
な

ど
と
い
う
間
違
い
を
す
る
。

　

こ
う
い
う
タ
イ
プ
の
子
に
は
、「
か

け
算
九
九
の
助
」（
東
京
教
育
技
術

研
究
所
）
の
計
算
尺
を
用
い
る
の
が

一
番
い
い
。

　

九
九
が
で
き
な
い
五
年
生
に
計
算

尺
を
体
験
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。「
２

×
６
」
か
ら
「
９
×
７
」
の
位
置
ま

で
動
か
し
た
と
き
、「
わ
～
、大
き
い
」

と
驚
き
の
声
を
あ
げ
た
。
量
の
イ

メ
ー
ジ
を
捉
え
た
瞬
間
だ
っ
た
。

九
九
や
か
け
算
が
う
ま
く
で
き
な
い

覚
え
ら
れ
な
い
子
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
支
援
方
法
は
変
わ
る
。
症
状
に
対
応
し
た
支
援
方
法
を

知
っ
て
い
れ
ば
、
子
供
も
教
師
も
楽
に
な
る
。
四
つ
の
タ
イ
プ
の
子
へ
の
対
処
法
を
述
べ
る
。

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ小野が答えるプロが教え
る

プロが教え
る

　

今
回
よ
り
、
目
の
前
の
場
面
緘
黙
の
子
供
に

対
し
て
の
理
解
や
接
し
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い

き
た
い
。「
何
を
す
べ
き
か
」
の
前
に
「
何
を

や
っ
た
ら
い
け
な
い
か
」
を
押
さ
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
絶
対
や
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

無
視
・
放
置

「
無
視
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
見
守
り
を
し
て
い

る
だ
け
で
す
」
と
訴
え
る
教
師
も
多
い
が
、
見

守
り
と
無
視
（
放
置
）
は
異
な
る
。
最
も
顕
著

な
違
い
は
、

子
供
に
関
心
と
愛
情
が
あ
る
か
ど
う
か
で

あ
る
。

　

特
に
、
場
面
緘
黙
の
子
供
は
多
動
や
衝
動
的

な
行
動
が
な
い
た
め
、「
お
と
な
し
い
子
」
と

し
て
放
置
さ
れ
や
す
い
。
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
教
師
は
困
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
慣
れ

れ
ば
そ
の
う
ち
話
す
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
思

い
込
み
、
子
供
の
存
在
を
忘
れ
た
り
、
配
慮
の

優
先
順
位
を
低
く
し
た
り
し
て
し
ま
う
。
こ
れ

は
「
放
置
」
で
あ
り
、
問
題
は
更
に
深
刻
化
し

て
し
ま
う
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
視
点
は
、

場
面
緘
黙
の
子
供
は
、
自
分
か
ら
困
り
感

や
ヘ
ル
プ
を
発
信
で
き
な
い
。

　

よ
っ
て
、
場
面
緘
黙
の
子
供
に
対
し
て
は
多

動
や
衝
動
的
な
行
動
の
あ
る
子
供
よ
り
も
、
き

め
細
か
な
観
察
と
配
慮
が
必
要
と
な
る
。
子
供

が
今
、
ど
ん
な
状
況
な
の
か
、
困
っ
て
い
る
こ

と
は
な
い
か
、
教
師
は
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

子
供
の
存
在
承
認
を
し
て
い
く
。

　

場
面
緘
黙
の
子
供
は
、
自
分
が
ど
う
い
う
扱

い
を
受
け
て
い
る
か
を
敏
感
に
察
知
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
無
視
や
放
置
を
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
る
と
心
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
て
し
ま
い
、

再
度
開
け
て
く
れ
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
、「
あ
な
た
の
こ
と
、大
好
き
だ
よ
」

「
あ
な
た
が
ク
ラ
ス
に
い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
続
け
、「
こ
の
先
生

は
自
分
の
味
方
だ
」
と
い
う
信
頼
関
係
を
、
少

し
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
子
供
か
ら
期
待
さ
れ
る
反
応

が
返
っ
て
こ
な
く
て
も
、
教
師
の
方
か
ら
笑
顔

で
明
る
く
挨
拶
を
す
る
こ
と
、「
あ
り
が
と
う
」

な
ど
の
存
在
認
証
の
声
掛
け
を
し
て
い
く
こ
と
、

授
業
中
に
視
線
を
合
わ
せ
て
笑
顔
を
送
る
な
ど

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
関

わ
り
の
中
で
、

子
供
の
方
か
ら
、

教
師
の
方
に
視

線
を
向
け
る
よ

う
に
な
れ
ば
、

信
頼
関
係
が
構

築
さ
れ
て
き
た

サ
イ
ン
と
考
え

て
よ
い
。

教室でできる

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

教室でできる　言語療法

言
語
聴
覚
士
　
下し

も

妻づ
ま 

玄き
よ

典の
り

下妻 玄典
LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック

場
面
緘か

ん

黙も
く

を
考
え
る
　
実
践
編
②
　

教
師
が
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

見
守
っ
て
い
る
つ
も
り
で
子
供
を
無
視
・
放
置
し
て
い
な
い
か
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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問
題
を
解
決
す
る
に
は
手
順
や
方
法
が
あ
る
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
授
業
展
開
で
、
詳
し
い
手

順
や
方
法
を
教
え
ら
れ
る
。

発
問
1 「
元
号
」
と
は
何
で
す
か
。
国
語
辞
典

を
作
る
人
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
元
号
を
説

明
し
な
さ
い
。

　

予
想
を
発
表
さ
せ
た
後
、
実
際
に
国
語
辞
典

で
調
べ
さ
せ
る
。
見
付
け
た
子
か
ら
「
元
号
」

の
意
味
を
発
表
さ
せ
る
。
次
に
百
科
事
典
で
調

べ
さ
せ
る
。
教
師
が
あ
ら
か
じ
め
調
べ
て
お
き
、

コ
ピ
ー
を
配
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

指
示
1 

百
科
事
典
に
は
、
お
お
ま
か
に
三
つ

の
内
容
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
　

太
字
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
だ
け
読
み
ま
す
。

①
一
般
的
に
は
年
号
と
呼
ば
れ
る
。

②
中
国
を
中
心
と
す
る
東
洋
の
漢
字
文
化
圏
に

広
ま
っ
た
紀
年
法
で
、
前
漢
の
武
帝
の
と
き

に
始
ま
る
。

③
日
本
で
は
六
四
五
（
皇
極
天
皇
四
）
年
、
蘇

我
氏
の
討
伐
を
機
に
孝
徳
天
皇
が
即
位
し
て

間
も
な
く
、
こ
の
年
を
大
化
元
年
と
定
め
た

の
が
最
初
で
あ
る
。

説
明 

テ
ー
マ
を
決
め
、
辞
典
（
事
典
）
で
調

べ
て
か
ら
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
調
べ
る
。
こ
の

よ
う
な
手
順
・
方
法
の
こ
と
を
「
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
」
と
言
い
ま

す
。
言
っ
て
ご
ら

ん
。

　

ノ
ー
ト
に
調
べ
学

習
の
手
順
や
方
法
を

示
し
た
「
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
」
を
書
い

て
お
く
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
ほ
か
の

テ
ー
マ
も
同
じ
手
順
と
方
法
で
調
べ
ら
れ
る
。

指
示
2 

①
番
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

「
一
般
的
に
は
『
年
号
』」
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。

　
　

で
は
、「
何
的
に
は
『
元
号
』」
と
呼
ぶ
の

で
し
ょ
う
か
。
四
角
の
中
に
言
葉
を
入
れ
て

ご
ら
ん
な
さ
い
。

発
問
2 

法
律
的
に
は
「
元
号
」
と
呼
び
ま
す
。

何
と
い
う
法
律
が
あ
り
そ
う
で
す
か
。

説
明 

「
元
号
法
」。
昭
和
五
十
四
年
に
作
ら
れ

ま
し
た
。
と
て
も
短
い
法
律
と
し
て
も
有
名

で
す
。読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。元
号
法
に
従
っ

て
「
元
号
選
定
手
続
き
」
と
い
う
の
も
決
ま

り
ま
し
た
。
要
項
の
中
で
「
候
補
名
の
整
理
」

と
し
て
、「
元
号
の
六
つ
の
ル
ー
ル
」
が
決

ま
り
ま
し
た
。「
令

和
」
は
、こ
の
ル
ー

ル
に
従
っ
て
作
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
「
ル
ー
ル

と
﹃
令
和
﹄
の
意
味
」

「
元
号
の
歴
史
」
を
調

べ
、
年
表
に
ま
と
め

る
。

的
研
究
が
あ
る
。
校
内
研
究
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
結
果
（
量
的
）
だ
け
で
は
味
気
な
い
。

生
身
の
児
童
の
姿
が
見
え
て
こ
な
い
。
か
と

い
っ
て
、
数
人
分
の
感
想
（
質
的
）
だ
け
で
は

ど
う
も
あ
や
し
い
。
そ
こ
で
、
質
的
と
量
的
を

両
方
取
り
入
れ
る
。
こ
う
す
る
と
説
得
力
が
増

す
。
こ
れ
を
ミ
ッ
ク
ス
メ
ソ
ッ
ド
と
い
う
。

　

例
を
挙
げ
る
。
作
文
の
授
業
研
究
を
行
っ
た
。

三
ク
ラ
ス
を
十
時
間
ず
つ
教
え
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
結
果
（
量
的
）
を
示
す
。「
作
文
好
き
」

が
三
五
％
か
ら
九
二
％
に
増
加
し
た
。

　

あ
る
児
童
が
、「
今
ま
で
五
行
し
か
作
文
を

書
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
書
け
た

の
は
初
め
て
」
と
言
っ
て
い
た
（
質
的
）。
こ

の
よ
う
に
感
想
を
載
せ
る

際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の

子
を
選
ん
だ
理
由
を
記
述

す
る
こ
と
で
あ
る
。
都
合

の
よ
い
感
想
を
選
ん
だ
わ

け
で
は
な
い
。
今
回
は

「
一
番
作
文
の
苦
手
な
児

童
」
を
選
ん
だ
。
こ
れ
で

説
得
力
が
増
す
。

　

学
生
時
代
、
理
系
だ
っ
た
の
で
、
教
育
現
場

の
研
究
に
ず
っ
と
違
和
感
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

「
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
む
体
育
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
研
究
が
あ
っ
た
が
、「
生
涯
に

わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
ん
だ
か
」
と
い
う
検
証

は
な
い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
理
系
の
研
究

に
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
違
和
感
を

ス
ッ
キ
リ
さ
せ
た
い
と
思
い
、
教
育
現
場
の
研

究
に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。「
子
ど
も
の
発
達

科
学
研
究
所
」
の
認
定
講
師
に
な
っ
た
。
教
職

大
学
院
で
校
内
研
修
・
研
究
を
テ
ー
マ
に
研
究

を
進
め
た
。
三
十
校
余
り
の
校
内
研
修
に
参
加

し
た
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
分
か
っ
た
、
校
内
研

究
の
ポ
イ
ン
ト
を
三
つ
紹
介
す
る
。

１　

具
体
的
な
テ
ー
マ

　

冒
頭
の
体
育
研
究
な
ら
「
苦
手
な
児
童
も
親

し
み
や
す
い
授
業
の
工
夫
」
な
ど
と
す
れ
ば
、

検
証
は
し
や
す
い
。

２　

明
確
な
ゴ
ー
ル

　

と
こ
ろ
が
、
様
々
な
事
情
が
あ
り
テ
ー
マ
を

具
体
的
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
文
部
科
学

省
の
抽
象
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
テ
ー
マ
に
入
れ

る
こ
と
も
多
い
。
思
考
力
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
児
童
の
ど
の
よ

う
な
言
動
を
目
指
す
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
る
。「
既
知
を
用
い
て
未
知
の
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
」
や
「
自
分
の
考
え
を
記
述
で
き

る
こ
と
」
な
ど
様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
を
職
員
で
協
議
し
、
明
記
し
て
お

か
な
い
と
、
研
究
授
業
を
し
て
も
テ
ー
マ
に
結

び
付
か
な
い
。

３　

ミ
ッ
ク
ス
メ
ソ
ッ
ド

　

研
究
に
は
、
数
値
を
比
較
す
る
量
的
研
究
と
、

感
想
や
観
察
し
た
様
子
の
記
述
を
基
に
す
る
質

片か
た

桐ぎ
り 

功い
さ
お

沖
縄
県
浦
添
市
立
沢
岻
小
学
校

教師が取り組む
教育実践の
「エビデンス」

校
内
研
究
の
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

三
十
校
以
上
の
校
内
研
修
・
研
究
に
参
加
し
て
分
か
っ
た
こ
と
。

　　　　　の教育課題新しい時代

社
会
科
の
「
調
べ
学
習
」
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

的
思
考
を
授
業
す
る

新
学
習
指
導
要
領
で
は
「
元
号
」
を
教
え
る
。「『
年
表
な
ど
に
ま
と
め
る
』
際
に
は
、
時
期
の

区
分
に
つ
い
て
、
昭
和
、
平
成
な
ど
元
号
を
用
い
た
言
い
表
し
方
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
取
り

上
げ
る
こ
と
」（
解
説 

社
会
編 

第
三
学
年
よ
り
抜
粋
）。
元
号
と
は
何
か
を
楽
し
く
授
業
す
る
。

許ほ 

鍾じ
ょ
ん

萬ま
ん

兵
庫
県
姫
路
市
立
英
賀
保
小
学
校

ゼロから始める
プログラミング

教育
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授業技量向上の法則

　

子
供
の
「
怒
り
」
に
対
応
す
る
に
は
、
次
の

四
つ
の
原
則
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

１　

怒
る
前
に
、
予
防
す
る

２　

怒
っ
た
ら
、
落
ち
着
か
せ
る

３　

ひ
ど
い
と
き
は
、
複
数
で
対
応
す
る

４　

落
ち
着
い
た
後
に
、
褒
め
教
え
る

１ 

怒
る
前
に
、
予
防
す
る

　

以
前
、
担
任
し
た
太
郎
君
は
、「
一
番
に
な

れ
な
い
と
怒
る
」
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
太
郎
君
が
問
題
を
は
や
く
解
け
ず
、

ほ
か
の
子
が
一
番
の
と
き
、
こ
う
言
っ
た
。

「
丁
寧
さ
一
番
は
太
郎
君
。
き
れ
い
さ
一
番
は

〇
〇
さ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
一
番
が
あ
る
な
ぁ
」

　

怒
り
の
引
き
金
を
把
握
し
、
怒
り
を
防
い
だ
。

２ 

怒
っ
た
ら
、
落
ち
着
か
せ
る

　

怒
っ
た
と
き
は
、
指
導
は
耳
に
入
ら
な
い
。

早
く
落
ち
着
か
せ
る
努
力
を
す
べ
き
だ
。

　

早
く
落
ち
着
か
せ
る
に
は
、「
刺
激
を
減
ら
す
」

こ
と
だ
。「
そ
う
だ
ね
、
嫌
だ
よ
ね
。
落
ち
着
い

た
ら
話
を
聞
く
よ
」
と
一
声
掛
け
、
そ
っ
と
し

て
お
く
。
過
剰
に
対
応
し
す
ぎ
な
い
。
怒
り
の

原
因
に
な
っ
た
モ
ノ
・
ヒ
ト
か
ら
距
離
を
離
す

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
子
供
が
自
分
で
感
情
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

こ
の
落
ち
着
く
方
法
を
教
え
て
褒
め
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

３ 

ひ
ど
い
と
き
は
、
複
数
で
対
応
す
る

　

怒
る
と
、「
友
達
の
机
の
上
の
物
を
な
ぎ
払

う
」「
大
声
で
叫
ぶ
」「
友
達
を
た
た
く
」
と
い

う
次
郎
君
を
担
任
し
た
。
こ
の
場
合
、
本
人
を

落
ち
着
か
せ
る
だ
け
で
は
駄
目
だ
。
周
り
の
子

を
守
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
ほ
か
の
先

生
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。「
次
郎
君
が
暴
れ

た
ら
、
職
員
室
に
電
話
し
ま
す
。
男
性
の
先
生

に
来
て
い
た
だ
き
、
次
郎
君
を
落
ち
着
け
る
教

室
に
移
動
さ
せ
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
ま
で
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
依
頼
し
た
。
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
の
や
り
方
は
、
怒
っ
て
い
な
い
と
き
の
次

郎
君
に
も
伝
え
、
事
前
に
保
護
者
に
も
理
解
を

得
て
お
い
た
。

４ 

落
ち
着
い
た
後
に
、
褒
め
教
え
る

　

怒
り
が
収
ま
っ
た
ら
、
こ
う
話
す
。

「
落
ち
着
け
て
偉
か
っ
た
。
落
ち
着
い
た
ら
、

し
っ
か
り
話
が
で
き
る
ね
。
こ
の
前
よ
り
落
ち

着
く
の
が
三
分
早
く
な
っ
た
。偉
い
な
ぁ
。じ
ゃ

あ
、
ど
う
し
て
怒
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
、
振
り
返
ろ

う
。こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
よ
う
」

　

そ
し
て
、
紙
に
書
く
な
ど
し
て
怒
り
に
至
っ

た
経
緯
を
視
覚
化
し
、
対
応
を
教
え
る
。

青あ
お

山や
ま 

智と
も

士ひ
と

静
岡
県
浜
松
市
立
和
田
東
小
学
校

子
供
の
「
怒
り
」
に
対
応
す
る
「
四
原
則
」

怒
り
を
あ
ら
わ
に
す
る
子
に
対
し
て
、
諦
め
ず
、
指
導
法
を
工
夫
し
、

対
応
し
続
け
る
精
神
を
、
私
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
だ
。

授業力向上に
役立つこの１冊

跳
び
箱
論
争
で
新
た
な

論
点
を
見
出
す
（
後
編
）

向
山
式
Ａ
は
、
跳
ば
せ
る
た
め
の
補
助
だ
け
で
な
く
、

着
地
の
仕
方
の
一
つ
の
方
法
で
も
あ
っ
た
。

板い
た

倉く
ら 

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

法
則
化
浅
草
サ
ー
ク
ル

１ 

研
究
者
の
向
山
式
Ａ
批
判
へ
の
疑
問

　

ま
た
ぎ
乗
り
か
ら
下
り
る
向
山
式
Ａ
に
対
し
、

「
腕
に
よ
る
体
重
移
動
」
の
方
法
は
明
治
時
代
か
ら

公
開
さ
れ
、
心
得
あ
る
教
師
な
ら
誰
も
が
実
践
し

て
い
た
、
と
進
藤
省
次
郎
氏
は
言
う
。
む
ろ
ん
向

山
洋
一
氏
は
、
昔
か
ら
あ
る
方
法
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
。
そ
の
根
拠
は
﹃
跳
び
箱
は
誰
で
も

跳
ば
せ
ら
れ
る
﹄（
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）
に

収
載
の
﹃
文
部
省
新
制
尋
三
四
体
操
指
導
要
領
﹄

（
谷
池
茂
雄
著　

三
友
社　

昭
和
十
一
年
）
で
、
き

ち
ん
と
図
と
説
明
共
に
示
さ
れ
て
い
る
 ※
。
向
山
氏

の
文
献
で
は
、
昭
和
十
一
年
の
指
導
法
を
収
載
し

て
い
る
が
、
進
藤
氏
の
批
判
の
根
拠
は
明
治
の
指

導
法
で
あ
る
。
向
山
氏
に
「
研
究
は
原
典
ま
で
突

き
詰
め
る
」
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
私
は
、

が
ぜ
ん
興
味
を
も
っ
た
。
進
藤
氏
が
紹
介
し
た
﹃
体

操
教
範
﹄（
陸
軍
省　

一
九
〇
三
年
）
を
早
速
調
べ

る
と
、
図
と
解
説
が
あ
っ
た
。

腰
懸
跳　

第
一
動　

横
側
に
面
し
脚
を
伸
し
て
台

上
に
浅
く
腰
を
懸
け
手
を
股
の
側
に
置
き
脚
を
屈

し
足
尖
よ
り
強
く
蹴
り
出
し
手
を
以
て
台
上
を
押

し
十
分
前
方
に
跳
ふ
（
地
上
に
下
る
）

　

進
藤
氏
は
恐
ら
く
こ
の
跳
び
方
の
解
説
を
部
分

的
に
引
用
（
太
字
部
分
）
し
、「
向
山
式
」
と
改
め

て
言
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
、
と
主
張
し
た
と

思
わ
れ
る
。
だ
が
、﹃
体
操
教
範
﹄
で
解
説
さ
れ
た

腰
懸
跳
と
は
、
左
図
の
と
お
り
で
、
向
山
氏
が
示

し
た
昭
和
十
一
年
体
操
指
導
要
領
（
跳
び
箱
を
縦

に
ま
た
ぎ
乗
り
姿
勢
か
ら
の
跳
び
下
り
）
と
は
全

く
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
図
で
は
、
向
山
氏
の

「
腕
を
支
点
と
し
た
体
重
移
動
」
に
は
な
ら
な
い
。

批
判
を
す
る
な

ら
、
台
上
に
ま

た
ぎ
乗
り
を
し

た
姿
勢
か
ら
の

体
重
移
動
を
表

す
図
を
示
し
て

ほ
し
か
っ
た
。
実
は
、
進
藤
氏
が
引
用
し
た
﹃
体

操
教
範
﹄
に
も
馬
乗
り
姿
勢
の
図
が
あ
る
が
、
そ

の
解
説
は
馬
乗
り
に
ま
た
が
る
と
こ
ろ
を
、
ゆ
っ

く
り
と
お
尻
を
下
ろ
す
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
こ

と
だ
け
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
向
山
式
Ａ
の
よ

う
な
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

２ 

向
山
式
Ａ
は
下
り
方
の
一
つ

　

Ａ
式
は
、
体
重
移
動
を
体
感
さ
せ
る
補
助
運
動

の
役
割
を
も
つ
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治

大
正
の
文
献
か
ら
、
補
助
運
動
と
い
う
よ
り
跳
び

箱
か
ら
の
着
地
法
そ
の
も
の
で
、
ま
た
ぎ
乗
り
の

状
態
か
ら
着
地
に
至
る
運
動
（
下
り
方
）
に
は
数

種
類
も
あ
る
と
分
か
っ
た
。
向
山
氏
が
紹
介
し
た

﹃
文
部
省
新
制
尋
三
四
体
操
指
導
要
領
﹄
で
は
、
下

り
方
の
要
領
と
し
て
左
右
に
後
ろ
向
き
に
な
っ
て

着
地
す
る
方
法
が
あ
る
。
ま
た
大
正
二
年
﹃
小
学

校
体
操
教
授
書
﹄（
初
等
教
育
研
究
会
編　

大
日
本

図
書
）
や
昭
和
十
一
年
﹃
改
正
学
校
体
操
：
教
材

詳
解
課
程
精
説
﹄（
宮
田
覚
造
著　

東
洋
図
書
）
に

は
、
前
向
き
で
左
右
側
面
に
着
地
し
た
り
、
台
上

に
両
膝
を
乗
せ
て
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
前
に
着
地

し
た
り
と
い
う
運
動
も
例
示
さ
れ
て
い
た
。

　

向
山
氏
が
「
跳
び
箱
指
導
で
私
が
や
っ
た
こ
と

は
、
仮
説
を
与
え
、
運
動
を
選
択
し
た
だ
け
。
選

択
し
た
運
動
は
古
い
昔
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で

あ
る
」
と
い
う
と
お
り
で
あ
っ
た
の
だ
。

『教え方のプロ・向山洋一
全集14　感動のドラマ
「跳び箱は誰でも跳ばせら
れる」』（向山洋一著　明治図書）

向山洋一が学んだこの1冊！

※ 

文
献
の
書
名
を
正
確
に
表
記
し
た
。
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い
」
の
だ
。
そ
れ
で
、
代
わ
り
に
教

頭
に
言
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

　

教
頭
の
言
葉
を
聞
い
た
私
は
、
瞬

時
に
、
平
然
と
し
て
次
の
よ
う
に
答

え
た
。

　

あ
、
休
み
時
間
で
す
ね
。

「
な
し
」
で
い
い
で
す
。

　

教
頭
は
、
ち
ょ
っ
と
戸
惑
っ
て
沈

黙
し
て
い
る
。子
供
た
ち
は
、（
ゲ
ッ
）

と
い
う
感
じ
で
固
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
皆
さ
ん
な
ら
ど
う
す
る

だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
す
ぐ
に
、
次
の
よ
う
に
一

言
付
け
加
え
た
。

　

○
○
○
○
○
○
○
、

　

○
○
○
○
○
○
○
。

　

そ
し
て
、
再
び
、
サ
ッ
サ
と
職
員

室
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

私
の
言
葉
を
推
定
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
つ
づ
く
）

　

ま
さ
に
有
名
人
ぞ
ろ
い
の
、
い
わ

く
つ
き
の
ク
ラ
ス
だ
っ
た
の
だ
。

　

当
時
は
あ
る
程
度
落
ち
着
い
て
は

い
た
。
し
か
し
、
担
任
の
私
以
外
の

先
生
方
は
、
や
は
り
、
か
な
り
苦
戦

し
て
い
た
。

　

ち
ょ
っ
と
で
も
気
を
抜
く
と
、
す

ぐ
に
反
抗
、
暴
言
、
指
示
の
無
視
な

ど
の
問
題
行
動
が
起
こ
る
。

　

そ
の
教
頭
は
非
常
に
力
の
あ
る
方

だ
っ
た
が
、そ
れ
で
も
、私
は
ち
ょ
っ

と
気
に
な
っ
た
。

２ 

念
の
た
め
一
度
教
室
に
戻
っ
た

　

そ
こ
で
、
私
は
念
の
た
め
、
荷
物

を
置
き
忘
れ
た
ふ
り
を
し
て
、
教
室

に
一
度
戻
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

私
が
教
室
に
入
る
と
、
案
の
定
、

す
ぐ
に
教
頭
が
私
に
助
け
を
求
め
て

き
た
。

「
谷
先
生
、
休
み
時
間
が
五
分
し
か

な
か
っ
た
、
と
子
供
た
ち
が
言
っ
て

い
る
け
ど
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
」

　

子
供
た
ち
は
、「
谷
先
生
に
は
、

そ
れ
以
上
文
句
を
言
う
勇
気
が
な

１ 

休
み
時
間
が
な
く
な
っ
て
し

 

ま
っ
て
文
句
を
言
う
子
供
た
ち

　

習
字
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
教

頭
が
教
室
に
来
た
。

　

習
字
が
始
ま
っ
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
し
つ
こ
く
ブ
ー
イ

ン
グ
を
続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
私
は
、
何
事
も
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
サ
ッ
サ
と
職
員
室
に

戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

子
供
た
ち
は
教
頭
に
文
句
を
言
い

始
め
る
。

「
教
頭
先
生
！　

休
み
時
間
が
な

か
っ
た
で
す
！
」

「
休
み
時
間
を
延
ば
し
て
く
れ
な
い

ん
で
す
か
！
」

　

そ
う
い
っ
た
声
を
背
に
し
て
、
私

は
職
員
室
に
戻
っ
た
。

　

戻
っ
た
が
、
さ
す
が
に
ち
ょ
っ
と

気
に
な
っ
た
。

　

私
は
担
任
だ
か
ら
い
い
。

　

そ
し
て
、
そ
の
頃
は
子
供
た
ち
を

あ
る
程
度
統
率
で
き
て
い
る
と
い
う

自
信
も
あ
っ
た
。
多
少
の
ブ
ー
イ
ン

グ
が
あ
ろ
う
が
構
わ
な
い
。
後
で
ど

う
に
で
も
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
。

　

し
か
し
、
教
頭
が
子
供
た
ち
に
文

句
を
言
わ
れ
続
け
る
の
は
、
ち
ょ
っ

と
気
の
毒
だ
。

　

何
し
ろ
そ
の
私
の
ク
ラ
ス
は
、
前

年
度
、
荒
れ
に
荒
れ
て
い
た
。

授業のベーシック
スキル６
「授業での対応・
応答」⑱
算数Ｔ・Ｔの不手際で休み時間が
なくなってしまった。代替の時
間も全くない。不満をあらわに
してブーイングを続ける子供た
ち。そのとき、あなたの対応は？

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

伴
一
孝
の
教
師
道

　

同
窓
会
で
同
級
生
に
会
う
。
い
ろ
い
ろ
な
人

生
が
あ
る
。
ば
く
ち
で
ば
く
大
な
借
金
を
抱
え
、

夜
逃
げ
し
て
三
十
年
間
マ
グ
ロ
漁
船
に
乗
っ
て

帰
っ
て
来
た
男
が
い
る
。
同
窓
会
の
案
内
状
を

そ
い
つ
が
書
い
た
。
あ
ま
り
の
名
文
に
舌
を
巻

い
た
。
尋
ね
る
と
、
あ
の
伊
集
院
静
に
出
会
っ

て
弟
子
に
な
っ
た
の
だ
と
言
う
。
合
点
が
い
っ

た
。
そ
ん
な
仲
間
た
ち
と
話
し
て
い
る
と
、
ど

う
し
て
あ
の
頃
（
小
中
学
校
時
代
）
こ
い
つ
ら

は
勉
強
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
不
思

議
で
な
ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
い
る
が
、
当
時
と

は
見
違
え
る
や
つ
が
い
っ
ぱ
い
い
る
。

　

別
の
友
が
言
う
。「
小
学
校
の
頃
、
伴
の
後

ろ
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
試
験
を
受
け
る
の
が
嫌
で

仕
方
な
か
っ
た
」。
そ
の
Ｔ
君
は
五
十
音
順
だ

と
随
分
前
な
の
だ
が
、
当
時
は
名
簿
が
生
ま
れ

順
で
、
私
の
す
ぐ
後
だ
っ
た
ら
し
い
。
鍵
盤
で

は
な
い
普
通
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
先
生
の
横
で
一

人
一
人
吹
か
さ
れ
る
。
で
き
な
け
れ
ば
昔
の
教

師
は
平
気
で
叱
っ
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
体
罰
。

珍
し
く
も
何
と
も
な
い
。
日
常
的
だ
っ
た
。
私

は
三
月
の
初
め
生
ま
れ
だ
か
ら
学
年
で
は
最
も

遅
い
方
だ
。
そ
の
私
よ
り
後
の
Ｔ
君
は
も
っ
と

幼
い
。
小
一
で
一
年
間
の
（
生
ま
れ
）
違
い
は

絶
望
的
な
差
だ
。
ず
っ
と
つ
ら
い
思
い
を
し
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
私
は
そ
の
Ｔ
君
の

前
で
、
い
つ
も
ス
ラ
ス
ラ
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹

い
た
ら
し
い
。
直
近
の
Ｔ
君
は
私
と
比
べ
ら
れ

て
先
生
に
叱
ら
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
の
だ
と
言

う
。
私
は
答
え
る
。

　

お
前
は
学
校
で
先
生
に
叱
ら
れ
て
い
た

だ
け
だ
。
俺
は
そ
の
前
に
家
で
親
に
叱
ら

れ
て
い
た
ん
だ
。

　

私
の
親
は
三
月
生
ま
れ
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
見
越
し
て
、
何
で
も
一
年
前
か
ら
家
で
や

ら
せ
て
い
た
。
幼
稚
園
で
は
小
学
館
の
月
刊

﹃
小
学
一
年
生
﹄、
小
一
で
は
﹃
小
学
二
年
生
﹄

を
取
ら
さ
れ
た
。
嫌
で
仕
方
が
な
か
っ
た
が
、

親
も
必
死
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
私
は
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
も
た
な
く
て
済
ん
だ
。
親
に

恵
ま
れ
た
の
だ
。
そ
の
こ
と
に
、
私
は
五
十
を

過
ぎ
て
や
っ
と
気
付
い
た
。
不
明
で
あ
る
。

　

人
間
の
才
能
は
無
限
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
を

発
揮
す
る
前
に
潰
れ
て
し
ま
う
人
た
ち
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
責
任
は
、
親
に
も
あ
る
。
し
か

し
、
多
く
は
学
校
に
あ
る
。
そ
の
子
た
ち
を
教

え
た
教
師
に
あ
る
。
教
師
が
き
ち
ん
と
し
た
教

え
方
を
身
に
付
け
、
手
塩
に
掛
け
て
育
て
れ
ば
、

救
え
た
は
ず
の
才
能
は
星
の
数
ほ
ど
あ
る
だ
ろ

う
。
教
師
は
そ
の
罪
の
重
さ
を
自
覚
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
償
い
を
自
ら
に
課
し
、

腕
を
磨
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

技
量
の
低
い
教
師
の
授
業
は
犯
罪
行
為
で
あ
る

我
が
子
の
一
人
が
中
二
の
と
き
、
一
年
間
社
会
科
（
地
理
）
担
当
教
師
が
授
業
を
し
な
か
っ
た
。
白
地
図
を
渡
し
て
勝
手
に
作
業
を

さ
せ
て
い
た
。
大
問
題
に
な
っ
た
。
結
局
、
中
三
で
も
う
一
度
地
理
の
授
業
を
す
る
こ
と
に
し
て
収
め
た
ら
し
い
。
時
数
に
し
て
百

を
超
え
る
。
受
験
生
に
と
っ
て
大
打
撃
だ
。
子
供
は
公
立
高
校
の
受
験
に
失
敗
し
た
。
非
才
と
は
言
え
、
一
因
が
学
校
に
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
も
し
当
時
、
こ
れ
が
私
の
耳
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
間
違
い
な
く
訴
え
て
い
る
。
学
校
は
子
供
の
学
力
を
保
障
し

な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
放
置
し
て
い
る
。
何
の
責
任
も
も
た
な
い
。

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

長
崎
県
長
与
町
立
長
与
小
学
校



会
議
で
の
発
言
時
間
は
一
人
何
分
？

向
山
洋
一
氏
が
示
し
た
会
議
で
の
持
ち
時
間
を
読
ん
で
挑
ん
だ
司
会
。
一
部
分
を
読
ん
だ
だ
け
で

う
ま
く
い
く
わ
け
が
な
い
。
向
山
氏
の
原
文
を
「
読
み
込
む
」
難
し
さ
を
痛
感
し
た
、
夏
休
み
直
前

の
職
員
会
議
で
の
大
失
敗
。

笠か
さ

井い 

美み

香か

門も
ん

間ま 

政ま
さ

博ひ
ろ

前
・
東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
東
京
教
え
方
研
究
会
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実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

理
想
を
現
実
化
す
る

そ
れ
で
も
、
私
の
部
活
動
指
導
は
、
仕
事
全
体
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
。

結
果
だ
け
を
う
ん
ぬ
ん
し
て
は
「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

学
校
総
合
体
育
大
会
地
区
予
選
前
日
も
、
地

元
彩
の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
で
鍛
錬
を
積
ん
だ
。

日
々
、
心
技
体
の
磨
き
合
い
で
あ
る
。

　

終
盤
、
あ
る
保
護
者
が
話
し
掛
け
て
来
た
。

反
抗
期
真
っ
た
だ
中
の
息
子
は
、
部
活
動
と
国

語
が
楽
し
い
か
ら
学
校
に
行
く
、
長
谷
川
に
付

い
て
い
く
と
、
毎
日
そ
ん
な
話
を
す
る
の
だ
と

い
う
。

　

試
合
と
い
う
成
果
は
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な

い
。
水
面
下
に
何
が
あ
る
か
。

　

す
ぐ
下
に
は
も
ち
ろ
ん
、
技
術
、
ス
キ
ル
が

あ
る
。
普
通
は
大
人
も
子
供
も
、
こ
こ
ば
か
り

を
気
に
し
て
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
評
論
す
る
。

　

だ
が
、
技
術
や
ス
キ
ル
の
下
部
に
は
、
ま
だ

複
数
の
層
が
あ
る
の
だ
。
本
当
は
そ
れ
ら
こ
そ

大
切
な
の
だ
。

　

そ
れ
な
の
に
、
そ
の
事
実
を
理
解
す
る
人
は

極
め
て
少
な
い
。
ス
キ
ル
や
成
果
に
目
を
奪
わ

れ
る
。
そ
の
方
が
分
か
り
や
す
い
か
ら
。
深
く

思
考
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
。

　

気
持
ち
は
分
か
る
が
、
指
導
者
が
そ
れ
で
は

駄
目
だ
。

　

部
活
動
指
導
は
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
が
目
的
な

の
で
は
な
い
。
勝
ち
負
け
は
目
標
に
す
ぎ
な
い
。

　

目
的
は
更
に
高
次
に
あ
る
。
生
き
方
そ
の
も

の
の
指
導
こ
そ
、
本
物
な
の
だ
。

　

公
立
中
学
校
教
師
の
責
任
は
重
い
。

　

翌
日
、
大
会
本
番
個
人
戦
。
ベ
ス
ト
４
を
全

て
獲
得
し
た
。
準
決
勝
、
決
勝
と
、
監
督
と
し

て
一
つ
の
ペ
ア
の
ベ
ン
チ
だ
け
に
入
る
わ
け
に

も
い
か
ず
、
隅
か
ら
眺
め
て
い
た
。

「
経
験
者
ゼ
ロ
の
部
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

よ
う
な
結
果
と
な
る
の
は
前
代
未
聞
だ
」
と
評

さ
れ
た
。
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
来
し
方

が
思
い
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
翌
日
は
団
体
戦
で
あ
る
。
我
が
Ａ
チ
ー

ム
は
圧
倒
的
な
勢
い
で
優
勝
し
た
。
Ａ
チ
ー
ム

を
差
し
置
い
て
指
導
し
て
き
た
、
二
年
生
主
体

の
（
す
な
わ
ち
テ
ニ
ス
経
験
一
年
の
）
Ｂ
チ
ー

ム
は
他
校
Ａ
チ
ー
ム
を
三
つ
破
り
、
第
三
位
、

入
賞
し
た
。

　

特
定
の
ペ
ア
だ
け
が
強
い
の
で
な
く
、
全
体

が
底
上
げ
さ
れ
、
実
力
を
付
け
て
い
る
。
そ
れ

が
私
の
理
想
だ
。
理
想
が
形
と
な
っ
た
瞬
間
だ
。

　

結
果
と
同
等
に
大
切
な
の
が
、
プ
ロ
セ
ス
だ
。

私
は
人
一
倍
、
そ
こ
に
こ
だ
わ
る
。

　

言
う
べ
き
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
、
反
省
も
あ

り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
話
が
長
く
な
っ
た
。
保

護
者
に
も
言
う
べ
き
こ
と
を
言
っ
た
。

　

解
散
後
、
全
国
優
勝
校
及
び
全
国
三
位
の
学

校
、
そ
し
て
ス
カ
ウ
ト
に
来
て
い
た
高
校
二
校

か
ら
試
合
を
申
し
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
部
活
動
指
導
だ
が
、
私
の
仕
事

の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
幹
は
別
に
あ
る
。

私が
読み落としていた

向山洋一の
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マニアック編
　

放
課
後
、
翌
々
日
の
職
員
会
議
の

議
案
書
を
持
ち
、
職
員
室
内
を
歩
く
。

提
案
者
の
先
生
に
話
し
掛
け
る
。

　

明
後
日
の
職
員
会
議
で
の
ご

提
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
分

以
内
で
の
ご
発
言
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
職
員
会
議
前
日
の
朝
の

打
合
せ
で
、
先
生
方
全
員
に
同
じ
発

言
を
し
た
。
な
ぜ
か
？　

職
員
会
議

は
、
い
つ
も
勤
務
時
間
を
オ
ー
バ
ー

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

毎
回
の
職
員
会
議
で
提
案
文
書
の

全
文
を
読
み
上
げ
る
先
生
が
い
た
。

一
か
月
の
行
事
予
定
の
全
て
を
読
み

上
げ
る
先
生
も
い
た
。

　

そ
こ
で
、
司
会
と
な
っ
た
私
は
向

　

会
議
時
間
七
十
五
分
、
出
席
者
十

一
名
、
よ
っ
て
一
人
当
た
り
約
六
分

と
考
え
た
の
で
あ
る
。

読
み
込
み
不
足
が
招
い
た
失
敗

　

会
議
当
日
、
早
目
に
会
場
に
入
り

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
会
議
は

定
刻
ど
お
り
に
開
始
。
提
案
者
の
先

生
方
は
全
員
六
分
以
内
の
発
言
で
あ
っ

た
。
こ
れ
で
十
五
時
四
十
五
分
ま
で

に
会
議
が
終
了
す
る
と
確
信
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
は
違
っ
た
。

　

提
案
に
対
し
て
、
何
度
も
質
問
や

確
認
が
飛
び
交
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

結
局
、
会
議
が
終
了
し
た
の
は
十

六
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

　

向
山
氏
の
文
に
沿
っ
て
会
議
を
進

め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
間
を
守

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
の
文
を
読
み
落
と
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　

そ
の
会
議
に
出
席
し
て
発
言
す

る
一
人
当
た
り
の
全
時
間
が
二
分

で
あ
る
。（
前
掲
書　

同
ペ
ー
ジ
）

　　

提
案
者
の
先
生
は
発
言
時
間
を

守
っ
た
。
し
か
し
、
ほ
か
の
提
案
へ

の
発
言
時
間
の
こ
と
ま
で
は
守
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
態
を
招
い
た
全
て
の
責
任

は
、
冒
頭
の
発
言
を
し
た
私
に
あ
る
。

　

向
山
氏
は
指
摘
す
る
。

「
向
山
型
」
を
学
び
た
い
の
な

ら
、
向
山
の
原
文
を
ま
ず
よ
く

読
む
こ
と
だ
。「
読
み
込
む
」
と

い
う
く
ら
い
読
む
こ
と
だ
。（﹃
教

育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
﹄
誌
二
〇
〇

三
年
十
二
月
号　

五
ペ
ー
ジ
）

　

向
山
氏
の
原
文
を
「
読
み
込
め
て

い
な
い
」
こ
と
を
痛
感
し
た
、
職
員

会
議
で
の
大
失
敗
で
あ
る
。

山
氏
の
次
の
文
を
読
み
、
前
述
の
声

掛
け
を
二
度
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

会
議
で
の
持
ち
時
間
の
目
や
す

は
、
会
議
時
間
を
出
席
人
数
で

わ
っ
た
数
だ
。
一
時
間
の
職
員
会

議
を
三
十
人
の
出
席
者
で
や
る
な

ら
、
一
人
の
発
言
時
間
は
二
分
。

（﹃
学
級
経
営
の
急
所
﹄
向
山
洋
一

著　
明
治
図
書　
一
三
五
ペ
ー
ジ
）

　

こ
の
と
き
、
勤
務
校
の
職
員
会
議

の
出
席
者
は
十
一
名
。

　

会
議
開
始
は
十
四
時
三
十
分
、
終

了
時
刻
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
私
は
次
の
覚
悟
を
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
入
る
十
五
時
四

十
五
分
ま
で
に
終
了
さ
せ
る
。

会
議
で
の
発
言
時
間
は
一
人
何
分
？

向
山
洋
一
氏
が
示
し
た
会
議
で
の
持
ち
時
間
を
読
ん
で
挑
ん
だ
司
会
。
一
部
分
を
読
ん
だ
だ
け
で

う
ま
く
い
く
わ
け
が
な
い
。
向
山
氏
の
原
文
を
「
読
み
込
む
」
難
し
さ
を
痛
感
し
た
、
夏
休
み
直
前

の
職
員
会
議
で
の
大
失
敗
。

門も
ん

間ま 

政ま
さ

博ひ
ろ

前
・
東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
東
京
教
え
方
研
究
会
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

井い
の

上う
え 

好よ
し

文ふ
み

向
山
型
数
学
授
業

研
究
会

高
段
者
編

A

Q

ど
は
本
で
は
学
べ
な
い
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
お
勧
め
し
た
い
の
が
、

「
向
山
洋
一
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
３　

算
数

授
業
の
方
法 

小
数
」「
向
山
洋
一
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
４　

算
数
授
業
の
方
法 

分
数
」

（
と
も
に
、
東
京
教
育
技
術
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
購
入
可
能
）
で
す
。

　

向
山
洋
一
氏
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
使

い
方
に
は
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

①　

全
巻
を
一
通
り
見
る
。

②　

好
き
な
巻
を
一
つ
選
ぶ
。

③　

②
だ
け
を
十
回
以
上
、
ま
ず
見
る
。

メ
モ
は
取
ら
な
い
。

④　

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
②
を
見
る
。

※
②
～
④
を
繰
り
返
す
。

　

来
春
二
月
の
発
刊
を
目
指
し
て
、
今
、「
向

山
洋
一
映
像
全
集
」（
全
七
巻
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
動
い
て
お
り
ま
す
。

　

向
山
氏
の
超
お
宝
映
像
を
、
五
十
名
を
超
え

る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
実
践
家
が
分
析
＆
解
説
し
ま
す
。

　
算
数
の
授
業
に
お
い
て
、
低
位
の
お

子
さ
ん
の
ペ
ー
ス
を
考
え
授
業
し
て
い

る
と
、
ト
ッ
プ
集
団
は
早
く
終
わ
っ
て

し
ま
い
、
手
持
ち
無
沙
汰
に
な
り
ま
す
。

算
数
の
授
業
に
お
い
て
、
ト
ッ
プ
集
団

が
退
屈
せ
ず
活
動
を
し
続
け
ら
れ
る
手

立
て
を
教
え

て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　
「
討
論
」
の
授
業
は
”高
段
の
芸
 ※
＂
だ

と
言
わ
れ
ま
す
。

「
で
き
な
い
子
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
同
時

に
で
き
る
子
も
知
的
に
満
足
す
る
」
算
数
授
業

も
ま
た
、
高
段
の
芸
で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、 「
で
き
な
い
子
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
」
こ
と
と
「
で
き
る
子
も
知
的
に
満
足

す
る
」
こ
と
と
は
、
二
律
背
反
だ
か
ら
で
す
。

　

そ
の
高
段
の
芸
を
、
誰
で
も
追
試
で
き
る
よ

う
に
シ
ス
テ
ム
化
し
た
の
が
「
向
山
型
算
数
」

で
す
。

　

討
論
の
授
業
を
す
る
た
め
に
は
、
実
際
に

「
討
論
」
の
授
業
を
ラ
イ
ブ
で
見
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

「
で
き
な
い
子
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
同
時

に
で
き
る
子
も
知
的
に
満
足
す
る
」
算
数
授
業

を
す
る
た
め
に
は
、「
討
論
」
と
同
様
に
、
そ

の
よ
う
な
授
業
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
、
温
か
な
表
情
、
対
応
な

算
数
で
ト
ッ
プ
集
団
が
退
屈
し
な
い
手
立
て

﹁
で
き
な
い
子
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
で
き
る
子
も

知
的
に
満
足
す
る
﹂
算
数
授
業
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

　

指
導
案
は
、
授
業
に
お
け
る
企
画

書
で
あ
る
。
企
画
書
と
は
、「
目
的

を
達
成
す
る
た
め
の
手
立
て
と
見
通

し
が
記
さ
れ
た
文
書
」
で
あ
る
。

　

企
画
書
に
最
も
必
要
な
条
件
は

「
分
か
り
や
す
さ
」
で
あ
る
。

「
何
の
た
め
に
」「
何
を
」「
ど
う
す

れ
ば
」
目
的
が
達
成
で
き
る
の
か
、

一
読
で
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

言
え
ば
い
い
の
だ
。

「
指
導
案
と
は
企
画
書
」
と
書
い
た
。

　

企
画
書
の
第
一
条
件
は
、
分
か
り

や
す
さ
で
あ
る
。
分
か
り
や
す
さ
の

責
任
は
、
作
成
者
に
あ
る
。

　

指
導
案
の
分
か
り
や
す
さ
は
、
授

業
者
に
責
任
が
あ
る
。

「
何
の
た
め
に
」「
ど
ん
な
指
導
を

す
る
の
か
」
が
一
読
で
分
か
ら
な
い

よ
う
な
指
導
案
に
価
値
は
な
い
。

　

先
日
、
校
内
研
修
の
講
師
と
し
て

あ
る
学
校
に
行
っ
た
。

　

一
週
間
前
に
指
導
案
が
届
い
た
。

　

単
元
は
、
六
年
生
算
数
「
分
数
÷

分
数
」
で
あ
る
。

　

一
読
し
て
、
書
き
込
み
を
し
た
。

「
児
童
観
」
の
冒
頭
を
引
用
す
る
。

「
本
学
級
の
児
童
は
、
第
５
学
年
に

﹃
分
数
×
整
数
﹄
及
び
﹃
分
数
÷
整

数
﹄
の
学
習
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

割
合
や
文
章
問
題
を
解
く
手
が
か
り

と
し
て
、
関
係
図
や
線
分
図
、
数
直

線
、
面
積
図
を
使
っ
た
学
習
を
し
て

き
て
い
る
」

　

日
本
全
国
の
六
年
生
が
経
験
し
た

誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
を
書
い
て

ど
う
す
る
。
こ
こ
に
書
く
べ
き
は
、

「
分
数
の
計
算
に
関
す
る
ク
ラ
ス
の

子
供
た
ち
の
傾
向
と
課
題
」
だ
ろ
う
。

「
何
が
で
き
て
」「
何
が
で
き
な
い
の

か
」「
何
人
の
子
が
で
き
て
」「
全
く

で
き
な
い
子
が
何
人
い
る
の
か
」
と

い
う
具
体
的
な
数
値
を
書
く
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
指
導
案
に
は
、
そ
れ
が

全
く
抜
け
落
ち
て
い
る
。

　

こ
れ
は
仕
方
な
い
こ
と
だ
。
校
内

に
指
導
案
の
書
き
方
を
教
え
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
か
ら
だ
。
ま
た
、
優

れ
た
指
導
案
を
見
た
こ
と
が
な
い
か

ら
だ
。

　

向
山
洋
一
氏
の
指
導
案
は
、
ま
さ

に
圧
巻
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
上
に
も
具
体
的
だ
。

　

若
い
教
師
は
、
絶
対
に
圧
巻
指
導

案
を
見
て
お
く
べ
き
だ
。

﹃
飛
翔
期 

向
山
洋
一 

実
物
資
料
集
﹄

の
次
の
三
冊
を
特
に
お
勧
め
す
る
。

「
第
６
巻 

授
業
編 

社
会
科
研
究
授

業
５
年
」「
第
７
巻 

授
業
編 

社
会

科
研
究
授
業
６
年
」「
第
23
巻 

教
師

修
業
編 

研
究
通
信
」

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
多
く
の
先
輩
教
師
が

憧
れ
追
い
掛
け
た
「
指
導
案
」
像
が

そ
こ
に
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
指
導
案
は
、
分
か
り

に
く
い
。
原
因
は
明
白
。

「
指
導
案
の
書
き
方
を
知
ら
な
い
」

「
何
を
」「
ど
う
書
く
」
の
か
を
指

導
し
て
く
れ
る
人
が
、
学
校
現
場
で

激
減
し
て
い
る
。
校
内
研
修
で
指
導

案
が
提
出
さ
れ
て
も
、
多
く
の
人
は

口
を
つ
ぐ
む
。
何
も
言
え
な
い
か
ら

だ
。

「
指
導
案
と
は
難
解
な
文
書
」
と
い

う
思
い
込
み
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
指

導
案
を
読
解
で
き
な
い
」
と
カ
ミ
ン

グ
ア
ウ
ト
を
す
る
の
が
恥
ず
か
し
い

の
だ
。
指
導
案
の
意
味
が
分
か
ら
な

け
れ
ば
「
分
か
ら
な
い
」
と
素
直
に

『
飛
翔
期 

向
山
洋
一 

実
物
資
料
集
』

（
明
治
図
書
）
圧
巻
指
導
案

多
く
の
教
師
は
、
指
導
案
の
書
き
方
を
知
ら
な
い
。河か

わ

田た 

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立
楢
崎
小
学
校

※ 

超
一
流
の
技
術
を
も
っ
た
者
が
行
う
、
ほ
か
が
ま
ね

 

で
き
な
い
高
み
ま
で
昇
華
さ
れ
た
技
の
こ
と
。
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向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ

オクム師匠の教え⑱
アニャンゴ　ただ一人の女性奏者　
　見にきてごらん！　
彼女が古代の曲を奏でるのを

　

最
後
は
「
ネ
・
ニ
ャ
コ
」
だ
っ

た
。
オ
ク
ム
が
私
の
た
め
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
歌
詞
を
付
け
て
く
れ
た

曲
だ
。

　

ネ
・
ニ
ャ
コ

君
は
娘
が
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
奏
で

る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
か

い
？

も
し
ま
だ
な
ら
見
に
お
い
で
！

彼
女
は
全
て
を
犠
牲
に
し
て　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
と
共
に
旅
に

で
た
の
さ

全
て
を
置
い
て　

音
楽
を
奏
で
る

た
め
に

ア
ニ
ャ
ン
ゴ　

た
だ
一
人
の
女
性

奏
者　

見
に
き
て
ご
ら
ん
！

彼
女
が
古
代
の
曲
を
奏
で
る
の
を

ど
の
よ
う
に
奏
で
は
じ
め
た
か　

語
り
た
い

手
に
教
科
書
を
持
つ
学
生
の
よ
う

に
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
運
ん
だ

手
に
鍬く
わ

を
持
つ
農
夫
の
よ
う
に
楽

器
を
は
じ
い
た
の
さ

そ
し
て　

人
々
は
そ
の
演
奏
に
酔

い
し
れ
た
の
さ

ア
ニ
ャ
ン
ゴ　

人
々
は
驚き
ょ
う

愕が
く

し
た

ア
ニ
ャ
ン
ゴ　

娘
が
ニ
ャ
テ
ィ

テ
ィ
を
奏
で
て
い
る

ア
ニ
ャ
ン
ゴ　

竪
琴
を
奏
で
る
喜

び
ア
ニ
ャ
ン
ゴ　

フ
ァ
ン
を
も
て
な

し
た
い　

た
だ
そ
れ
だ
け

人
々
は
い
ま
だ
衝
撃
を
受
け
て
い

る

シ
ア
ヤ
の
人
は　

驚
い
て
い
る

ウ
ラ
ン
ガ
の
フ
ァ
ン
は　

感
電
し

た
ウ
ゲ
ニ
ャ
も
い
ま
だ
衝
撃
の
さ
な

か
に
い
る

ア
レ
ゴ
の
同
胞
は　

驚
き
の
叫
び

声
を
あ
げ
た

ナ
イ
ロ
ビ
の
人
た
ち
は　

信
じ
ら

れ
な
い
と
言
う　

と
に
か
く
一
度
そ
の
目
で
確
か
め

て
ご
ら
ん　

彼
女
が
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
を
奏
で
る
の
を

も
し
ま
だ
な
ら　

見
に
お
い
で
！

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
が
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を

奏
で
る
の
を

　

最
後
は
、
オ
ク
ム
の
名
を
繰
り

返
し
歌
っ
た
。
み
ん
な
踊
る
、
投

げ
銭
を
入
れ
る
。
気
付
く
と
一
七

〇
〇
ケ
ニ
ア
シ
リ
ン
グ
も
集
ま
っ

て
い
た
。
そ
れ
ら
を
全
て
ハ
ラ
ン

ベ
ー
（
寄
付
金
）
し
た
。

　

ジ
ョ
シ
ュ
ア
も
オ
チ
エ
ル
も
、

「
今
度
は
、
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
の
ク
ワ

イ
ヤ
ー
に
な
る
」
と
か
言
っ
て
い

る
。

　

オ
ク
ム
の
最
後
の
弟
子
で
あ
り

唯
一
の
内
弟
子
と
な
っ
た
私
は
、

彼
の
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
弾
き
歌
っ

た
。
み
ん
な
で
大
師
匠
を
し
の
ん

で
、
歌
い
踊
っ
た
。

　

天
国
に
旅
立
つ
者
と
残
さ
れ
た

者
の
魂
を
慰
め
る
。
こ
れ
こ
そ
が

本
来
の
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
弾
き
の
仕

事
だ
。

　

そ
う
、
私
は
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
弾

き
な
の
だ
⋮
⋮
。

世界初女性
ニャティティ奏者
アニャンゴこと

（
ア
レ
ゴ
村
に
続
く
赤
土
の
道
）

株式会社 騒人社　師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

TOSS Kids School
「学び方を身に付け、学力を
伸ばす」塾経営 その１
Kidsセミナー IN浜松
退職後も夢を追い掛け、事実を作り出す。

　

梅
雨
空
の
中
、
浜
松
ま
で
、
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ

ｌ
の
説
明
会
に
出
掛
け
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
、
品
川
駅
で

向
山
先
生
は
深
川
め
し
、
私
は
す

き
焼
き
弁
当
を
買
い
込
ん
で
新
幹

線
に
乗
っ
た
。

　

浜
松
で
は
車
椅
子
ま
で
用
意
し

て
、
松
井
先
生
、
奈
良
部
先
生
、

青
山
先
生
三
人
掛
か
り
で
、
ホ
ー

ム
ま
で
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
有

り
難
か
っ
た
。

　

向
山
先
生
に
も
現
状
を
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開

始
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
会
場

入
り
し
た
。

　

稲
田
先
生
が
、
塾
を
開
設
す
る

に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
順
が
必
要

か
、
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
て
、

す
ぐ
に
で
も
で
き
る
よ
う
な
気
が

し
た
。
稲
田
先
生
の
塾
経
営
の
経

験
か
ら
作
り
上
げ
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
、
三
年
を
経
て
細
か

な
と
こ
ろ
ま
で
構
築
さ
れ
て
い
た
。

　

向
山
先
生
か
ら
示
し
て
い
た
だ

い
た
「
学
び
方
を
身
に
付
け
、
学

力
を
伸
ば
す
」
た
め
の
様
々
な
指

導
の
工
夫
が
あ
る
。

　

教
具
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。

　

向
山
先
生
の
お
孫
さ
ん
の
歓

ち
ゃ
ん
が
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
教
具
の
「
ひ
も
と
お
し
」
に
夢

中
だ
そ
う
だ
。
指
先
を
使
う
こ
の

教
具
を
、
一
歳
十
か
月
で
楽
し
め

る
な
ん
て
す
ば
ら
し
い
。

　

塾
を
開
設
し
て
の
報
告
が
あ
っ

た
。
下
川
先
生
の
、
う
ま
く
い
っ

た
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
伸
び
悩

む
子
へ
の
指
導
報
告
は
、
ま
さ
に

教
師
の
志
の
高
さ
と
諦
め
な
い
根

気
強
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

き
た
。

　

高
山
先
生
か
ら
は
、
塾
生
を
集

め
る
こ
と
の
大
変
さ
が
語
ら
れ
る

と
と
も
に
、
来
て
か
ら
の
お
子
さ

ん
た
ち
の
大
き
な
変
化
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
っ
た
。
入
塾
当
時
は
、

気
難
し
か
っ
た
子
が
、
笑
顔
が
か

わ
い
い
お
子
さ
ん
に
変
化
し
て
い

た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
た
め
の
資
料
と

し
て
、
親
御
さ
ん
が
そ
の
子
の
学

習
の
伸
び
を
証
明
す
る
通
信
簿
を

提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
。

驚
く
と
と
も
に
、
確
か
な
事
実
を

生
み
出
し
て
き
て
い
る
報
告
に
、

胸
が
熱
く
な
っ
た
。

　

杉
山
先
生
の
報
告
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
社
会
貢
献
活
動
を
縁
に
人
の

つ
な
が
り
が
で
き
、
次
々
と
口
コ

ミ
で
生
徒
さ
ん
が
増
え
て
い
く
様

子
が
、
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。
退
職
し
て
か
ら
の
収
入

の
部
分
を
リ
ア
ル
に
報
告
し
て
く

れ
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。
何
よ
り
、

杉
山
先
生
の
笑
顔
と
元
気
と
「
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ　

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
を
や
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。

　

特
別
ゲ
ス
ト
の
向
山
先
生
は
、

三
十
六
年
前
の
Ｂ
４
一
枚
に
ま
と

め
上
げ
ら
れ
た
「
進
研
ゼ
ミ
」
の

企
画
構
造
図
の
説
明
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
向
山
先
生
の
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

構
想
は
、
次
回
報
告
す
る
。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

東京教育技術研究所　美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ

１ 

相
手
の
受
け
止
め
方

　

グ
ラ
ス
に
酒
を
注
い
で
い
た
安

田
さ
ん
に
声
を
掛
け
た
。
向
山
先

生
を
酔
わ
せ
て
は
い
け
な
い
と
、

ジ
ッ
と
グ
ラ
ス
を
見
詰
め
て
い
た

私
は
、
も
う
そ
の
辺
で
と
思
い
、

「
ス
ト
ッ
プ
！
」
と
言
っ
た
。

　

そ
の
と
き
、
そ
の
声
に
被
る
よ

う
に
、
向
山
先
生
は
「
Ｏ
Ｋ
～
」

と
言
っ
た
。（
え
っ
。
Ｏ
Ｋ
？
）

と
思
わ
ず
向
山
先
生
を
見
詰
め
て

し
ま
っ
た
。
二
人
の
声
掛
け
は
、

安
田
さ
ん
の
手
を
止
め
る
こ
と
に

は
な
っ
た
が
、
そ
の
言
葉
は
全
く

真
逆
だ
っ
た
。
確
か
に
私
が
安
田

さ
ん
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
ス
ト
ッ

プ
と
声
が
掛
か
っ
た
途
端
、
ビ

ク
ッ
と
し
て
（
悪
か
っ
た
の
か
な
、

す
み
ま
せ
ん
）
と
感
じ
る
。
Ｏ
Ｋ

と
言
わ
れ
た
ら
、（
よ
し
。
こ
れ

で
い
い
の
だ
）
と
思
っ
た
か
も
。

　

こ
の
言
葉
掛
け
の
違
い
は
何
だ

ろ
う
と
、
ず
っ
と
考
え
て
い
る
。

　

後
日
こ
の
話
を
師
尾
先
生
に
し

た
ら
、「
私
な
ら
﹃
駄
目
～
﹄
と
言

う
わ
ね
」。
私
よ
り
う
わ
て
が
い
た
。

２ 
言
い
間
違
え
を
フ
ォ
ロ
ー

　

ク
ー
ラ
ー
の
風
向
を
ス
ウ
ィ
ン

グ
モ
ー
ド
に
変
更
し
よ
う
と
し
た

と
き
、
私
は
「
ウ
ィ
ン
グ
で
す

ね
」。
言
っ
て
し
ま
っ
た
後
、
間

違
い
に
気
付
い
て
「
ス
ウ
ィ
ン
グ

で
し
た
」
と
訂
正
。
恥
ず
か
し
い

と
思
っ
て
い
た
ら
、
向
山
先
生
が

す
ぐ
さ
ま
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
た
。

「
お
菓
子
と
お
金
、
一
字
違
い
で

子
供
が
好
き
な
も
の
と
大
人
の
好

き
な
も
の
だ
（
笑
）」
と
皆
に
言
っ

て
く
れ
て
笑
い
を
誘
っ
た
。
こ
の

優
し
さ
は
何
だ
ろ
う
と
、
ま
た
考

え
て
い
る
。

山
梨
サ
ー
ク
ル
訪
問
と
向
山
先
生

直
観
と
情
動
の
道
徳
基
盤
か
ら
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
迫
る
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ハ
イ
ト

一 

社
会
的
直
観
モ
デ
ル
と
道
徳
基
盤

　

道
徳
感
情
を
基
礎
と
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心

理
学
の
名
著
﹃
し
あ
わ
せ
仮
説
﹄（
藤
澤
隆

史
、
藤
澤
玲
子
訳　

新
曜
社
）
と
全
米
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
﹃T

he Righteous M
ind　

社

会
は
な
ぜ
左
と
右
に
わ
か
れ
る
の
か
︱
︱
対

立
を
超
え
る
た
め
の
道
徳
心
理
学
﹄（
高
橋

洋
訳　

紀
伊
國
屋
書
店
）
の
著
者
ジ
ョ
ナ
サ

ン
・
ハ
イ
ト
は
、
道
徳
の
基
礎
は
理
性
で
制

御
で
き
な
い
直
観
に
あ
る
と
い
う
。

　

例
え
ば
「
拾
っ
た
財
布
を
交
番
に
届
け
る
」

と
い
う
道
徳
は
、「
誰
も
見
て
い
な
い
」「
少

額
だ
」
な
ど
の
理
屈
付
け
に
よ
っ
て
、
そ
れ

を
破
る
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
簡
単
に
下
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、「
目
上
の
人
を
敬
称

で
呼
ぶ
」
と
い
う
道
徳
は
、
た
と
え
会
社
で

「
敬
称
で
呼
ば
な
い
」
と
い
う
規
則
を
作
っ
た

と
し
て
も
、
心
理
的
抵
抗
感
は
変
わ
ら
な
い
。

　

ハ
イ
ト
は
前
者
を
理
性
（
思
考
）
道
徳
、

後
者
を
直
観
（
感
情
）
道
徳
と
呼
ん
で
区
別

し
、「
道
徳
的
な
直
観
は
、
道
徳
的
な
思
考

が
始
ま
る
は
る
か
以
前
に
、
す
ば
や
く
自
動

的
に
生
じ
る
。
そ
し
て
、
前
者
は
後
者
を
駆

り
立
て
よ
う
と
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

彼
は
道
徳
的
判
断
が
理
性
的
思
考
の
み
に

基
づ
く
と
考
え
る
理
性
偏
重
主
義
を
批
判
し
、

道
徳
に
お
け
る
直
観
、
情
動
の
重
要
性
を
強

調
し
、
右
下
の
図
の
よ
う
な
「
社
会
的
直
観

モ
デ
ル
」
を
提
示
し
た
。

　

さ
ら
に
世
界
各
地
の
社
会
に
お
け
る
美
徳

に
注
目
し
、そ
れ
が
次
ペ
ー
ジ
の
五
つ
の
道
徳

基
盤
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

二 

象
︵
情
動
、
直
観
︶
と
乗
り
手
︵
思
考
︶

　

ハ
イ
ト
は
同
情
、
恐
れ
、
怒
り
、
愛
情
な

ど
の
「
情
動
」
が
道
徳
の
基
盤
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
フ
ラ
ン
ス
・
ド
ゥ
・
ヴ
ァ
ー

ル
の
名
著
﹃
利
己
的
な
サ
ル
、
他
人
を
思
い

や
る
サ
ル
︱
モ
ラ
ル
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の

か
﹄（
西
田
利
貞
、藤
井
留
美
翻
訳　

草
思
社
）

や
﹃
デ
カ
ル
ト
の
誤
り　

情
動
、
理
性
、
人

間
の
脳
﹄（
ア
ン
ト
ニ
オ
･
Ｒ
･
ダ
マ
シ
オ

髙た
か

橋は
し 

史し

朗ろ
う

麗
澤
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

脳
科
学
と
教
育　

第
六
回

日本の　　 のために

〈上の写真〉
雨宮先生のサークルを訪問。その前に
サクランボ狩り。
向山先生がサクランボが好きだと初め
て知った。てっきりサクランボより酒
ランボかと?!
〈下の写真〉
右：研究所メルマガ６月の今月の一言
「授業が熱中するために」空白禁止
の原則のお話。

左：スマホで将棋ゲームに熱中する向
山先生。なんと、打つ手はコンピュー
タよりも早いのだ。

さり気ない配慮で、
相手の気持ちを忖

そん

度
たく

する
言葉の選び方によって相手の受け止め方が
変わる。
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著　

田
中
三
彦
訳　

筑
摩
書
房
）
を
読
み
、

「
情
動
と
思
考
は
、
道
徳
的
判
断
に
至
る
二

つ
の
異
な
る
経
路
で
あ
る
」
と
い
う
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
・
カ
ル
ト
の
二
重
プ
ロ
セ
ス
モ

デ
ル
を
検
証
す
る
実
験
を
行
っ
た
。

　

そ
の
実
験
は
、
⑴
殺
菌
し
た
ゴ
キ
ブ
リ
入

り
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
め
る
か
、
⑵
「
私
は
、
死

ん
だ
ら
、
魂
を
二
ド
ル
で
売
り
渡
す
こ
と
を

約
束
し
ま
す
」
と
書
か
れ
た
用
紙
に
サ
イ
ン

で
き
る
か
、
⑶
兄
妹
の
セ
ッ
ク
ス
は
間
違
っ

て
い
る
と
思
う
か
、
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、「
情
動
的
に
道
徳
的
判
断
を
下
そ

う
と
し
て
い
る
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ハ
イ
ト
は
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
て
い
る
。

「
人
々
は
道
徳
的
な
判
断
を
す
み
や
か
に
、

そ
し
て
情
動
的
に
下
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
に

対
し
、
道
徳
的
思
考
の
ほ
と
ん
ど
は
、
既
に

決
定
済
み
の
判
断
を
正
当
化
す
る
理
由
を
、

後
か
ら
探
そ
う
と
す
る
も
の
だ
」

　

一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
、
道
徳
心
理
学
は

情
動
の
進
化
で
は
な
く
、
思
考
と
情
報
処
理

の
発
達
を
扱
う
学
問
だ
と
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
九
二
年
に
「
進
化
心
理
学
」
と
い
う
新

た
な
名
称
を
獲
得
し
た
社
会
心
理
学
の
復
活

に
よ
っ
て
、
情
動
が
進
化
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

情
動
は
本
能
的
で
愚
か
な
も
の
と
捉
え
ら

れ
て
い
た
が
、
次
第
に
科
学
者
は
、
情
動
が

認
知
に
満
た
さ
れ
て
い
る
と
認
識
す
る
よ
う

に
な
り
、
情
動
と
認
知
を
対
立
的
に
捉
え
る

観
点
か
ら
脱
却
し
た
。

　

そ
し
て
道
徳
的
判
断
は
認
知
的
プ
ロ
セ
ス

で
あ
り
、
直
観
と
思
考
と
い
う
、
二
つ
の
異

な
る
タ
イ
プ
の
認
知
能
力
の
間
に
あ
る
こ
と

を
悟
っ
た
、
と
ハ
イ
ト
は
指
摘
す
る
。

　

さ
ら
に
、
道
徳
的
な
情
動
は
道
徳
的
な
直

観
の
一
種
だ
が
、
後
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
情

動
の
レ
ベ
ル
ま
で
達
す
る
こ
と
の
な
い
、

も
っ
と
捉
え
に
く
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

ハ
イ
ト
は
﹃
し
あ
わ
せ
仮
説
﹄
で
、
こ
の

二
種
類
の
認
知
能
力
を
「
乗
り
手
」（
理
由
を

考
え
る
な
ど
の
思
考
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
）
と
「
象
」（
情
動
、
直

観
）
と
呼
び
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「﹃
情
動
﹄
対
﹃
認
知
﹄
と
い
う
図
式
を
捨

て
て
、﹃
直
観
﹄
対
﹃
思
考
﹄
と
い
う
見
方

を
と
る
と
、
す
べ
て
が
う
ま
く
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー

ソ
ン
流
の
二
重
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
に
、
二
つ

の
大
き
な
変
更
を
加
え
た
。
ま
ず
、﹃
思
考
﹄

か
ら
﹃
判
断
﹄
へ
と
向
け
ら
れ
た
矢
印
の
重

要
度
を
下
げ
、
直
観
は
道
徳
的
判
断
の
主
要

な
源
泉
で
あ
り
、
思
考
は
後
か
ら
の
理
由
付

け
に
す
ぎ
ず
、
理
性
は
直
観
の
召
使
い
で
あ

り
、
そ
も
そ
も
﹃
乗
り
手
﹄
は
﹃
象
﹄
に
仕

え
る
た
め
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
。」

全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

TOSS New Star Creation Seminar
授業技量検定JAPAN （TOSS中央事務局　手塚美和）

青森県
法則化オフサイドレディースはっち∞

兵庫
県
TOSS山

やま

風
かぜ

サークル

青森県八戸市立城下小学校

北
きた

浦
うら

 純
じゅん

子
こ

連絡先：kitaurajunko@icloud.com

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

連絡先：ho.jyongman@toss2.com

ママさん、大丈夫！ できる人ができることを
　子育て真っ最中、ママさんが多いサークル
だ。パパさんもいる。「雨で、部活動の送り
迎え日が変更した」「主人が急用で子供を頼
めなくて……」「息子が骨折した！」……など。
急な予定変更は日常茶飯事だ。合言葉は、「大
丈夫！」、そして「何とかなる！」。そのとき
できる人ができることを引き受けて動く。子
育て中のママさんも、お気軽にお問合せを。
もちろん、ママさん以外の方もお待ちしている。

「むべ山風を　嵐といふらむ」
　毎月第４木曜日の夜18：30 ～ 20：30に開催。
場所は「兵庫県立姫路労働会館」。教科書な
どを使った模擬授業のほかに、ミニ講座など
も行なっている。６月は「目標は定時退勤！
　学期末事務の進め方（その場主義の仕事
術）」、７月は「終業式からはじめる二学期の
準備（逆算思考と段取り力）」など。学校の
仕事を大切にしながら授業力向上や社会貢献
活動を楽しんでいる。

～ TOSS中央事務局PRESENTS ～日本最高峰の「TOSS授業技量検定」
　授業技量検定とは、授業技量を高める教師修業の場。「授業」の腕を書道や柔道のように、段級
位の形式（十段～ 40級）で数値化し、認定したもの。（提唱 TOSS代表向山洋一氏）
　目玉１：向山洋一氏の指導案審査を受けることができる！（Ａ・Ｂ表のみ）
　目玉２：向山洋一氏の前で検定を受けることができる。
　目玉３：60名が受検できる。
　目玉４：検定者育成システム。検定者に挑戦ができる。
　目玉５：松崎氏の辛口指導案コメント集を手に入れることができる。
【開催日時】2019年9月1日（日）10時～ 15時55分　【開催場所】タイム24ビル 
【講座内容】
　第１講座：谷氏による検定者の心得講座　検定者の視点

 
　第２講座：授業技量検定十段が送る授業づくりイロハ講座（伴一孝氏）
　第３講座：授業技量検定十段が送る授業づくり教材研究講座（谷和樹氏）
　向山氏ご挨拶

日本の　　 のために

１　Ｄ表ステージ
10：15 ～ 10：35　Ｄ表
10：35 ～ 10：38　検定立候補者によるコメント
10：38 ～ 11：50　講師コメント・検定結果発表検

定者の心得（指導案の見方、コメントのポイント）
２　Ｃ表ステージ

11：50 ～ 11：10　Ｃ表
11：10 ～ 11：13　検定立候補者によるコメント
11：15 ～ 11：25　講師コメント・検定結果発表検

定者の心得（指導案の見方、コメントのポイント）

３　Ｂ表ステージ
11：45 ～ 12：20　Ｂ表
12：20 ～ 12：30　講師コメント・検定結果発表
12：45 ～ 13：00　Ｄ・Ｃ・Ｂ表検定者の心得（指導案

の見方、コメントのポイント）伴氏、谷氏、松崎氏
 ４　Ａ表ステージ

13：00 ～ 13：50　Ａ表①
13：50 ～ 14：00　講師コメント
14：10 ～ 15：00　Ａ表②
15：00 ～ 15：10　講師コメント
15：20 ～ 15：25　Ａ表検定結果発表

※ 

図
は
ハ
イ
ト
の
著
作
よ
り
引
用
。（
編
集
部
で
リ
ラ
イ
ト
）

９
月
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六
月
一
日
㈯ 

山
梨
サ
ー
ク
ル
訪
問
翌
日
。
美

崎
・
師
尾
・
雨
宮
・
岩
崎
氏
達
と
「
う
か
い

鳥
山
」
に
て
昼
食
後
帰
京
。

六
月
三
日
㈪ 

浅
草
「
み
よ
し
」
に
て
三
人
会
。

板
倉
先
生
、
師
尾
先
生
と
向
山
。
板
さ
ん
は

今
回
も
た
く
さ
ん
の
お
宝
資
料
を
持
参
。
こ

の
会
の
記
録
は
、
い
ず
れ
書
籍
に
な
る
予
定
。

六
月
五
日
㈬ 

夕
方
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム

の
会
議
。「
鵬
龍
」
の
懇
親
会
か
ら
参
加
。

十
人
程
。

六
月
六
日
㈭ 

午
後
、
光
村
教
育
図
書
と
打
ち

合
わ
せ
。
そ
の
後
、
研
究
所
の
経
営
会
議
。

恵
理
子
た
ち
と
。
夜
は「
木
曽
路
」で
懇
親
会
。

六
月
七
日
㈮ 

午
後
、
三
井
住
友
銀
行
来
社
。

六
月
九
日
㈰ 

体
育
Ｍ
Ｉ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
。
大
田

区
立
道
塚
小
学
校
。

六
月
十
二
日
㈬ 

午
後
、
研
究
所
経
営
会
議
。

恵
理
子
た
ち
と
。

六
月
十
三
日
㈭ 

午
後
、
井
戸
先
生
の
教
材

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
セ
ミ
ナ
ー
。
夕
方
か
ら
中
央

事
務
局
会
議
。
第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
で
四
十

名
ほ
ど
。

六
月
十
五
日
㈯ 

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
で
セ
ミ

ナ
ー
。
懇
親
会
。

六
月
十
六
日
㈰ 

谷
・
雨
宮
セ
ミ
ナ
ー
（
日
本

の
姿
）、
荏
原
文
化
セ
ン
タ
ー
。

六
月
十
七
日
㈪ 

夕
方
か
ら
デ
ジ
タ
ル
会
議
。

六
月
十
八
日
㈫ 

向
山
洋
一
教
材
直
伝
セ
ミ

ナ
ー
。
日
本
包
材
の
会
議
室
で
、
研
究
所
社

員
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
三
十
五
名
ほ
ど
。

六
月
十
九
日
㈬ 

夕
方
か
ら
「
木
曽
路
」
で
谷
・

水
川
・
美
崎
・
雨
宮
・
師
尾
氏
た
ち
と
打
ち

合
わ
せ
。

六
月
二
十
日
㈭ 

午
後
、
研
究
所
で
経
営
会
議
。

恵
理
子
た
ち
と
。

六
月
二
十
一
日
㈮ 

夕
方
か
ら
「
百
々
亭
」
で

打
ち
合
わ
せ
。
そ
ば
が
お
い
し
か
っ
た
。

六
月
二
十
二
日
㈯ 

教
育
会
館
で
特
別
支
援
セ

ミ
ナ
ー
。
午
前
中
、
第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
で

百
人
一
首
の
セ
ミ
ナ
ー
。

六
月
二
十
四
日
㈪ 

夕
方
か
ら
雨
宮
・
美
崎
・

師
尾
氏
達
と
「
木
曽
路
」
で
打
ち
合
わ
せ
。

六
月
二
十
六
日
㈬ 

午
後
、
三
井
住
友
銀
行
来

社
。
浅
草
で
三
人
会
。
向
山
・
板
倉
・
師
尾
。

板
倉
資
料
ど
っ
さ
り
、
い
っ
ぱ
い
。

六
月
二
十
七
日
㈭ 
午
後
、
研
究
所
経
営
会
議
。

恵
理
子
た
ち
と
。
そ
の
後
、
師
尾
先
生
か
ら

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
の
教
材
紹
介
。

六
月
三
十
日
㈰ 

青
年
セ
ミ
ナ
ー
、
第
二
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
ビ
ル
。
そ
ば
の
「
百
々
亭
」
で
二
次
会
。

2019年6月

向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

中学教師が創る新たな社会貢献の動き
「子どもの事実」に徹底的にこだわることだ。
　かすかな変化、ほんのちょっとしたしぐさも見のがすな。
　鋭敏な中学生を相手にしているのだ。それ以上に鋭い感性を持て。

　いつの時も、いかなる時も、中学生の味方であれ。
　一度や二度、だまされるのが何だというのだ。三度や四度、裏切られたから何
だというのだ。
　そんなことに、びくともしない教師の精神をみがけ。
　相手は、子どもなのだ。私たちは教師なのだ。子どもたちを教育することこそ、
私たちの仕事である。

（『教え方のプロ・向山洋一全集59』向山洋一著　明治図書
「若き中学教師へのメッセージ」より）

『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、
2014年３月にリニューアル創刊した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教
育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　９月号
CONTENTS
●教育コミュニティ９月号
【連載】

１．教えて！　専門家……回答：元ラグビー日本代表　三宅敬氏
２．社会貢献活動Q&A……回答：橋本信介氏・質問：堀田和秀氏
３．越智敏洋のNPO運営講座６……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●＜２か月連続企画＞ラグビーワールドカップ2019TM直前特集 第１弾！

・全国で行われている「ラグビーワールドカップ2019TM推進教育セミナー」①
・ラグビーテキストのご紹介

●漫画原作大公開！
・ 「小さな一歩も志と覚悟があれば、夢はかなう」……吉原尚寛氏
　 78 ～ 79ページに掲載している漫画の原作を公開いたします！
　頂いた原稿がどのように漫画になるのか、読み比べてみると２倍楽しめます。

■教育コミュニティWEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、掲示板に書き込むだけ！

六
月
一
日
㈯ 

産
業
セ
ミ
ナ
ー
・
英
会
話
セ
ミ

ナ
ー
名
古
屋
。「
や
り
取
り
」
の
評
価
を
提
案
。

六
月
二
日
㈰ 

堀
田
龍
也
氏
、
赤
坂
真
二
氏
と

鼎て
い

談だ
ん

。
さ
す
が
に
超
一
流
の
お
二
人
。
内
容

も
ス
ピ
ー
ド
感
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

六
月
三
日
㈪ 

谷
企
画
チ
ー
ム
会
議
。

六
月
四
日
㈫ 

ア
メ
リ
カ
の
最
先
端
幼
児
教
育

「H
igh Scope

」の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
終
了

後
、講
師
の
Ｓ
ｈａ
ｎ
ｎ
ｏ
ｎ
氏
、若
林
氏
、和

久
田
氏
、
事
務
局
と
飲
み
、
教
育
を
語
る
。

六
月
七
日
㈮ 

玉
川
学
生
サ
ー
ク
ル
「
和
」の
歴

代
代
表
会
。品
川
に
て
。も
う
十
年
を
超
え
た
。

六
月
九
日
㈰ 

体
育
Ｍ
Ｉ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
。
大
田

区
の
小
学
校
。
新
学
習
指
導
要
領
の
体
育
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。
向
山
氏
、
師
尾
氏
が
駆

け
付
け
、
懇
親
会
ま
で
。
大
盛
り
上
が
り
。

六
月
十
三
日
㈭ 

光
村
教
育
図
書
と
打
合
せ
。

六
月
十
五
日
㈯ 

環
境
・
理
科
セ
ミ
ナ
ー
富
山
。

六
月
十
六
日
㈰ 

日
本
の
良
さ
セ
ミ
ナ
ー
東
京
。

六
月
十
九
日
㈬ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

六
月
二
十
三
日
㈰ 

谷
Ａ
ｌ
ｌ 

Ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ

セ
ミ
ナ
ー
東
京
。

六
月
二
十
九
日
㈯ 

環
境
・
社
会
セ
ミ
ナ
ー
大

阪
。
午
前
・
午
後
と
も
百
名
を
超
え
る
盛
況
。

教
科
書
の
知
識
構
造
を
改
め
て
解
説
。
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小
さ
な
一
歩
も
志
と
覚
悟
が
あ
れ
ば
、

夢
は
か
な
う

目
の
前
の
子
供
た
ち
へ
の
思
い
が
形
に
な
っ
た
子
ど
も
観
光
大
使

吉よ
し

原は
ら 

尚な
お

寛ひ
ろ

原
作
：
千
葉
県
銚
子
市
立
第
五
中
学
校

まんが：ナカジマ ヤヨイ
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子供が上達を実感するTOSS型英会話指導
ー深い学びになる英語授業の具体例ー特集

『教育トークライン』10月号
予告　9月15日発行

谷和樹　　　井戸チーム　　小林智子　
水野彰子　　笹原大輔　　　平山靖
竹内淑香　　加藤心

教育トークライン：第513号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：東京教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話 ：03-3787-6564　
FAX ：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21

編
集
後
記  

▼
今
月
号
か
ら
、
本
誌
が
プ
レ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
増
え
、
更

に
見
や
す
く
使
い
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
も
、
今
年
度
大
き
な
企
画

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
進
化

を
し
て
い
く
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。（
戸
村
）

▼
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
が
プ
レ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
し
た
！　

今
月
号
よ
り
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ

が
入
っ
て
い
ま
す
！　

ま
た
、
本
誌
は
二
〇

二
〇
年
四
月
号
よ
り
本
格
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
す
。
現
在
、
本
格
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向

け
て
会
議
を
重
ね
て
い
ま
す
！　

更
に
魅
力

的
な
雑
誌
に
な
る
よ
う
に
、
お
気
付
き
の
点

や
感
想
な
ど
を
編
集
部
に
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
！
（
久
野
）

▼
今
年
の
「
志
士
舞
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
」
に

お
い
て
一
〇
一
名
の
方
々
が
本
誌
を
新
規
購

読
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
新
た
に
編
集
部

入
り
し
た
一
人
と
し
て
、
本
誌
の
魅
力
を
更

に
高
め
て
い
く
た
め
に
、
形
に
し
た
い
企
画

が
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
四
月
号

の
本
格
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
、
現
場
の
仕

事
を
通
し
て
抱
い
た
問
題
意
識
を
基
に
、
新

た
な
試
み
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。（
長
谷
川
）

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌６ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS高段者に聞く！
Ｑ＆Ａ 「職場の人間関係
調整術②」

３

４

（動画） （動画）

※アクセス方法は表紙裏を
　ご覧ください。

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL9　パスワード： h4aw3n

本物の校内研究をつくる



がいっぱい！ががががいいいいいいっっっっっっぱぱぱぱぱいいいいいい！！

「難しいけど美しい」
彼岸花に、どう挑戦するか
酒井臣吾

酒井式に自信が付いたクラスに
は、手応え十分なシナリオ。

（本誌Ｐ６）

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

h4aw3n
（エイチ・よん・エー・ダブル・さん・エヌ）

※有効期間：
　2019年8月15日～ 11月14日ID：TL9ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「本物の校内研究をつくる」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、松崎力氏の
「職場の人間関係調整術②」

3

デジタ
ル・トークライン

＜アクセス方法＞
PC・スマホで右記サイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

TalkLine09H2-3_入稿.indd   1 19/07/31   11:51
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特
集
・
二
学
期 

開
始
３
分
で
子
供
が
熱
中
す
る
授
業

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

東京教育技術研究所

令和元年8月15日発行（毎月1回15日発行）第513号

特別支援教育にも対応
医師の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる言語療法” …… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

カラーページができ、よりビジュアルに、
より分かりやすく生まれ変わりました

トークラインがリニューアル！

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「夏休み明けの発表」 算数「３つの数の計算」
小学２年　国語「いろんなおとのあめ」 算数「かけ算九九」
小学３年　国語「紙ひこうき」 算数「時刻と時間」
小学４年　国語「忘れもの」 算数「一億を超える数」
小学５年　国語「話す・聞く／書く」 算数「偶数と奇数」
小学６年　国語「随筆を書こう」 算数「拡大図・縮図」

中学校の授業実践
音楽 「自分たちでアレンジ」
国語 「意見が分かれる発問」

特集 二学期 開始3分で
子供が熱中する授業
―クラス全員を“わしづかみ”にする授業の始め方―




